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・コワークストレージは、東日本電信電話株式会社の登録商標です。
・あずけ～るは、東日本電信電話株式会社・西日本電信電話株式会社の登録商標です。
・QR コードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
・その他の社名、または商品名などは、各社の登録商標または商標です。

・このマニュアルの編集、変更、または無断で転載はしないでください。
・このマニュアルに記載されている内容は、将来予告なしに変更されることがあります。
・このマニュアルに記載されている画面やイラストは一例です。ご使用の機種やソフトウェア、OSのバージョンに
よって異なることがあります。

FUJIFILM、および FUJIFILM ロゴは、富士フイルム株式会社の登録商標または商標です。
DocuWorks、および Working Folder は、富士フイルムビジネスイノベーション株式会社の登録商標または商標
です。
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本書の使い方
本機を使用する前に必ずこのマニュアルをお読みください。このマニュアルは、読み終わったあ
とも必ず保管してください。

本書の表記
■ 本文中では、説明する内容によって、次のマークを使用しています。

注記
必ず知っておいていただきたい情報、操作するときに必ず確認していただきたい情報を記載して
います。

補足
操作の参考になる情報を記載しています。
参照
参照先を記載しています。

■ 本文中では、次の記号を使用しています。

「　　　」 ･ 本書内にある参照先を表しています。
･ 機能の名称やタッチパネルディスプレイのメッセージ、入力文字列などを表
しています。

『　　　』 ･ 参照するマニュアルを表しています。

［　　　］ ･ 機械のタッチパネルディスプレイに表示されるボタンやメニューなどの名
称を表しています。
･ コンピューターの画面に表示されるメニュー、ウィンドウ、ダイアログボッ
クスなどの名称と、それらに表示されるボタンやメニューなどの名称を表し
ています。

〈　　　〉ボタン ･ 機械の操作パネル上のハードウェアボタンを表しています。

〈　　　〉キー ･ コンピューターのキーボード上のキーを表しています。

＞ ･ 操作パネルやコンピューターで順に項目を選択する手順を、省略して表して
います。
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1 注意 /制限事項
• 業務別らくらくスキャン Pro/業務別らくらくスキャン Light...........................................................P.4
• サーバーレスオンデマンドプリント（どこでもプライベートプリント /ID選択プリント）...............P.9
• ペーパーレスファクス仕分け..............................................................................................................P.14
• 複合機追加型アプリケーション設定複製 ............................................................................................P.16
• 複合機追加型アプリケーション更新 ...................................................................................................P.16
• クラウド連携 for コワークストレージ /クラウド連携 for おまかせクラウドストレージ ..................P.17
• クラウド連携アプリケーション for DX Suite.....................................................................................P.18

業務別らくらくスキャン Pro/業務別らくらくスキャン Light
補足
･ 一部の注意 / 制限事項は『業務別らくらくスキャン Pro』のみに適用されます。『業務別らくらくス
キャン Light』では、次に関する機能をサポートしていません。
- QRコード
- バーコード
- スキャンユーザ定義
- 文字列抽出
- 拡張属性
- メール通知
- 送信先 2
- フォルダー階層（第 2~3階層）

全体に関する注意と制限
• スキャンおよび文書の転送機能を使用できない複合機に業務別らくらくスキャンを設定した
場合、文書種類ボタンは表示されますが、スキャンおよび文書の転送はできません。

• 自動両面原稿送り装置が何らかの理由で使用できない場合でも、業務別らくらくスキャンで
両面を指定できますが、入出力は片面で行われます。

• 複合機に関連機器を接続してご利用の場合、業務別らくらくスキャンでは、ユーザー情報を
取得できる ICカードリーダーをサポートしています。
課金装置を複合機に接続している場合は、動作を保証しません。

• 次の場合は、傾き補正が行われません。
- 解像度が 600 dpiのカラー画像とグレー画像
- 写真画像だけの原稿

• 転送先の 1フォルダーに格納できる最大ファイル数およびフォルダー数は 10000個です。
• 外部認証 (LDAPおよび Azure Active Directory)では、ユーザーごとにスキャン機能の利用
を制限できません。

ジョブ実行時の注意と制限
• ジョブの実行中にエラーが発生した場合は、ジョブが終了してもエラー画面が表示されませ
ん。この場合は、複合機のジョブ履歴にエラー情報が書き込まれるので、確認してください。
ジョブ履歴の確認方法は、複合機に付属のマニュアルを参照してください。

• スキャン文書の送信先に同じ名前のファイルが存在した場合は、ファイル名の末尾にハイフ
ン（-）と 4桁の通し番号（0001～ 9999）が付加されます。番号が 9999を超えた場合は
エラーになります。
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• 複数の複合機から同じタイミングで、同じ名前のファイルを同じ送信先へ送った場合、ファ
イルが正しく転送されないことがあります。
これを回避するために、ファイル名ルールには秒数を含めた日付を設定することをお勧めし
ます（例：filename_20151001123025.xdw）。

• FTP転送では、SFTP（SSH FTP）や FTPS（FTP over SSL/TLS）などの暗号通信を伴うプロ
トコルには対応していません。

• 工場出荷時の設定では、FTP 通信は Passive モードで動作します。サーバーによっては、通
信できるモードは Active モードだけという場合もあります。その場合は、インターネット
サービスから通信モードを変更してください。

• 送信先サーバーのファイルの格納先に、ファイルまたはフォルダーが 10000個以上存在する
場合は、スキャン文書が正しく処理されないことがあります。

業務別らくらくスキャンの設定に関する注意と制限

データサイズに関する注意と制限
• 設定データのサイズが 1 MBを超えた場合は、エラーが表示され、設定が保存されません。こ
の場合は、設定を見直し、データ量を減らしてください。

高圧縮機能に関する注意と制限
• 複合機の機種によっては、高圧縮機能に対応していない場合があります。
• 高圧縮機能は、文書種類で次の値が設定されているときに使用できます。

- ファイル形式
PDF、DocuWorksのどちらか

補足
・お使いの複合機によっては、高圧縮に DocuWorks は対応していません。ソフトウェアをバー
ジョンアップすることで DocuWorksを選択できます。

- 読み取り解像度（dpi）
200 dpi、300 dpiのどちらか

- カラーモード
フルカラー、自動、白黒（256階調）のどれか

• お使いの複合機によっては、高圧縮機能を使用するにはオプションの設定が必要な場合があ
ります。詳細は、弊社担当者にお問い合わせください。

文字認識（OCR）機能に関する注意と制限
• 複合機の機種によっては、文字認識（OCR）機能に対応していない場合があります。
• 文字認識（OCR）機能は、文書種類で次の値が設定されているときに使用できます。

- ファイル形式
PDF、DocuWorksのどちらか

- 読み取り解像度（dpi）
200 dpi、300 dpiのどちらか

- 原稿の画質
文字原稿、原稿に文字 /写真混在のどちらか

• 文字認識（OCR）機能を使用するには、オプションが必要です。

補足
・お使いの複合機によっては、オプションの形式が異なる場合があります。詳細は、弊社担当者に
お問い合わせください。
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認証ユーザーへのメール送信機能に関する注意と制限（Pro版のみ）
• 複合機で認証機能を設定していない場合や、認証ユーザーにメールアドレスが設定されてい
ない場合は、認証ユーザーへのメール送信を有効にしても、メールは送信されません。

• 文書種類の設定で［メール通知利用］＞［認証ユーザーに通知する］を選択し、［通知先 2］
または［通知先 3］に認証ユーザーのメールアドレスを指定すると、同じメールアドレスに 2
通のメールが送信されます。

DocuWorksのバージョンと規定属性 /拡張属性に関する注意と制限（Pro版のみ）
規定属性または拡張属性を DocuWorks 文書に保存した場合、ファイルを表示するには
DocuWorks 7以降が必要になります。
DocuWorks 7より前のバージョンを使用している場合は、次のように規定属性と拡張属性を付
与しない設定にしてください。
•［共通情報の設定］＞［規定属性の付与］で［しない］を選択
•［文書種類の設定］＞［拡張属性の付与］でチェックマークを外す、またはスキャン時の拡張
属性の設定画面で各拡張属性のチェックマークを外す

設定情報の更新に関する注意と制限
• 複合機でジョブが実行されている、またはユーザーが操作パネルで操作しているときは、業
務別らくらくスキャンの設定情報を更新できません。ジョブや操作パネルでの操作が終了し
たあと、あらためて更新操作をしてください。

• 異なる仕向けに設定情報をインポートする場合、実行時にエラーが発生する場合があります。
次の設定をサポートしていないため、設定ツールから設定を変更して保存してください。

- 文字列の自動抽出（宛先名（自動抽出）、作成日（自動抽出））
- DocuWorks
- Working Folder

• 業務別らくらくスキャン Proでエクスポートした設定情報は、業務別らくらくスキャン Light
には利用できない機能が含まれているため、インポートできません。

ファイル名のパス長に関する注意と制限
• ファイルのフルパス長が 256 バイト * 以上になる設定をした場合、ファイル名調整により、
ファイル名ルールに指定したすべての項目がファイル名に付与されない場合があります。
*：拡張子などを含むため、指定できるパス長は［連番設定］の［桁数］の設定により異なり
ます。［3桁］のときは 241バイト、［4桁］のときは 240バイトです。

補足
･「テキストのバイト数」は UTF-8 文字コードで表したバイト数です。
文字によって、「テキストのバイト数」と、そのバイト数によって表現できる文字数が異なります。
たとえば、日本語の全角文字は 2 ～ 4 バイトで表現されます。

バーコードの種類に関する注意と制限（Pro版のみ）
• 対応しているバーコードの種類は、CODE39、CODE128、および NW7 のみです。

QR作成ツールに関する注意と制限（Pro版のみ）
• QR作成ツールで設定可能な文字列は、OSと同じ言語の文字列、および半角英数字です。OS
と異なる言語の文字列を、仮想プリンター名や、属性名、フォルダ名やファイル名等の任意
文字列に使用することはできません。
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処理言語に関する注意と制限
業務種類名、文書種類名、拡張属性名（Pro版のみ）は、言語ごとに表示名が用意されているた
め、複合機で表示言語をあらかじめ設定する必要があります。表示名を未設定の言語は "not
entered" が設定されます。
日本語と英語以外の言語の値の設定は、次の手順を実行してください。

操作手順
0 1 複合機の ＞［設定］＞［システム設定］＞［画面 /ボタンの設定］＞［初期表示言語］を

設定したい言語に変更します。

2 複合機を再起動します。

3 業務別らくらくスキャンの設定画面を表示します。
参照
･ 詳しくは、『業務別らくらくスキャン 取扱説明書』の「設定画面を表示する」を参照してください。

4 ナビゲーションバーで［共通設定］＞［共通情報の設定］を選択します。

5 ［処理言語］を手順 1 で設定した言語に変更し、［新しい設定を適用］をクリックします。

6 ナビゲーションバーで［らくらくスキャンの設定］を選択し、業務種類名、文書種類名、拡張属
性名を設定します。

SSL通信時に Firefoxブラウザーを使用するときの注意と制限
Webブラウザーに Firefoxを使用して、SSL通信が設定されている複合機にアクセスすると、イ
ンターネットサービスが正しく表示されないことがあります。
この場合は、次の手順を実行してください。

操作手順
0 1 Firefoxブラウザーを起動します。

2 ブラウザーのアドレス欄に「about:config」を入力して、<Enter>キーを押します。
設定メニューが表示されます。

3 「security.tls.version.fallback-limit」 の値を「1」 に設定します。

QRコードの印字サイズに関する注意と制限（Pro版のみ）
スキャンした QRコードが正しく解読されるためには、QRコード自体の領域（コード領域）と
QRコード周辺の余白を含めた領域（印字領域）を、正しいサイズで印字する必要があります。
下記の表に、QRコードの型番と誤り訂正レベル（L、M、Q、H）で決まる、QRコードに格納
できるデータ量（バイト数）、およびそのデータ量に対応する読み取り解像度ごとのコード領域
と印字領域の関係を示します。
QRコード用文字列または QRコード付き文書を作成したときの QRコードのデータ量（テキス
トのバイト数）と、スキャン時の解像度に合わせて、適切なサイズの QRコードを作成し、印字
してください。

補足
･「テキストのバイト数」は UTF-8文字コードで表したバイト数です。
文字によって、「テキストのバイト数」と、そのバイト数によって表現できる文字数が異なります。
たとえば、日本語の全角文字は 2～ 4バイトで表現されます。
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例：
レベル Hで 型番 15を使用し、100文字程度（最大 220 バイト）の QRコードを、解像度 300
dpiでスキャンして正しく解読するには、コード領域 39.1 mm、印字領域 45.2 mmの QRコー
ドを印字する必要があります。

型番
データ量（バイト） M　コード領域　（ｍｍ） M　印字領域（ｍｍ）

L M Q H 200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

2 32 26 20 14 19.1 12.7 9.5 6.4 28.2 18.8 14.1 9.4

3 53 42 32 24 22.1 14.7 11 7.4 31.2 20.8 15.6 10.4

4 78 62 46 34 25.1 16.8 12.6 8.4 34.3 22.9 17.1 11.4

5 106 84 60 44 28.2 18.8 14.1 9.4 37.3 24.9 18.7 12.4

6 134 106 74 58 31.2 20.8 15.6 10.4 40.4 26.9 20.2 13.5

7 154 122 86 64 34.3 22.9 17.1 11.4 43.4 29 21.7 14.5

8 192 152 108 84 37.3 24.9 18.7 12.4 46.5 31 23.2 15.5

9 230 180 130 98 40.4 26.9 20.2 13.5 49.5 33 24.8 16.5

10 271 213 151 119 43.4 29 21.7 14.5 52.6 35.1 26.3 17.5

11 321 251 177 137 46.5 31 23.2 15.5 55.6 37.1 27.8 18.5

12 367 287 203 155 49.5 33 24.8 16.5 58.7 39.1 29.3 19.6

13 425 311 241 177 52.6 35.1 26.3 17.5 61.7 41.1 30.9 20.6

14 458 362 258 194 55.6 37.1 27.8 18.5 64.8 43.2 32.4 21.6

15 520 412 292 220 58.7 39.1 29.3 19.6 67.8 45.2 33.9 22.6

16 586 450 322 250 61.7 41.1 30.9 20.6 70.9 47.2 35.4 23.6

17 644 504 364 280 64.8 43.2 32.4 21.6 73.9 49.3 37 24.6

18 718 560 394 310 67.8 45.2 33.9 22.6 77 51.3 38.5 25.7

19 792 624 442 338 70.9 47.2 35.4 23.6 80 53.3 40 26.7

20 858 666 482 382 73.9 49.3 37 24.6 83.1 55.4 41.5 27.7

21 929 711 509 403 77 51.3 38.5 25.7 86.1 57.4 43.1 28.7

22 1003 799 565 439 80 53.3 40 26.7 89.2 59.4 44.6 29.7

23 1091 857 611 461 83.1 55.4 41.5 27.7 92.2 61.5 46.1 30.7

24 1171 911 661 511 86.1 57.4 43.1 28.7 95.3 63.5 47.6 31.8

25 1273 997 715 535 89.2 59.4 44.6 29.7 98.3 65.5 49.1 32.8

26 1367 1059 751 593 92.2 61.5 46.1 30.7 101.3 67.6 50.7 33.8

27 1465 1125 805 625 95.3 63.5 47.6 31.8 104.4 69.6 52.2 34.8

28 1528 1190 868 658 98.3 65.5 49.1 32.8 107.4 71.6 53.7 35.8

29 1628 1264 908 698 101.3 67.6 50.7 33.8 110.5 73.7 55.2 36.8

印字領域

コード領域

余白
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バーコードの印字サイズに関する注意と制限（Pro版のみ）
スキャンしたバーコードが正しく解読されるためには、次の基準を満たす必要があります。
• バーコードの線幅が次の基準を満たすこと

- 読み取り解像度を 200 dpi、300 dpiでスキャンする場合の最小の線幅：0.7 mm
- 読み取り解像度を 400 dpi、600 dpiでスキャンする場合の最小の線幅：0.3 mm

• バーコード周辺の余白は、最小の線幅の 10倍であること
• バーコードの最小の高さは 10 mm であること。この値は 10 桁を基準とした高さです。10
桁以上の場合は、桁数に比例した高さが必要です。

一般 QRコードおよび一般バーコードに関する注意と制限（Pro版のみ）
一般 QR コードおよび一般バーコードをフォルダー名に指定した場合、該当文字列に含まれた
「/」は、階層として扱われます。ただし、文字列末尾に含まれた場合については、無視されます。

サーバーレスオンデマンドプリント（どこでもプライベートプリント /
ID選択プリント）

機械の使用上の注意 /制限
• 本機能を利用する場合、機械のウォームアップ時間が通常よりも数秒長くかかります。
• お使いの機械とリモート機の初期表示言語を一致させてください。
• お使いの機械とリモート機の認証方式の設定を一致させてください。
• お使いの機械とリモート機の機械管理者 IDと機械管理者パスワードを一致させてください。
• お使いの機械とリモート機の時刻を一致させてください。設定された時刻に差があると、文
書の一覧を正しく取得できない場合があります。時刻サーバー（NTP:Network Time
Protocol）と同期すると、お使いの機械とリモート機の時刻を一致させることができます。時
刻サーバーとの同期の設定のしかたは、お使いの機械のマニュアルを参照してください。

• お使いの機械とリモート機の秘密情報の暗号化キー、および IP動作モードが同じになるよう
に設定してください。

30 1732 1370 982 742 104.4 69.6 52.2 34.8 113.5 75.7 56.8 37.8

31 1840 1452 1030 790 107.4 71.6 53.7 35.8 116.6 77.7 58.3 38.9

32 1952 1538 1112 842 110.5 73.7 55.2 36.8 119.6 79.8 59.8 39.9

33 2068 1628 1168 898 113.5 75.7 56.8 37.8 122.7 81.8 61.3 40.9

34 2188 1722 1228 958 116.6 77.7 58.3 38.9 125.7 83.8 62.9 41.9

35 2303 1809 1283 983 119.6 79.8 59.8 39.9 128.8 85.9 64.4 42.9

36 2431 1911 1351 1051 122.7 81.8 61.3 40.9 131.8 87.9 65.9 43.9

37 2563 1989 1423 1093 125.7 83.8 62.9 41.9 134.9 89.9 67.4 45

38 2699 2099 1499 1139 128.8 85.9 64.4 42.9 137.9 91.9 69 46

39 2809 2213 1579 1219 131.8 87.9 65.9 43.9 141 94 70.5 47

40 2953 2331 1663 1273 134.9 89.9 67.4 45 144 96 72 48

型番
データ量（バイト） M　コード領域　（ｍｍ） M　印字領域（ｍｍ）

L M Q H 200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi
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• セカンダリーネットワーク（オプション）を使用できる機械をお使いの場合、本機能を使用
するときは、本機およびリモート機の IPアドレスには、プライマリーネットワークのアドレ
スを設定してください。

• 本機能は、セキュリティプリント機能との併用はできません。
• お使いの機械およびリモート機から、お客様自身がサーバーレスオンデマンドプリントをア
ンインストールした場合は、設定情報作成ツールの撤収機能による再設定が必要です。詳し
くは、『サーバーレスオンデマンドプリント設定情報作成ツール取扱説明書』を参照してくだ
さい。

• どこでもプライベートプリントを外部認証で運用している場合、ユーザー IDに ASCII以外の
文字を使用していると、文書の一覧が正しく取得できないことがあります。

プリント機能の使用上の注意 /制限
• 本機能では、複数の文書を一度にプリントする場合でも、ジョブが 1 件ごとに送信されるた
め、通常と比べてプリントに時間がかかることがあります。
また、複数の文書をプリント中にファクスを受信した場合は、実行中のプリントの合間にファ
クス文書をプリントします。ファクス文書の割り込みをさせない場合は、設定を変更してく
ださい。

• 文書のプリント中、および削除中に、自動リセットされてジョブが途中で中止されてしまう
ことがあります。
その場合は、［設定］画面の［システム設定］＞［システム時計 /タイマー設定］＞［自動リ
セット］で、リセットされるまでの時間を長くするか、または［しない］を選択してください。

• プリント中のジョブは、リモート機でも、［ジョブ情報］画面の［実行中 /待ち］タブから通
常のジョブと同じ方法で処理できます。リモート機でプリント中のジョブを削除したり、キャ
ンセルしたりしないようにご注意ください。

• 複数の機械から同時にプリント指示を行うと、プリントが開始されるまでに時間がかかるこ
とがあります。

• 異なる機械に蓄積されている文書を一度にプリント指示した場合、タッチパネルディスプレ
イに表示された順序とは異なる順序でプリントされることがあります。

• 本機能を利用する場合、割り込みはできません。
• バナーシートをプリントするように設定されている場合、本機能利用時でもバナーシートは
プリントされます。

• 本機能を利用して出力された文書は、ジョブ履歴レポートで、「外部アクセスプリント」と記
載されます。

• どこでもプライベートプリントでは、［プリント後に削除の初期設定］は利用できません。プ
リントや転送が完了した文書を削除するかどうかの設定については、『サーバーレスオンデマ
ンドプリントどこでもプライベートプリント ID 選択プリント 取扱説明書』の「［履歴からプ
リント］の使用」を参照してください。

• A3複合機と A4複合機の混在環境において、 A4より大きなサイズを出力する場合は、以下の
点にご注意ください

- A3機に蓄積されたプリントジョブを A4機で出力する場合、 アイコンを表示し、A4サ
イズで印字されることを注意喚起します。 A4より大きなサイズの場合は、 A4に縮小され
て印字されます。

- A4機に蓄積された A4より大きなサイズを A4機で出力する場合、 A4に縮小されて印字
されますが、 アイコンを表示しません。

- 用紙サイズが指定されている場合などでは、ジョブがキャンセルされる場合があります。
• 本アプリケーションは、設定情報作成ツールと通信するために、SSLを使用する場合は 58552
番ポートを、SSLを使用しない場合は 58052番を使用します。
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• プライベートプリントと、どこでもプライベートプリントを併用している場合は以下にご注
意ください。

- ジョブを蓄積している機械でプライベートプリントを実行し、同時にリモート機でプリン
トしようとすると、ジョブの転送に時間がかかることがあります。

- プライベートプリントで出力指示をした文書が出力中であっても、同一文書に対してどこ
でもプライベートプリントからも出力指示が行えます。これにより同一文書が複数出力さ
れる場合がありますのでご注意ください。

• 課金認証プリントと、ID 選択プリントを併用している場合、ジョブを蓄積している機械で課
金認証プリントを実行し、同時にリモート機でプリントしようとすると、ジョブの転送に時
間がかかることがあります。

• 一部の機種では、インターネットサービスの［プロパティ］＞［セキュリティ］＞［SSL/TLS
設定］＞［IPP］＞［SSL/TLS通信のみ有効］にチェックを入れることで、IPPプロトコル利
用時に SSL通信のみを利用できます。
その場合は、リモート機とお使いの機械の両方で SSLの設定を有効にしてください。
設定が有効でない場合は、プリント時にリモート機でエラーが発生します。

• ホーム画面の［どこでもプライベートプリント］、［どこでもプライベートプリント（一括出
力）］、［ID選択プリント］のアイコンには蓄積したプリントジョブの数は表示されません。

Universal Print利用時の注意 /制限事項
• サーバーレスオンデマンドプリントからUniversal Print出力に対応した機械に蓄積したジョ
ブは、リモート機から出力できます。

• リモート機が、サーバーレスオンデマンドプリントからの Universal Print出力に対応してい
ない場合、意図した出力結果にならないことがあります。

• Universal Printを利用するためには次の設定が必要です。

どこでもプライベートプリントの場合
- お使いの機械とリモート機の認証方式の設定は、［Azure Active Directory］で一致させ
てください。

- Azure Active Directoryで設定するテナントは、お使いの機械とリモート機で一致させて
ください。

- Azure Active Directory対象の機械と設定方法は、弊社公式サイトの商品ページをご覧く
ださい。

ID選択プリントの場合
- ジョブを出力する場合、［ID選択プリント］で［（ユーザー IDなし）］を選択してください。

ジョブの表示件数について
• 蓄積されたジョブは、［どこでもプライベートプリント］画面、［ID選択プリント］画面、［履
歴からプリント］画面のそれぞれの画面で、機械一台につき 99件まで表示できます。いずれ
かの機械で、ジョブの数が 99 件を超えている場合、その機械の 100 件目以降のジョブは表
示されません。

補足
・［履歴からプリント］画面は、管理者設定画面の［［履歴からプリント］の使用］で［する］を選
択しているときだけ表示できます。

• 取得したジョブが 495件を超えた場合、496件目以降のジョブは表示されません。

補足
・［文書の表示順］での設定によって、表示される文書は異なります。
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本機の認証モードを変更した場合の注意 /制限
サーバーレスオンデマンドプリントには、次の 2種類があります。
• どこでもプライベートプリント：本体認証、外部認証、認証しないモードで ICカードをお使
いの場合

• ID選択プリント：認証しないモードで ICカードも利用していない場合
本機の認証モードを変更した場合は、使用するアプリケーションを変更する必要があります。
次の手順に従って、画面上の機能ボタンと、実行するプラグインを変更してください。

機能ボタンの変更
本機の認証モードに合わせて、［どこでもプライベートプリント］と［ID 選択プリント］のメ
ニュー表示を変更する手順を説明します。

補足
・サーバレスオンデマンドプリントをインストールすると、認証モードにかかわらず初期状態で
は、［どこでもプライベートプリント］と［ID 選択プリント］の両方が表示されます。

操作手順
0 1 複合機の操作パネルから、機械管理者モードに入ります。

補足
・機械管理者のログイン方法については、複合機のマニュアルをご覧ください。

2 アプリの表示エリアをロングタップします。

［どこでもプライベートプリント］または［ID選択プリント］を非表示にする場合

3 非表示にしたい機能ボタンの［×］を押します。

［どこでもプライベートプリント］または［ID選択プリント］を表示する場合

3 ［+］を押します。

4 表示したい機能ボタンを選択します。
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5 アイコンをロングタップしたまま目的の位置まで移動します。

補足
･ ページ間のアイコン移動はできません。配置したいページで［+］をタップしてください。

6 カスタマイズが終わったら、アイコンの外側の領域をタップします。

プラグインの変更
使用するプラグインの変更は、インターネットサービスで行います。

操作手順
0 1 ネットワークに接続されたコンピューターで、Webブラウザーを起動します。

2 Web ブラウザーのアドレス入力欄にお使いの機械の IP アドレスを入力し、〈Enter〉キーを押
します。インターネットサービスが起動されます。

3 機械管理者モードに入ります。

4 ［システム］＞［システム設定］の［プラグイン設定］をクリックし、本機にインストールされ
ているプラグインの一覧を表示します。
各アプリケーションのプラグイン名は、以下のとおりです。

5 次の操作をします。

どこでもプライベートプリントの場合

(1)［ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin］を選択し、［停止］をクリックします。

ID選択プリントの場合
(1)［ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth］を選択し、［停止］をクリックしま

す。

6 機械を再起動します。
設定した値が反映されます。

7 再起動したら、機械管理者モードに入り、手順 4 と同様の操作で［プラグイン設定］画面を表
示します。

8 次の操作をします。

どこでもプライベートプリントの場合

(1)［ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin］を選択し、［開始］をクリックします。

ID選択プリントの場合

(1)［ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth］を選択し、［開始］をクリックしま
す。

9 機械を再起動します。
設定した値が反映されます。

本書の「使用環境の設定」＞「サーバーレスオンデマンドプリントの環境設定」を参照して、複
合機の登録を行ってください。

アプリケーション プラグイン名

どこでもプライベートプリント ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin

ID選択プリント ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth
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ペーパーレスファクス仕分け

注意と制限
• 複合機の［設定］＞［認証 / 集計管理］＞［認証・セキュリティ設定］＞［機械管理者情報
の設定］で機械管理者 IDまたはパスワードを変更した場合は、必ずペーパーレスファクス仕
分けの機械管理者情報も変更してください。複合機とペーパーレスファクス仕分けで機械管
理者 IDまたはパスワードが異なると、通常の動作と例外動作の切り替えができなくなります。
ペーパーレスファクス仕分けの機械管理者 ID またはパスワードを変更する手順は、「機械管
理者 ID/パスワードを変更する」（P.16）を参照してください。

• 転送先（SMB、FTP、Working Folder）のパスワードを変更した場合は、ペーパーレスファ
クス仕分け側でも転送先のパスワード設定を変更してください。変更しないと転送エラーと
なります。

•［ペーパーレスファクス動作切り替え］による通常動作 /例外動作の切り替え履歴は、設定情
報のエクスポートの対象外です。

• Working Folderサーバーのメンテナンス中は、Working Folderへ転送できません。転送エ
ラーとなり、ボックス内に文書が蓄積されます。ボックス内に蓄積された文書を転送する場
合は、「ボックス内の文書を手動で転送する」（P.15）の操作をしてください。

• ペーパーレスファクス仕分け画面で各項目の設定を保存すると、自動的に次の内容が設定さ
れます。

- 新規ボックスの作成、または既存のボックスの変更
- 新規ジョブフローの作成、または既存のジョブフローの修正
- 回線別ボックスセレクターの設定
- ボックスセレクターの有効化
- 親展受信レポートを［自動出力しない］に変更
- アプリ画面のボタン配置の変更

• ペーパーレスファクス仕分け画面で各項目を設定すると、親展受信レポートの自動出力が無
効になります。親展受信レポートを自動的に出力する運用をしている場合は、［設定］＞［シ
ステム設定］＞［レポート設定］で［親展受信レポート］を［自動出力］に設定し直してください。

• ペーパーレスファクス仕分けで設定した回線とボックスの関連付け、およびボックスとジョ
ブフローの関連付けを、複合機本体の操作メニューで変更しないでください。

• ペーパーレスファクス仕分け画面でアドレス帳から転送先を設定したあと、複合機のアドレ
ス帳を変更しても、ペーパーレスファクス仕分けの転送先は自動で変更されません。アドレ
ス帳の登録内容を変更した場合は、再度設定し直してください。
ペーパーレスファクス仕分けで作成されたジョブフローは、複合機のアドレス帳と連動して
いません。

• ペーパーレスファクス仕分けで作成されたジョブフローは、インターネットサービスや
Device Setup（デバイス設定ツール）では編集できません。

• 次の場合は、ペーパーレスファクス仕分けの設定画面の［文書取り出し後の削除］の設定に
関係なく、文書が削除されます。

-［設定］＞［アプリ設定］＞［ボックス操作設定］＞［外部取り出し後の文書削除］で［強
制的に削除する］が設定されている場合：
各ボックスに設定されている値は無効になり、外部から文書が取り出されると、取り出さ
れた文書は強制的に削除されます。

-［設定］＞［アプリ設定］＞［ボックス操作設定］＞［ボックス文書の保存期間］で文書
の保存期間が設定されていて、かつ［ボックス操作］＞［ボックス設定］＞［保存期間経
過文書の削除］が有効になっている場合：



1  注意 /制限事項

15

保存期間が経過した文書は、指定された時刻に削除されます。
• 転送時に転送先のサーバーの不具合やネットワーク障害などで転送エラーが発生した場合、
文書はボックス内に蓄積されます。このとき、転送先に作成したフォルダーは消去せず保持
します。転送エラーとして蓄積された文書は、障害が解消されても再度転送されません。ボッ
クス内に蓄積された文書を転送したい場合は、「ボックス内の文書を手動で転送する」（P.15）
の操作をしてください。転送先に作成済のフォルダーに再送されます。
また、転送の自動実行を一時的に停止したときにボックス内に蓄積された文書は、転送の自
動実行を再開しても自動で転送されません。ボックス内に蓄積された文書を転送したい場合
も、「ボックス内の文書を手動で転送する」（P.15）の操作をしてください。

• 転送失敗時にボックスに文書が残っていることを気づきやすくするために、アプリ画面上の
見やすいところにボックスのアイコンを配置することをお勧めします。
また、詳細なエラー情報を確認できるように、未送信レポートの自動出力を設定することを
お勧めします（初期設定では、自動出力する設定です）。
詳しくは、『ペーパーレスファクス仕分け 取扱説明書』の「トラブル対処に役に立つ設定」を
参照してください。

• ファイルのフルパス長が 256バイト *以上になる設定をした場合、エラーになりファイルは
転送されません。
*：拡張子などを含んでいるため、ユーザーが指定できるパス長は 241バイトです。

補足
・「テキストのバイト数」は UTF-8 文字コードで表したバイト数です。
文字によって、「テキストのバイト数」と、そのバイト数によって表現できる文字数が異なります。
たとえば、日本語の全角文字は 2 ～ 4 バイトで表現されます。

• 転送先の 1フォルダーに格納できる最大ファイル数およびフォルダー数は 10000個です。
• お使いの複合機によっては、文字認識（OCR）の処理優先度が異なるため、期待していない
文字列が転送した文書に含まれる場合があります。詳細は、弊社担当者にお問い合わせくだ
さい。

ボックス内の文書を手動で転送する
転送エラー発生時や転送の一時停止中にボックス内に蓄積された文書は、次の手順で転送できま
す。

操作手順
0 1 次の操作で、文書が保存されているボックスを選択します。

アプリ画面に、ペーパーレスファクス受信用ボックスのボタンを配置している場合

(1) アプリ画面を表示して、対象のボックスのボタンを押します。

ペーパーレスファクス受信用ボックスのボタンを配置していない場合

(1) アプリ画面を表示して、［ボックス操作］を押します。

(2)［ボックス操作］画面で、対象のボックスを選択します。

2 転送する文書を選択します。

3 ［ジョブフローを実行する］を押します。
4 ［ジョブフローを選択する］を押して、ジョブフローを選択して［OK］を押します。

5 スタートします。
設定されている転送先に文書が転送されます。
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補足
･ 例外動作を設定している期間や時間帯に上記の手順で転送操作をした場合、通常の転送先ではなく、
例外動作の転送先に文書が転送されます。

機械管理者 ID/パスワードを変更する
複合機の機械管理者 IDまたはパスワードを変更した場合は、ペーパーレスファクス仕分けでも
機械管理者 IDまたはパスワードを変更する必要があります。
機械管理者 IDとパスワードは、次の手順で変更できます。

操作手順
0 1 ペーパーレスファクス仕分けを起動します。

補足
･ 以降は、操作パネルから起動した画面例を記載しています。
参照
･ 操作方法は次を参照してください。

- 操作パネルから起動する場合、『ペーパーレスファクス仕分け 取扱説明書』の「複合機の操作パ
ネルから設定する」＞「設定画面を表示する」を参照してください。

- インターネットサービスを使用する場合、『ペーパーレスファクス仕分け 取扱説明書』の「イン
ターネットサービスから設定する」＞「設定画面を表示する」を参照してください。

2 複合機の機械管理者情報が変更されているときは、［機械管理者 ID/パスワードの登録］画面が
表示されます。新しい［機械管理者 ID］と［機械管理者パスワード］を入力し、［登録］を押します。
ペーパーレスファクス仕分けの機器管理者情報が変更されます。

3 このあと［ペーパーレスファクス仕分け］画面が表示されるので、必要に応じて設定するか、何
も設定しないで画面を閉じます。

複合機追加型アプリケーション設定複製
• 個別の機能を指定してインポートすることはできません。設定情報ファイル内にあるアプリ
ケーションの情報が、一括でインポートされます。

• インポート先のアプリケーションのバージョンが、エクスポートしたアプリケーションより
低い場合、設定情報は更新されません。

• インポート中は複合機の電源を切らないでください。
インポート途中で複合機の電源を切った場合、設定が正しく反映されないことがあります。こ
の場合は、再度インポートを実行してください。

参照
･ アプリケーションに固有の注意と制限事項については、各アプリケーションのマニュアルの、設定情
報のエクスポート /インポートに関する説明を参照してください。

複合機追加型アプリケーション更新
• 自動更新が実行される日程は、複合機のシリアル番号ごとに異なります。複数の複合機の追
加型アプリケーションを同時に更新したい場合は、手動更新を実行してください。

• 手動更新画面から［追加型アプリケーション更新］と他のアプリケーションを選択し更新す
ると、他のアプリケーションのみ更新されないことがあります。この場合は、再度手動で更
新を行ってください。
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クラウド連携 for コワークストレージ / クラウド連携 for おまかせクラ
ウドストレージ

• ジョブフローを利用してファイルを転送するとき、保存された認証情報を利用します。次の
場合は、ジョブフローによる転送は失敗します。

- 認証情報の有効期限が切れている
- クラウドサービスにログインしていない
- クラウドサービスにログイン後に認証情報が削除されている
認証情報を有効にするには、複合機またはコワークストレージ / おまかせクラウドストレー
ジにログインして再度認証情報を保存してください。

• 本サービスを利用中に認証情報の記憶設定を変更しないでください。
無効に変更した場合、個人設定情報をクリアすることができません。また、ジョブフローを
利用してファイルを転送するときに認証情報を有効化できません。

• 作成したジョブフローを別のデバイスに移行しても使用できません。
移行したあとにジョブフローを利用するには、移行先のデバイスの認証情報を次の手順で保
存してください。
（1）移行先のデバイスにクラウド連携 for コワークストレージ /クラウド連携 for おまかせクラウドス

トレージをインストールする
（2）［認証情報の記憶］を有効にする
（3）移行元のデバイスで使用していた複合機のユーザーIDとクラウドのユーザーIDでログインする

• 1つのクラウドのユーザー IDに対して、クラウドサービスが同時発行可能な認証情報は最大
200 件です。200 件を超えた場合、残りの有効期限に関わらず最も古い認証情報から削除さ
れます。

• 複合機の認証モードが有効のとき、複合機にログインした状態でクラウドサービスにログイ
ンすると、次回以降のログインを省略します。ただし、1つのユーザー IDに付き複数のクラ
ウドのユーザー IDが保存されている場合は省略されません。

• クラウド連携 for コワークストレージ /クラウド連携 for おまかせクラウドストレージを利用
するときは、コワークストレージ / おまかせクラウドストレージの［アクセス経路］を［回
線認証 +インターネット］に設定してください。

• 認証情報を大量に記憶している状態で認証情報を一括削除すると、削除に時間がかかり、ア
プリケーションがタイムアウトする場合があります。タイムアウトした場合は、再度一括削
除を実行してください。

• 複合機の時刻設定が現在の時刻と異なっている場合、認証に失敗することがあります。複合
機の設定の［時刻サーバーと同期］を有効にするか、時刻を手動で正しく設定してください。

• バージョンアップを実行時は認証ファイルが引き継がれます。
•「クラウド連携 for コワークストレージ」、「クラウド連携 for おまかせクラウドストレージ」、
「クラウド連携 for あずけ～る」を同じ複合機にインストールすることができます。1つのア
プリケーションをアンインストールまたはバージョンアップしても、他方のアプリケーショ
ンには影響がありません。

• 本アプリケーションの設定データは、別の複合機に移行することができません。
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クラウド連携アプリケーション for DX Suite

スキャン設定に関する注意と制限
・ 複合機で［色空間］を［デバイス色空間］に設定している場合、［カラー］でスキャンすると
エラーになります。
その場合は、スキャン時の設定を［カラー］以外に変更するか、または複合機の［色空間］を
［標準色空間］に変更してください。

ジョブ実行中の注意と制限
・ スキャン後のジョブを転送中に複合機の電源を切った場合、ジョブが完了していないスキャ
ン文書は転送されません。
ジョブが完了するまで複合機の電源は切らないでください。

スキャン設定に関する注意と制限
・［Intelligent OCR］画面で表示されるワークフローは 50 件で、「DX Suite」（クラウドサー
ビス側）から取得した順序で表示されます。通常は「DX Suite」で登録されているワークフ
ローの順序になります。

設置に関する注意と制限
・ 本製品は、カスタム認証をサポートしていません。そのため、サーバーレス認証との組み合
わせなど、複合機の認証方式が「カスタム認証」に設定されている場合は、動作を保証しま
せん。

外部認証に関する注意と制限
・ 外部認証 (LDAP およびAzure Active Directory) では、ユーザーごとにスキャン機能の利用
を制限できません。

クラウドサービスに関する注意と制限
・ クラウドサービスにユニット名を登録するとき、使用している複合機名が登録されます。
• ただし、複合機名に禁則文字が含まれている場合は "_"（アンダーバー）に置き換えられて登
録されます。
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2 Notes and Restrictions
• Scan Delivery Pro/Scan Delivery Light ...............................................................................P.19
• Server-less On-Demand Print (Private Charge Print (Network)/Select ID and Print) ..P.25
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• Settings cloning for Add-on Applications ..........................................................................P.33
• Updatings for Add-on Application......................................................................................P.33

Scan Delivery Pro/Scan Delivery Light
Note

• Scan Delivery Light is sold only in Japan.
• Some notes/restrictions apply only to "Scan Delivery Pro". "Scan Delivery Light" does 

not support the following features.
- QR code
- Bardoce
- Custom scan
- Text extraction
- Extended attribute
- Email notification
- Transfer Destination 2
- Folder Level (Level 2-3)

Overall Notes and Restrictions
• If you set Scan Delivery for the multifunction device to which the scan and 

document forwarding features are not available, document type buttons are 
displayed, but you cannot scan or forward documents.

• When the duplex automatic document feeder is not usable for some reason, you 
can specify 2 Sided in Scan Delivery, but input and output are performed by 1 
Sided.

• If you use multifunction device connected to the IC card reader, Scan Delivery 
supports only related devices from which user information is retrieved.
This service is not guaranteed when a billing device is connected to the 
multifunction device.

• In the following cases, Skew Correction is not performed.
-Color images and grayscale images whose resolution is 600 dpi
-Photographic images only

• The maximum number of files and folders that can be stored in one folder of the 
transfer destination is 10000.

• With external authentication (LDAP and Azure Active Directory), you cannot 
restrict the use of the scanning function for each user.

Notes and Restrictions When Executing Jobs
• When an error occurs at the time of executing a job, the error screen is not 

displayed even when a job is done. In that case, error information is written in 
the job history of the multifunction device. And then check it. For the checking 
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method of the job history, refer to the guide provided with the multifunction 
device.

• If there is a file with the same name in the transfer destination, a hyphen (-) and 
a four-digit number (0001 to 9999) are added to the end of the file name. If the 
number is over 9999, an error occurs.

• If the same file is sent to the transfer destination at the same time from more 
than one multifunction device, a file may not be sent correctly.
To prevent this, for file name rule, preferably the date and time including the 
second is set (For example: filename_20151001123025.xdw).

• The FTP forwarding does not support protocols with cryptographic 
communication such as SFTP (SSH FTP) and FTPS (FTP over SSL/TLS).

• FTP communication is operated in Passive mode by factory default. Depending 
on servers, the mode that can communicate can be only Active mode. In that 
case, change communication mode from the Internet Services.

• If there are 10,000 or more files and folders in the file storage destination of the 
transfer destination server, scan documents may not be correctly processed.

Notes and Restrictions about Scan Delivery
Notes and Restrictions about Date Size

• If the size of the setting data exceeds 1 MB, an error will be displayed and the 
setting information will not be saved. In this case, change settings so that the 
data amount can be reduced.

Notes and Restrictions about High Compression Feature
• Some models of the multifunction devices may not support the High 

Compression feature.
• The High Compression feature is available when the following values are set in 

the document type.
-File Format

PDF or DocuWorks

Note
• Depending on your multifunction device, DocuWorks may not support high 

compression. You can select DocuWorks by upgrading the software.
-Resolution

200 dpi or 300 dpi
-Color Scanning

Color, Auto, or Grayscale
• Depending on your multifunction device, some option settings may be required 

to use this feature. For more information, contact our Customer Support Center.

Notes and Restrictions about Searchable Text Feature
• Some models of the multifunction devices may not support the Searchable Text 

feature.
• The Searchable Text feature is available when the following values are set in the 

document type.
-File Format

PDF or DocuWorks
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-Resolution
200 dpi or 300 dpi

-Original Type
Text or Photo & Text

• To use the Searchable Text feature, an option is required.

Note
• Depending on your multifunction device, optional components may differ. For 

more information, contact our Customer Support Center.

Notes and Restrictions about the Feature to Send E-mail Notification to 
Authenticated Users (for Pro only)

• If the authentication feature is not enabled on the multifunction device or 
authenticated user's e-mail addresses are not registered with the multifunction 
device, e-mails are not send even if the Notify Authenticated User feature is 
enabled.

• If you select [Email Notification Destination] > [Notify Logged-In User] in the 
Document Type Settings and specify the e-mail address of the authenticated 
user for [Destination 2] or [Destination 3], two e-mails will be sent to the 
address.

Notes and Restrictions about DocuWorks Version and Regular Attributes/
Extended Attributes (for Pro only)

If regular attributes or extended attributes are added to DocuWorks Document, 
DocuWorks 7 or later are required to view the document.
If you use DocuWorks 7 or earlier, be sure to set the following so that regular 
attributes and extended attributes cannot be added.
• Selecting [Off] under [Common Information Settings] > [Apply Specified 

Attributes]
• Deselecting the [Add Attributes] check box in [Document Type Settings], or 

deselecting the check boxes of each extended attributes on the extended 
attributes settings screen when scanning

Notes and Restrictions about Update of Setting Information
• The setting information of Scan Delivery cannot be updated while the 

multifunction device is processing jobs or is being operated by a user through 
the control panel. After the jobs are complete or user’s operation through the 
control panel is finished, try to update the setting information again.

• You cannot import the setting information exported by Scan Delivery Pro to 
Scan Delivery Light,  because it includes features that cannot be used.

Notes and Restrictions about Path Length of File Names
• If you set the full path length of the file to 256 bytes* or more, all items specified 

in the file name rule may not be added to the file name due to file name 
adjustment.
*: Since the extension is included, the path length that can be specified depends 

on the settings of [Number of Digits] in [Serial Numbering Settings]. The 
length is 241 bytes for [3], and 240 bytes for [4].

Note
• “Byte” in the table means the number of byte by the UTF-8 character code.

“The number of bytes of the text” and the number of characters that expressed by 
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the bytes depends on characters. For example, full-width characters are described 
with two to four bytes.

Notes and Restrictions about Type of Barcodes (for Pro only)
• Supported barcode types are CODE39, CODE128, and NW7 only.

Notes and Restrictions about QR Creation Tool (for Pro only)
• Character strings and single-byte alphanumeric characters in the same 

language as the OS can be set with the QR creation tool. Character strings in a 
language different from the OS cannot be used for any character strings such as 
virtual printer names, attribute names, folder names, and file names.

Notes and Restrictions about Processing Language
The display language must be set in the multifunction device in advance, as 
display names are prepared for each language for the service type name, 
document type name, and extended attribute name (for Pro only). "Not entered" 
is set for languages   for which the display name has not been set.
Perform the following steps to set values   for languages   other than Japanese 
and English.

Steps
0 1 Set  > [Device] > [System Settings] > [Screen/Button Settings] > [Default 

Language] on the multifunction device to the language you want to set.

2 Restart the multifunction device.

3 Display the setting screen for Scan Delivery.
Refer

• For more details, refer to "Displaying the Setting Screen" in the "Scan Delivery User 
Guide".

4 Select [Common Service Settings] > [Common Information Settings] on the 
navigation bar.

5 Change [Processing Language] to the language set in step 1, and click [Apply].

6 Select [Scan Delivery Settings] on the navigation bar, and set the service type 
name, document type name, and extended attribute name.

Notes and Restrictions When You Use the Firefox Browser at the 
Time of SSL Communication

If you access the multifunction device for which SSL communication is set, by 
using Firefox for a web browser, the Internet Services may not be properly 
displayed.
In that case, execute the following steps.

Steps
0 1 Start the Firefox browser.
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2 Input “about:config” in the address bar of the browser and press the <Enter> 
key.
The settings menu is displayed.

3 Set the value of “security.tls.version.fallback-limit” to 1.

Notes and Restrictions about the Printing Size of a QR Code (for 
Pro only)

To decode scanned QR code properly, it is necessary to print in the right size the 
QR code area (code area) and the area inclusive of margins around QR code 
(printing area).
The following table shows data amount (number of byte) which you can store in 
QR code determined by the QR code model number and error correction levels (L, 
M, Q, H), and the relation between the code area and printing area per reading 
resolution corresponding to the data amount.
According to QR code data amount (numbers of text byte) when creating text 
strings for QR codes or documents with QR codes, and resolution at the time of 
scan, generate and print QR code of suitable size.

Note
• “Byte” in the table means the number of byte by the UTF-8 character code.

“The number of bytes of the text” and the number of characters that expressed by 
the bytes depends on characters. For example, full-width characters are described 
with two to four bytes.

For example:
To use Model No. 15 at Level H, scan QR code of about 100 characters (up to 220 
bytes) in resolution of 300 dpi, and decode it properly, you must print a QR code 
of the code area of 39.1 mm and the printing area of 45.2 mm.

Model 
No.

Data Amount (Byte) M Code Area (mm) M Printing Area (mm)

L M Q H 200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

2 32 26 20 14 19.1 12.7 9.5 6.4 28.2 18.8 14.1 9.4

3 53 42 32 24 22.1 14.7 11 7.4 31.2 20.8 15.6 10.4

4 78 62 46 34 25.1 16.8 12.6 8.4 34.3 22.9 17.1 11.4

5 106 84 60 44 28.2 18.8 14.1 9.4 37.3 24.9 18.7 12.4

6 134 106 74 58 31.2 20.8 15.6 10.4 40.4 26.9 20.2 13.5

7 154 122 86 64 34.3 22.9 17.1 11.4 43.4 29 21.7 14.5

8 192 152 108 84 37.3 24.9 18.7 12.4 46.5 31 23.2 15.5

9 230 180 130 98 40.4 26.9 20.2 13.5 49.5 33 24.8 16.5

Printing Area

Code Area

Margins
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Notes and Restrictions about the Printing Size of a Barcode (for 
Pro only)

To decode a scanned barcode properly, the following criteria needs to be met.
• The line width of the barcode must meet the following criterion.

10 271 213 151 119 43.4 29 21.7 14.5 52.6 35.1 26.3 17.5

11 321 251 177 137 46.5 31 23.2 15.5 55.6 37.1 27.8 18.5

12 367 287 203 155 49.5 33 24.8 16.5 58.7 39.1 29.3 19.6

13 425 311 241 177 52.6 35.1 26.3 17.5 61.7 41.1 30.9 20.6

14 458 362 258 194 55.6 37.1 27.8 18.5 64.8 43.2 32.4 21.6

15 520 412 292 220 58.7 39.1 29.3 19.6 67.8 45.2 33.9 22.6

16 586 450 322 250 61.7 41.1 30.9 20.6 70.9 47.2 35.4 23.6

17 644 504 364 280 64.8 43.2 32.4 21.6 73.9 49.3 37 24.6

18 718 560 394 310 67.8 45.2 33.9 22.6 77 51.3 38.5 25.7

19 792 624 442 338 70.9 47.2 35.4 23.6 80 53.3 40 26.7

20 858 666 482 382 73.9 49.3 37 24.6 83.1 55.4 41.5 27.7

21 929 711 509 403 77 51.3 38.5 25.7 86.1 57.4 43.1 28.7

22 1003 799 565 439 80 53.3 40 26.7 89.2 59.4 44.6 29.7

23 1091 857 611 461 83.1 55.4 41.5 27.7 92.2 61.5 46.1 30.7

24 1171 911 661 511 86.1 57.4 43.1 28.7 95.3 63.5 47.6 31.8

25 1273 997 715 535 89.2 59.4 44.6 29.7 98.3 65.5 49.1 32.8

26 1367 1059 751 593 92.2 61.5 46.1 30.7 101.3 67.6 50.7 33.8

27 1465 1125 805 625 95.3 63.5 47.6 31.8 104.4 69.6 52.2 34.8

28 1528 1190 868 658 98.3 65.5 49.1 32.8 107.4 71.6 53.7 35.8

29 1628 1264 908 698 101.3 67.6 50.7 33.8 110.5 73.7 55.2 36.8

30 1732 1370 982 742 104.4 69.6 52.2 34.8 113.5 75.7 56.8 37.8

31 1840 1452 1030 790 107.4 71.6 53.7 35.8 116.6 77.7 58.3 38.9

32 1952 1538 1112 842 110.5 73.7 55.2 36.8 119.6 79.8 59.8 39.9

33 2068 1628 1168 898 113.5 75.7 56.8 37.8 122.7 81.8 61.3 40.9

34 2188 1722 1228 958 116.6 77.7 58.3 38.9 125.7 83.8 62.9 41.9

35 2303 1809 1283 983 119.6 79.8 59.8 39.9 128.8 85.9 64.4 42.9

36 2431 1911 1351 1051 122.7 81.8 61.3 40.9 131.8 87.9 65.9 43.9

37 2563 1989 1423 1093 125.7 83.8 62.9 41.9 134.9 89.9 67.4 45

38 2699 2099 1499 1139 128.8 85.9 64.4 42.9 137.9 91.9 69 46

39 2809 2213 1579 1219 131.8 87.9 65.9 43.9 141 94 70.5 47

40 2953 2331 1663 1273 134.9 89.9 67.4 45 144 96 72 48

Model 
No.

Data Amount (Byte) M Code Area (mm) M Printing Area (mm)

L M Q H 200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi
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- Minimum line width when scanning with a scanning resolution of 200 dpi or 
300 dpi: 0.7 mm
- Minimum line width when scanning with a scanning resolution of 400 dpi or 
600 dpi: 0.3 mm

• The minimum height of the barcode must be 10 mm
• This value is the height for the criterion when there are 10 digits. When there 

are more than 10 digits, the height needs to be proportional to the number of 
digits.

Notes and Restrictions about General QR Code and Barcode (for 
Pro only)

When a general QR code and barcode are specified for the folder name, "/" 
included in the corresponding character string is treated as a hierarchy. However, 
if it is included at the end of the character string, it is ignored.

Server-less On-Demand Print (Private Charge Print 
(Network)/Select ID and Print)

Notes and Restrictions on the Use of the Machine
• When Server-less On-Demand Print is enabled, it takes a few seconds longer 

than usual for a machine to warm up.
• Match the default language displayed on the screen of your machine with those 

of remote machines.
• Match the time setting of Login Type between your machine and the remote 

machines.
• Match the clock time on your machine with those on remote machines.
• If those times differ, job information may not be retrieved properly. As there are 

different types of IDs that can be registered on the machine such as User IDs 
and card numbers, the same text string ID may exist for both User ID and card 
number. You can match the time setting of your machine and remote machines 
by synchronizing the machine clock with a time server (NTP: Network Time 
Protocol). For how to set the synchronization with a time server, refer to the 
guides provided with each machine.

• Set Encryption Key for Confidential Data and IP Mode of each your machine and 
a remote machine as the same.

• When you use the machine on which Secondary Ethernet (optional) can be 
installed, set the IP address of the primary network to the machine or remote 
machine for using this feature. 

• This feature cannot be used for Secure Print.
• From your device or remote machine, if you uninstall Server-less On-Demand 

Print be yourself, setting is required again with the cleanup function.For details, 
refer to "Server-less On-Demand Print Setup Tool User Guide".

• If you use Private Charge Print (Network) with Login to Remote Accounts and 
use characters other than ASCII for User ID, the job list may not be obtained 
correctly.
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Notes and Restrictions on the Use of the Print Feature
• For Server-less On-Demand Print, each job is sent independently even when 

you send multiple print requests in one instruction. Therefore, it may take 
longer period of time to print than usual.
If the machine receives a fax job while multiple print jobs are being printed, the 
fax job is output during the print jobs in progress. Change the settings if you 
want to prevent print jobs from being interrupted by a fax job.

• Printing or deleting job may be suspended due to Auto Clear.
In this case, set longer time than current setting or select [Off] for [Auto Clear] 
under [System Settings] > [System Clock / Timers] on the [Device] screen.

• Just like general print jobs, you can process jobs being printed on the [Active 
Jobs] tab of the [Jobs] screen from a remote machine. Be careful not to delete 
or cancel these jobs from the remote machine.

• If you request print instructions from different machines at the same time, it 
may take longer time before start printing.

• If you request a print instruction for jobs stored on different machines at a time, 
the jobs may not be printed in the same order as they appear on the screen.

• The interrupting operation is not available for Server-less On-Demand Print.
• A banner sheet cannot be printed out in a job printed with the conventional 

Private Charge Print feature.
• For Server-less On-Demand Print, however, a banner sheet can be printed out 

if set to be enabled. A job printed with Server-less On-Demand Print is shown 
as "Web Application Print" on a Job History Report.

• In Private Charge Print (Network), [Default Settings of Deleting After Print] 
cannot be used. To check the setting whether to delete the documents that are 
printed or transfered completely, refer to "Print from History" in the "Server-
less On-Demand Print Private Charge Print (Network) Select ID and Print User 
Guide".

• In the case that you have both a A3 device and a A4 device, if you want a job to 
be output more than A4, note the following items.
- If you print the print job stored on a A3 machine with A4 machine,  icon is 

displayed and notices you that the job will be printed in A4 size. If the size is 
larger than A4, the job is resized and printed in A4. 

- If you print the print will that is larger than A4 size with a A4 machine, though 
the job will be reduced and printed in A4 size,  icon is not displayed.

- If the size pf paper is specified, a job may be canceled.
• In order to communicate with Server-less On-Demand Print Setup Tool, this 

application uses the port number 58552 for SSL communication, or the port 
number 58052 for communication without SSL.

• When you use both Private Charge Print and Private Charge Print (Network), 
please be aware of the following:
- If you try to execute Private Print on the machine that stores the job and 

print with a remote machine at the same time, it may take time to transfer 
the job.

- Even if a document being output requested from Private Print, print 
instructions can be requested to the same document from Private Charge 
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Print (Network) at the same time. Please note that the same document may 
be output several times by this.

• If you both Charge Print and Select ID and Print, if you try to execute Charge 
Print on the machine that stores the job and print with a remote machine at the 
same time, it may take time to transfer the job.

• For some models, check [Properties]> [Security]> [SSL / TLS Settings]> [IPP]> 
[Only Over SSL/TLS] in the Internet Services, to use only SSL communication 
when using the IPP protocol.
In that case, please enable the SSL settings on both the remote device and your 
machine.
If the setting is not valid, an error will occur on the remote device when printing.

• The number of stored print jobs is not displayed on the [Private Charge Print 
(Network)], [Private Charge Batch Print (Net)], or [Select ID and Print] icon on 
the home screen.

Notes and Restrictions on the Use of Universal Print
• Jobs stored on a machine that supports Universal Print output from Serverless 

On-Demand Print can be printed from a remote machine.
• If the remote machine does not support Universal Print output from serverless 

on-demand printing, the output result may not be the intended result.
• The following settings are required to use Universal Print.

In the case of Private Charge Print (Network)
- Match the setting of Login Type for your machine and remote machine to

Azure Active Directory.
- Match the tenant you set in Azure Active Directory of your machine and the

remote machines.
- Please see the product page of our official website for the target machines

and setting procedures of Azure Active Directory.

In the case of Select ID and Print
- To print the job, select [(No User ID)] from [Select ID and Print].

Number of Viewable Print Jobs
• You can view up to nine print jobs per machine in the job list on each of the 

[Private Charge Print (Network)] screen, the [Select ID and Print] screen, and 
the [Print from History] screen.If exceeding 99 in any of machines, jobs that 
come after the 99th job will not be displayed for that machine.

Note
• The [Print from History] screen is displayed when you set [Print from History] to 

[Enabled] in the Admin Settings screen.

• When the number of retrieved jobs reaches the maximum of 495, the remaining 
jobs will not be displayed.

Note
• The displayed jobs vary depending on the setting of [File Display Order].
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Notes and Restrictions when Login Type of the machine is 
changed

There are following two sorts of Server-less On-Demand Print.
• Private Charge Print (Network): if you use Login to Local Accounts, Login to 

Remote Accounts, or No Login Required mode, and use Smart Cards
• Select ID and Print: if you use No Login Required mode, and do not use Smart 

Cards
If you changed Login Type of a device, changing the application to use is required.
Follow the procedures below, and then change service buttons on the screen and 
the Plug-in to execute.

Changing Service Buttons
This section describes how to change the menu display of [Private Anywhere 
Print] and [Select ID Print] according to the authentication mode of the machine. 

Note
• When you install Server-less On-Demand Print, both [Private Charge Print 

(Network)] and [Select ID and Print] icons are displayed on the Home screen. 

Steps
0 1 Enter the system administration mode on the control panel of the 

multifunction device.
Note

• For more details on how to login, refer to the manual provided with the machine. 

2 Touch and keep your finger on the app display area.

Hiding [Private Charge Print (Network)] and [Select ID and Print]

3 Press [x] of the service to hide.

Displaying [Private Charge Print (Network)] and [Select ID and Print]

3 Press [+].
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4 Select the service buttons to display.

5 Move the icon to the target position while long-tapping.
Note

• You cannot move icons between pages. Tap on [+] on the page you want to place the 
desired icon.

6 When you complete the customization, tap on the outside area of the apps 
icons.

Change the Plug-in
To change the Plug-in to use, operate with Internet Services.

Steps
0 1 Start your computer, and then start a web browser.

2 Enter the IP address of your multifunction device or internet address in the 
address bar of a web browser.
Internet Services is started.

3 Enter the system administration mode.

4 Click [Plug-in Settings] under [System] > [System Settings] to display the list 
of Plug-ins installed on your device.
Plug-in names of each application are following.

5 Operate the following procedures.

In the case of Private Charge Print (Network)
(1) Select [ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin], and then click [Stop].

In the case of Select ID and Print
(1) Select [ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth], and then click 

[Stop].

6 Restart the machine.
The settings are applied.

7 After the machine is restarted, display the [Embedded Plug-ins] screen by the 
same operations as Step 4.

8 Operate the following procedures.

In the case of Private Charge Print (Network)
(1) Select [ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin], and then click [Start].

In the case of Select ID and Print
(1) Select [ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth], and then click 

[Start].

Application Plug-in Name

Private Charge Print(Network) ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin

Select ID and Print ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth
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9 Restart the machine.
The settings are applied.

Refer to "Environment Settings" > "Configuration on Server-less On-Demand 
Print" and add a device.

Paperless Fax Delivery

Notes and Restrictions
• If the system administrator ID or passcode is changed through [Device] > 

[Authentication/Accounting] > [Authentication/Security Settings] > 
[Administrator Settings] of the multifunction device, be sure to change the 
system administrator information set in Paperless Fax Delivery. If the system 
administrator ID or passcode registered with Paperless Fax Delivery differs from 
those of the multifunction device, the multifunction device cannot switch 
between the exception and the usual behavior.
For information on how to change the system administrator ID or passcode with 
Paperless Fax Delivery, refer to "Change System Administrator ID/Passcode 
(Password)"(P.32).

• If the password for the transfer destination (SMB, FTP, or Working Folder) has 
been changed, make sure to change the password with Paperless Fax Delivery. 
Otherwise, a transfer error occurs.

• Normal/exception switching history of [Switch Paperless Fax Operation] are not 
exported with other settings.

• Incoming faxes cannot be transferred to Working Folder while the Working 
Folder server are being maintained. It leads to a transfer error, and the faxes 
received during the maintenance are stored on the incoming folder. To transfer 
the faxes stored on the folder to the server, perform the steps described in 
"Forward Received Faxes Stored in a Folder Manually"(P.32).

• If you save the setting for each item on the Paperless Fax Delivery screen, the 
following will be automatically configured or handled.
-Creating a new folder or changing the existing folder
-Creating a new job flow sheet or editing the existing job flow sheet
-Setting a folder selector by line
-Activating a folder selector
-Setting the Folder Report feature to [Off]
-Changing the button layout on the Apps screen

• If each setting is specified on the Paperless Fax Delivery screen, the Folder 
Report feature is automatically disabled. To print a Folder Report automatically, 
select [On] for [Folder Report] under [Device] > [System Settings] > [Reports].

• Make sure not to change both the links between fax lines and folders and the 
links between folders and job flow sheets set with Paperless Fax Delivery 
through the operation menu of the multifunction device.

• If the information registered with the Address Book of the multifunction device 
is changed after the transfer destination is specified from the Address Book on 
the Paperless Fax Delivery screen, the information on the specified destination 
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is not updated automatically with Paperless Fax Delivery. In this case, you must 
set the transfer destination again.
The job flow sheet created with Paperless Fax Delivery is not interlocked with 
the Address Book of the multifunction device.

• The job flow sheet created with Paperless Fax Delivery cannot be edited using 
Internet Services or Device Setup tool.

• The received faxes stored in the folder are deleted in the following cases, 
regardless of the setting for [Delete Files After Retrieval] on the setting screen 
of Paperless Fax Delivery.
- When [Force Delete] is selected under [Device] > [App Settings] > [Send 

from Folder Settings] > [Files Retrieved By Client]:
The settings for each folder are ignored, and the received faxes stored in the 
folder are forcibly deleted when they are retrieved by a client.

- When the expiration date is specified under [Device] > [App Settings] > 
[Send from Folder Settings] > [File Retention Period] and [Yes] is selected 
under [Send from Folder] > [Folder Settings] > [Delete Expired Files]:
The expired files in the folder are deleted at the specified time.

• When an error occurs due to the malfunction on the destination server or a 
network failure while forwarding received faxes, they are stored in a folder. At 
this time, the folder created at the transfer destination is retained without being 
deleted. However, they are not forwarded to the specified destination again 
even if the error is solved. To forward received faxes stored in the folder, perform 
the procedure described in "Forward Received Faxes Stored in a Folder 
Manually"(P.32). The faxes are forwarded again to the folder created at the 
transfer destination.
Moreover, the received faxes stored in the folder when the Transfer Auto Start 
feature is disabled temporarily are not forwarded automatically, even if the 
feature is enabled. To forward received faxes stored in the folder, perform the 
procedure described in "Forward Received Faxes Stored in a Folder 
Manually"(P.32).

• We recommend that you place folder icons somewhere you can easily find them 
on the Apps screen, these help you to realize that some faxes are left in the 
incoming folder.
Moreover, we recommend that you configure the setting to automatically print 
"Transmission Report - Job Undelivered" so that detailed error information can 
be confirmed (This setting is enabled by default.).
For more details, refer to "Helpful Settings for Troubleshooting" in the 
"Paperless Fax Delivery User Guide".

• If you set the full path length of the file to 256 bytes* or more, an error occurs 
and the file is not transferred.
*: The extension is included. The path length that can be specified by the user 
is 241 bytes.

Note
• “Byte” in the table means the number of byte by the UTF-8 character code.

“The number of bytes of the text” and the number of characters that expressed 
by the bytes depends on characters. For example, full-width characters are 
described with two to four bytes.

• The maximum number of files and folders that can be stored in one folder of the 
transfer destination is 10000.
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• Depending on your multifunction device, the processing priority for searchable 
text (OCR) differs, so unexpected character string may be included in the 
document transfered. For more information, contact our Customer Support 
Center.

Forward Received Faxes Stored in a Folder Manually
This section describes how to forward the faxes that are stored in a folder when 
an error occurs while forwarding them or when the Transfer Auto Start feature is 
disabled temporarily.

Steps
0 1 Select a folder where received faxes are stored according to the following sub 

steps.

When folders for the Paperless Fax service are assigned to buttons on the Apps 
screen

(1) Display the Apps screen and press the desired folder button.

When folders for the Paperless Fax service are not assigned to buttons on the 
Apps screen

(1) Display the Apps screen and press [Send from Folder].
(2) On the [Send from Folder] screen, select the desired folder.

2 Select files to be forwarded from the folder.

3 Press [Start Job Flow Sheet].

4 Press [Select Job Flow Sheet], select a job flow, and press [OK].

5 Slide the button to start.
The received faxes in the folder are forwarded to the specified destination.

Note
• If you transfer the received faxes in accordance with the above steps at the scheduled 

time for the exception, the faxes will not be transferred to the folder specified for the 
usual behavior but transferred to the folder specified for the exception.

Change System Administrator ID/Passcode (Password)
If the system administrator ID or passcode has been changed with the 
multifunction device, also it must be changed with Paperless Fax Delivery.
The system administrator ID or passcode (password) can be changed in 
accordance with the following steps.

Steps
0 1 Start Paperless Fax Delivery.

Note
• The following describes how to start up through the control panel, as an example.
Refer

• For more information on the start-up, refer to the following.
- When starting up through the control panel of the multifunction device, refer to 

"Setup through Control Panel of Multifunction Device" > "Display the Setting 
Screen" in the "Paperless Fax Delivery User Guide".
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- When starting up using Internet Services, refer to "Setup Using Internet Services" 
> "Display the Setting Screen" in the "Paperless Fax Delivery User Guide".

2 When the system administrator information of the multifunction device has 
been changed, the [Register System Administrator ID/Password] screen 
appears. Enter a new system administrator ID and passcode in [System 
Administrator ID] and in [System Administrator Password], and press 
[Register].
The system administrator information of Paperless Fax Delivery is changed.

3 After the change, as the [Paperless Fax Delivery] screen is displayed, configure 
the settings as necessary, or close the screen without any setting.

Settings cloning for Add-on Applications
• You cannot import setting information of a particular function(s) only. All the 

application information in the setting file are imported in batch.
• If the version of the application which you import the settings is lower than the 

version of the exported application, the settings file is not updated.
• Do not turn off the power of the device during importing.

If you turn off the power of the device during importing, the settings may not be 
updated properly. In this case, import again.

Refer
• For notes and restrictions specific to each application, refer to description of 

exporting and importing setting information in each application's manual.

Updatings for Add-on Application
• The schedule at which automatic updating is executed differs for each multifunction

device serial number. If you wish to update the add-on applications of multiple
multifunction devices at the same time, execute manual updating.

• If you select [Updating for Add-on Apps] and other applications together from 
the manual update screen, and update, the other applications may not be 
updated. In this case, please update manually again.



3  注意与限制事项

34

3 注意与限制事项

· 扫描专递 Pro/ 扫描专递 Light....................................................................................................................P.34
· Server-less On-Demand Print ( 个人打印 ( 按需 )/ 选择 ID 并打印 )...................................................P.38
· 无纸传真专递...............................................................................................................................................P.42
· Settings cloning for Add-on Applications ..........................................................................................P.44
· Updatings for Add-on Application ......................................................................................................P.44

扫描专递 Pro/ 扫描专递 Light

补充
·扫描专递 Light 仅在日本销售。
·某些注意与限制事项仅适用于“扫描专递 Pro”。“扫描专递 Light”不支持以下功能。
- QR码
- 条形码
- 自定义扫描
- 提取字符串
- 扩展属性
- 邮件通知
- 接收方 2
- 文件夹层级 (层级 2-3)

整体注意与限制事项
· 在不具备扫描及文档传送功能的复合机上设定扫描专递时，虽然显示文档类型按钮，但不能扫描
和传送文档。

· 由于某种原因无法使用自动双面输稿器时，虽然可在扫描专递上指定双面，但仅单面进行输入输
出。

· IC读卡器与复合机连接使用时，扫描专递只支持可以获取用户信息的设备。

连接计费设备与复合机时，将无法保证此功能。

· 对于以下情况，不进行校正倾斜。

-分辨率设为 600 dpi 的彩色或灰度图像

-仅为照片图像的原稿

· 传送对象的一个文件夹中可保存的文件和文件夹的最大数量为 10000。

· 使用外部身份验证（LDAP 和 Azure Active Directory）时，无法限制各个用户对扫描功能的
使用。

执行作业时的注意与限制事项
· 执行作业过程中发生错误时，即使作业结束后也不显示错误画面。此时，会在复合机的作业记录
中记入错误信息，请进行确认。有关作业记录的确认方法，请参照复合机随附的说明书。

· 已存在与扫描文档的通信对象相同名称的文件时，则在文件名称的末尾附加破折号（-）和 4位
序号（0001 ～ 9999）。编号超过 9999时会出现错误。

· 在同一时间从多台复合机将相同名称的文件发送至相同的通信对象时，有时无法正确传送文件。

为避免此情况，建议在文件名称规则中设定含秒数在内的日期。（例如：
filename_20151001123025.xdw）

· 对于FTP传送，不支持SFTP（SSH FTP）和FTPS (FTP over SSL/TLS)等带暗号通信的通信协议。

· FTP 通信的出厂默认设置为以 Passive 模式运行。根据服务器不同，也可能出现可通信模式
仅为Active 模式的情况。在该情况下，请从 Internet Services 更改通信模式。
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· 通信对象服务器的文件存储位置存在 10000 个以上的文件或文件夹时，有时无法正确处理扫描
文档。

设定扫描专递的相关注意与限制事项

数据大小的相关注意和限制事项
· 如果设定数据的大小超过 1 MB，将显示错误，并且将不保存设定信息。在这种情况下，更改设
定，以便减少数据量。

高压缩功能的相关注意和限制事项
· 一些型号的复合机可能不支持高压缩功能。

· 在文档类型中设定以下值时，高压缩功能可用。

· 文件格式
PDF或 DocuWorks

补充
·根据您的复合机不同，DocuWorks 可能不支持高压缩。您可在升级软件后选择DocuWorks。

· 扫描分辨率 (dpi)
200 dpi 或 300 dpi

· 色彩模式
全彩、自动或黑白 (256色阶 )

· 根据您的复合机，可能需要一些选项设定才能使用此功能。更多信息，请联系我们的客户支持
中心。

光学字符识别 (OCR) 的相关注意和限制事项
· 一些型号的复合机可能不支持光学字符识别 (OCR)。

· 在文档类型中设定以下值时，光学字符识别 (OCR) 可用。

· 文件格式
PDF 或DocuWorks

· 扫描分辨率 (dpi)
200 dpi 或 300 dpi

· 原稿画质
文字原稿或文字 /照片混合原稿

· 要使用光学字符识别 (OCR) 功能，需要选件。

补充
·根据您的复合机，选装组件可能有所不同。更多信息，请联系我们的客户支持中心。

向已认证用户发送电子邮件通知功能的相关注意和限制事项 （仅 Pro 版）
· 如果复合机上未启用认证功能，或者如果未在复合机上登记已认证用户的电子邮件地址，则即
使启用了通知已认证用户功能，也不会发送电子邮件。

· 如果在文档类型设定中选择 [ 使用邮件通知 ] > [ 向身份验证用户发送通知 ]，并在 [ 通知对象
2]或 [通知对象3]中指定经过身份验证的用户电子邮件地址时，将发送两封电子邮件至该地址。

DocuWorks 版本和常规属性 /扩展属性的相关注意和限制事项（仅 Pro版）
如果为DocuWorks 文档添加常规属性或扩展属性，需要DocuWorks 7 或更高版本才能查看文档。

如果您使用DocuWorks 7 或更早版本，请务必设定以下项，这样便无法添加常规属性和扩展属性。

· 在 [设定通用信息 ] > [ 赋予默认属性 ] 下方选择 [无 ]

· 在[设定文件类型]中取消勾选[赋予扩展属性]复选框，或者在扫描时的扩展属性设定画面上取
消勾选各扩展属性的复选框
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设定信息更新的相关注意和限制事项
· 当复合机正在处理作业时或者用户通过控制面板操作复合机时，扫描专递的设定信息无法更新。
作业完成后或者用户通过控制面板的操作结束后，重新尝试更新设定信息。

· 无法将扫描专递 Pro 导出的设定信息导入到扫描专递 Light，因为其中包含无法使用的功能。

文件名称的路径长度的相关注意和限制事项
· 如果将文件的完整路径长度设置为 256 个字节 *或更多，那么由于文件名称的调整，按照文件
名称规则指定的所有项目可能不会被添加到文件名称中。
*: 由于包含扩展名，因此可指定的路径长度取决于 [序列号设定 ]中的 [位数 ]设置。[3位 ] 时的
长度为 241 字节，[4 位 ] 时为 240 字节。

补充
·表格中的“字节”为UTF-8 字符代码所表示的字节数。
“文本的字节数”和由字节表示的字符数取决于字符。 例如，全角字符表示为2～ 4个字节。

关于条形码类型的相关注意和限制事项 （仅 Pro 版）
· 支持的条形码类型仅为CODE39、CODE128 和 NW7。

关于QR创建工具的相关注意和限制事项 （仅 Pro 版）
· 与操作系统 (OS) 语言相同的字符串和单字节字母数字字符可以通过QR创建工具进行设置。
对于虚拟打印机名称、属性名称、文件夹名称、文件名称等任意字符串，不能使用操作系统 (OS)
以外语言的字符串。

处理语言的相关注意和限制事项
必须在复合机中预先设置显示语言，因为各语言的业务类型名称、文件类型名称以及扩展属性名称
的显示名称都已齐备 （仅 Pro 版）。尚未设置显示名称的语言将设置为“未输入”。

请执行以下步骤以设置除日语和英语外的语言值。

操作步骤
0 1 在复合机上的  > [ 设定 ] > [ 系统设定 ] > [ 画面 / 按键的设定 ] > [ 初始显示语言 ] 中

设定想要设置的语言。

2 重新启动复合机。

3 显示扫描专递的设定画面。

参照
·有关详细信息，请参阅“扫描专递使用说明书”中的“显示设置画面”。

4 在导航栏中选择 [通用设定 ] > [ 设定通用信息 ]。

5 将 [ 处理语言 ] 更改为步骤 1中设定的语言，然后单击 [ 应用新设定 ]。

6 在导航栏中选择 [设定简易扫描 ]，然后设定业务类型名称、文件类型名称和扩展属性名称。

在使用 Firefox 浏览器进行 SSL 通信时的注意与限制事项
如果使用 Firefox 作为网络浏览器并访问设定了 SSL 通信的复合机时，Internet Services 可能无
法正确显示。

此时，请执行以下步骤。

操作步骤
0 1 启动 Firefox 浏览器。
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2 在浏览器的地址栏中输入“about:config”后按下<Enter> 键。
显示设定菜单。

3 将“security.tls.version.fallback-limit” 的值设定为“1”。

QR代码打印大小相关的注意与限制事项 （仅 Pro 版）
为了正确解码扫描的 QR 代码，需要将 QR 代码自身区域（代码区域）和包含 QR 代码周围空白
在内的区域（打印区域）以正确的大小进行打印。

下表显示了根据QR代码的型号与纠错等级（L、M、Q、H）所决定的，QR代码所能保存的数据
量（字节数）、以及该数据量所对应各扫描分辨率的代码区与打印区域的关系。

在为QR代码或带有QR代码的文档创建文字串时，根据QR代码数据量（文本字节数），以及扫
描时的分辨率，生成并打印合适大小的QR代码。

补充
·“文本的字节数”为以UTF-8 文字代码所表示的字节数。
根据文字不同，“文本的字节数”和此字节数可表示的文字数不同。例如，全角字符表示为2～4个字节。

例如：

在H等级中使用型号 15、100 文字左右（最大 220字节）的QR代码，通过 300 dpi 的分辨率
进行扫描时，要正确解码，则需要代码区域为39.1 mm、打印区域为45.2 mm的QR代码打印大小。

型号
数据量（字节） M代码区域（mm） M打印区域（mm）

L M Q H 200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

2 32 26 20 14 19.1 12.7 9.5 6.4 28.2 18.8 14.1 9.4

3 53 42 32 24 22.1 14.7 11 7.4 31.2 20.8 15.6 10.4

4 78 62 46 34 25.1 16.8 12.6 8.4 34.3 22.9 17.1 11.4

5 106 84 60 44 28.2 18.8 14.1 9.4 37.3 24.9 18.7 12.4

6 134 106 74 58 31.2 20.8 15.6 10.4 40.4 26.9 20.2 13.5

7 154 122 86 64 34.3 22.9 17.1 11.4 43.4 29 21.7 14.5

8 192 152 108 84 37.3 24.9 18.7 12.4 46.5 31 23.2 15.5

9 230 180 130 98 40.4 26.9 20.2 13.5 49.5 33 24.8 16.5

10 271 213 151 119 43.4 29 21.7 14.5 52.6 35.1 26.3 17.5

11 321 251 177 137 46.5 31 23.2 15.5 55.6 37.1 27.8 18.5

12 367 287 203 155 49.5 33 24.8 16.5 58.7 39.1 29.3 19.6

13 425 311 241 177 52.6 35.1 26.3 17.5 61.7 41.1 30.9 20.6

14 458 362 258 194 55.6 37.1 27.8 18.5 64.8 43.2 32.4 21.6

15 520 412 292 220 58.7 39.1 29.3 19.6 67.8 45.2 33.9 22.6

16 586 450 322 250 61.7 41.1 30.9 20.6 70.9 47.2 35.4 23.6

17 644 504 364 280 64.8 43.2 32.4 21.6 73.9 49.3 37 24.6

18 718 560 394 310 67.8 45.2 33.9 22.6 77 51.3 38.5 25.7

打印区域

代码区域

空白
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条形码打印尺寸相关的注意和限制 （仅 Pro 版）
为了正确解读扫描的条形码，需要满足以下基准。

· 条形码的线条宽度应满足以下基准。

· 以 200 dpi、300 dpi 的读取分辨率扫描时的最小线条宽度：0.7 mm
· 以 400 dpi、600 dpi 的读取分辨率扫描时的最小线条宽度：0.3 mm
· 条形码周围的空白应为最小线条宽度的 10倍。

· 条形码的最小高度应为 10 mm。该值为以 10 位数为基准的高度。10 位数以上时，高度需要
与位数成正比。

普通QR码和条形码的相关注意与限制事项 （仅 Pro 版）
当为文件夹名称指定普通QR码和条形码时，相应字符串中所包含的“/”将被视为一个级别结构。
但是，如果它包含在字符串的结尾处时，则将被忽略。

Server-less On-Demand Print ( 个人打印 (按需 )/ 选择 ID并打印 )

使用机器的注意和限制事项
· 启用无服务器按需打印后，机器需要比平时多几秒进行预热。

· 使机器画面上显示的默认语言与远程机器上的语言相匹配。

19 792 624 442 338 70.9 47.2 35.4 23.6 80 53.3 40 26.7

20 858 666 482 382 73.9 49.3 37 24.6 83.1 55.4 41.5 27.7

21 929 711 509 403 77 51.3 38.5 25.7 86.1 57.4 43.1 28.7

22 1003 799 565 439 80 53.3 40 26.7 89.2 59.4 44.6 29.7

23 1091 857 611 461 83.1 55.4 41.5 27.7 92.2 61.5 46.1 30.7

24 1171 911 661 511 86.1 57.4 43.1 28.7 95.3 63.5 47.6 31.8

25 1273 997 715 535 89.2 59.4 44.6 29.7 98.3 65.5 49.1 32.8

26 1367 1059 751 593 92.2 61.5 46.1 30.7 101.3 67.6 50.7 33.8

27 1465 1125 805 625 95.3 63.5 47.6 31.8 104.4 69.6 52.2 34.8

28 1528 1190 868 658 98.3 65.5 49.1 32.8 107.4 71.6 53.7 35.8

29 1628 1264 908 698 101.3 67.6 50.7 33.8 110.5 73.7 55.2 36.8

30 1732 1370 982 742 104.4 69.6 52.2 34.8 113.5 75.7 56.8 37.8

31 1840 1452 1030 790 107.4 71.6 53.7 35.8 116.6 77.7 58.3 38.9

32 1952 1538 1112 842 110.5 73.7 55.2 36.8 119.6 79.8 59.8 39.9

33 2068 1628 1168 898 113.5 75.7 56.8 37.8 122.7 81.8 61.3 40.9

34 2188 1722 1228 958 116.6 77.7 58.3 38.9 125.7 83.8 62.9 41.9

35 2303 1809 1283 983 119.6 79.8 59.8 39.9 128.8 85.9 64.4 42.9

36 2431 1911 1351 1051 122.7 81.8 61.3 40.9 131.8 87.9 65.9 43.9

37 2563 1989 1423 1093 125.7 83.8 62.9 41.9 134.9 89.9 67.4 45

38 2699 2099 1499 1139 128.8 85.9 64.4 42.9 137.9 91.9 69 46

39 2809 2213 1579 1219 131.8 87.9 65.9 43.9 141 94 70.5 47

40 2953 2331 1663 1273 134.9 89.9 67.4 45 144 96 72 48

型号
数据量（字节） M代码区域（mm） M打印区域（mm）

L M Q H 200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi
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· 所用机器与远程机器的登录方式请保持一致。

· 使所用机器与远程机器的机器管理员识别符和机器管理员密码相匹配。

· 所用机器、远程机器的时间请保持一致。如果设定的时间不同，可能无法正确获取文件列表。与
时间服务器（NTP: 网络时间协议）同步后，所用机器与远程机器的时间可保持一致。有关与
时间服务器同步的设定方法的详情，请参照机器随附的说明书。

· 您机器上机密数据的加密密码及 IP 模式的设定，必须与远程机器相同。

· 当您使用可以安装辅助以太网 (选购 ) 的机器时，请将主网的 IP 地址设为该机器或远程机器，以
使用此功能。

· 此功能不可与机密打印功能并用。

· 当用户自己从使用的机器及遥控器上卸载了 Server-less On-Demand Print 后，需要使用
Setup Tool 的撤销功能进行重新设定。详情请参照《Server-less On-Demand Print Setup
Tool 使用说明书》。

· 通过外部帐户登录个人打印 ( 按需 ) 时，若在用户 ID 中使用了ASCII 以外的文字，则可能会无
法正确获取文件列表。

使用打印功能的注意和限制事项
· 对于无服务器按需打印，即使在一个指令中发送多个打印请求，也会分别发送各个作业。因此，
可能要比平时花费更长的打印时间。

如果机器接收传真作业时正在打印多个打印作业，则打印作业正在进行时将输出传真作业。如
果要防止打印作业因传真作业而中断，请更改设定。

· 由于“自动重设”，打印作业或删除作业可能会被暂停。

在这种情况下，请设置比当前设定更长的时间或将 [ 设定 ] 画面上 [ 系统设定 ] > [ 系统时钟 /
时间设定 ]下的 [ 自动重设 ] 设为 [ 无 ]。

· 与一般的打印作业一样，您可以从远程机器通过 [作业信息 ] 画面的 [ 正在执行 /等待执行的作
业 ]选项卡上处理正在打印的作业。请小心不要从远程机器上删除或取消这些作业。

· 若同时从多个机器请求打印指令。可能需要更长的时间才能开始打印。

· 当同时请求保存在不同机器上的多个作业时，输出的顺序可能与显示的顺序有所不同。

· 插印操作不可用于无服务器按需打印。

· 常规的个人打印功能无法打印打印作业的扉页。但对于无服务器按需打印，如果设置启用扉页
功能，则扉页可以打印。

· 使用无服务器按需打印打印的作业在作业记录报告中显示为“外部存取打印”。

· 在个人打印 (按需 )中无法使用 [打印后删除的初始设定 ]。若要检查是否完全删除已打印或传输
的文件设置，请参阅“Server-less On-Demand Print 个人打印（按需）选择 ID并打印使用
说明书”中的“从历史记录打印”。

· 在A3复合机和A4复合机的混合环境中，打印大于A4的尺寸时，请注意以下事项。

- 使用A4复合机打印A3复合机上保存的打印作业时，显示 图标，提醒将以A4尺寸打印。
如果是大于A4的尺寸，则缩印为A4。

- 使用A4复合机打印A4复合机上保存的大于A4的尺寸时，缩印为A4，但不显示 图标。

- 如果指定了纸张尺寸等，则有时会取消作业。

· 本应用程序为了与配置信息准备工具通信，使用 SSL 时使用端口号 58552，不使用 SSL 时使用
端口号 58052。

· 个人打印与个人打印（按需）并用时，请注意以下事项。

- 若通过保存作业的机器执行个人打印，同时通过远程机器进行打印时，传送作业可能需要一
定时间。

- 即使正在输出以个人打印发布指令的文件，也可以从个人打印（按需）中对同一文件发布输
出指令。因此，请注意，同一文件可能会多次输出。
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· 计费账户打印与选择 ID并打印并用时，将通过保存作业的机器执行计费账户打印，若要同时通
过远程机器进行打印，则传送作业可能需要一定时间。

· 在某些机型上，在 Internet Services 中选择 [ 属性 ] > [ 安全 ] > [SSL/TLS 设定 ] > [IPP] >
[ 仅限 SSL/TLS] 时，使用 IPP 通信协议设定时将只能使用 SSL 通信。
这种情况下，请将远程机器和使用机器上的 SSL 设定设为有效。
如果设定无效，则打印时远程机器上会发生错误。 

· 主屏幕上的 [个人打印 (按需 )]、[ 个人打印 (按需 )( 批输出 )]、[ 选择 ID并打印 ]图标不显示存
储的打印作业数。

使用 Universal Print 的注意事项和限制事项
· 可以从远程机器中打印存储在支持无服务器按需打印 Universal Print 输出的机器上的作业。

· 如果远程机器不支持无服务器按需打印的 Universal Print 输出，则输出结果可能跟预期的不一
样。

· 使用 Universal Print 需进行以下设置。

使用个人打印 (按需 ) 时
- 将您的机器和远程机器的登录方式设为与 Azure Active Directory 相一致。
- 请确保您在机器和远程机器的 Azure Active Directory 中所设置的租户相一致。
- 有关 Azure Active Directory 的对象机器和设置方法，请参见我们官网的产品页面。

使用 ID选择打印时
- 若要打印作业，请从 [选择 ID并打印 ] 中选择 [（无用户 ID）]。

可查看的打印作业数
· 存储的作业分别在 [个人打印 ( 按需 )] 画面、[ 选择 ID并打印 ]画面、[ 从历史记录打印 ] 画面
中每台机器各可以显示 9件。若任一机器作业数超过了 99件，则该机器自第 100 件开始的作
业将不显示。

补充
·只有在管理员设定画面的［从历史记录打印］中选择［有］，才可以显示［从历史记录打印］画面。

· 当检索到的作业数达到最大值 495时，将不会显示剩余的作业。

补充
·显示的作业取决于 [文件的显示顺序 ]的设定。

变更本机登录模式后的注意事项 /限制事项
无服务器按需打印包括以下 2种。

· 个人打印 ( 按需 )：机器帐户登录、外部帐户登录、在无模式下使用 IC 卡时

· 选择 ID并打印：在无模式下未使用 IC卡时

变更本机的登录模式后，需要变更要使用的应用程序。

请按照以下步骤，更改画面上的功能按键和要执行的插件。

变更功能按钮
下面说明根据设备的认证模式变更 [ 个人打印 (按需 )] 和 [ 选择 ID并打印 ] 菜单显示的步骤。

补充
·安装Server-less On-Demand Print时，[个人打印(按需)]和[选择ID并打印]图标都显示在主屏幕上。

操作步骤
0 1 从复合机控制面板进入机器管理员模式。

补充
·有关如何登录的详情，请参照所使用复合机随附的说明书。 
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2 长触应用程序的显示区域。

隐藏 [ 个人打印 (按需 )] 和 [ 选择 ID并打印 ]

3 按功能按键的 [x] 以隐藏。

显示 [ 个人打印 (按需 )] 和 [ 选择 ID并打印 ]

3 按 [+]。

4 选择要显示的功能按键。

5 在长按图标的状态下，移动到目的位置。

补充
·不可移动页面间的图标。轻触要放置的页面上的 [+]。

6 自定义结束后，轻触图标的外侧区域。

变更插件
在 Internet Services 中变更要使用的插件。

操作步骤
0 1 启动计算机，打开网络浏览器。

2 输入复合机的 IP 地址，或在网络浏览器的地址栏输入互联网地址。
Internet Services 启动。

3 进入机器管理员模式。

4 在 [系统 ] > [ 系统设定 ] 中单击 [ 插件设定 ]，以显示您机器上安装的插件列表。
各应用程序的插件名称如下。

应用程序 插件名称

个人打印 (按需 ) 的设定 ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin

选择 ID并打印 ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth
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5 进行以下操作。

使用个人打印 (按需 ) 时

(1) 选择［ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin］，点击［停止］。

使用 ID选择打印时

(1) 选择［ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth］，单击 [ 停止 ]。

6 重新启动机器。
设定将被应用。

7 机器重新启动后，通过与步骤 4相同的操作显示 [已安装的插件 ]画面。

8 进行以下操作。

使用个人打印 (按需 ) 时

(1) 选择［ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin］，点击［开始］。

使用 ID选择打印时

(1) 选择［ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth］，单击 [ 开始 ]。

9 重新启动机器。
设定将被应用。

请参照本说明书的“环境设定”>“无服务器按需打印上的配置”，登记复合机。

无纸传真专递

注意与限制事项
· 如果通过复合机的[设定] > [身份验证/记帐] > [身份验证/安全设定] > [系统管理员信息的
设定 ] 更改了系统管理员 ID 或密码，务必对无纸传真专递中设置的系统管理员信息进行更改。
如果无纸传真专递中注册的系统管理员 ID 或密码与复合机中的不同，复合机无法在例外与通常
操作之间切换。

关于如何在无纸传真专递中更改系统管理员ID或密码，请参阅"更改系统管理员ID/密码"(P.44)。

· 如果传送对象（SMB、FTP 或Working Folder）的密码已更改，务必在无纸传真专递中更改
密码。否则会出现传送错误。

· [切换无纸传真操作 ]的通常 /例外操作切换历史不与其他设定内容一起导出。

· 维护Working Folder 服务器时，已接收传真无法传送到Working Folder。会出现传送错误，
维护期间接收的传真会被保存在收件文件夹中。如需将保存在文件夹中的传真传送给服务器，
按 " 手动传送信箱内的文件 "(P.43) 所述进行操作。

· 如果您在无纸传真专递画面上保存了每个项目的设置，以下项目将被自动配置或处理。

- 创建新信箱或变更原有信箱
- 创建新的作业流程或修正原有作业流程
- 线路信箱选择器的设定
- 信箱选择器有效 /无效的设定
- 机密信箱接收报告变更为 [ 不自动输出 ]
- 更改应用程序屏幕上的按键配置

· 如果在无纸传真专递画面上进行了每项设置，文件夹报告功能会自动禁用。如需自动打印文件
夹报告，请在 [设定 ] > [ 系统设定 ] > [ 报告设定 ] 中的 [ 文件夹报告 ] 选择 [ 自动输出 ]。

· 切勿更改传真线路与文件夹之间的关联以及文件夹与通过复合机的操作菜单在无纸传真专递中
设置的作业流程之间的关联。
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· 如果在无纸传真专递画面上的通讯簿中指定了传送对象之后，即使更改了复合机通讯簿中的注
册信息，指定对象的信息也不会在无纸传真专递中自动更新。这种情况下，您必须再次设定传
送对象。
用无纸传真专递创建的作业流程没有与复合机的通讯簿关联。

· 无纸传真专递中创建的作业流程无法在 Internet Services 和 Device Setup（机器设定工具）
中编辑。

· 以下情况下，不管无纸传真专递设定画面中的 [文件取出后的删除 ]设定如何，均删除文件。

- 当在 [ 设定 ] > [ 应用程序设定 ] > [ 从文件夹发送设定 ] > [ 外部取出后的文件删除 ] 选择
[ 强制删除 ] 时：
各信箱中设定的值将无效，从外部取出文件后，取出的文件将被强制删除。

- 当在 [设定 ] > [应用程序设定] > [从文件夹发送设定] > [文件夹内的文件保存期]中设定
了文件的保存期，并且在[从文件夹发送] > [文件夹设定] > [保存期满后的文件删除]选择
了 [ 有效 ] 时：
超过保存期的文件将在指定的时间被删除。

· 传送时由于传送对象的服务器故障或网络故障等导致发生传送错误时，文件将被保存在信箱内。
此时，在传送对象中所创建的文件夹将会被保留，不会被删除。由于传送错误被保存的文件，排
除故障后也不会重新传送。 如要传送信箱内保存的文件时，请按照 " 手动传送信箱内的文件
"(P.43) 操作。 传真将再次发送到传送对象所创建的文件夹中。

此外，暂停自动执行传送时信箱内保存的文件在重新开始自动执行传送后也不会被自动传送。 如
要传送信箱内保存的文件时，请按照 " 手动传送信箱内的文件 "(P.43) 操作。

· 我们建议您将文件夹图标放在应用程序屏幕上容易找到的地方，便于您发现收件文件夹中是否
遗留了传真。

另外，我们建议您设置自动打印“传送报告 - 未传送作业”，以便确认详细错误信息（该设置
默认启用）。

有关详细信息，请参阅“无纸传真专递使用说明书”中的“解决故障的有用设置”。

· 如果将文件的完整路径长度设置为 256 个字节 * 或更多，则会发生错误且不会传送文件。
*：包含扩展名。用户可以指定的路径长度为 241个字节。

补充
·表格中的“字节”为UTF-8 字符代码所表示的字节数。
“文本的字节数”和由字节表示的字符数取决于字符。 例如，全角字符表示为 2～ 4个字节。

· 传送对象的一个文件夹中可保存的文件和文件夹的最大数量为 10000。

· 根据您所使用的复合机，光学字符识别 (OCR) 的处理优先级可能会有所不同，因此传输的文件
中可能会包含预期外的字符串。更多信息，请联系我们的客户支持中心。

手动传送信箱内的文件
发生传送错误或暂停传送时信箱内保存的文件可以按照以下步骤进行传送。

操作步骤
0 1 通过以下操作，选择保存文件的信箱。

在应用程序屏幕上配置无纸传真的收件文件夹的按键时

(1) 显示应用程序屏幕，然后按对象收件文件夹的按键。

未在应用程序屏幕上配置无纸传真的收件文件夹的按键时

(1) 显示应用程序屏幕，然后按 [从文件夹发送 ]。

(2) 在 [ 信箱操作 ] 画面中，选择相应的信箱。

2 选择要传送的文件。
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3 按下 [执行作业流程 ]。

4 按 [选择作业流程 ]，然后选择作业流程并按 [OK]。

5 滑动按键以开始。
文件将被传送至设定的传送对象。

补充
·如果您在预定的例外操作时间按上述步骤传送已接收的传真，传真不会被传送到通常操作所指定的文件
夹中，而是传送到例外操作所指定的文件夹中。

更改系统管理员 ID/ 密码
如果用复合机更改了系统管理员 ID或密码，还必须在无纸传真专递中对其进行更改。

可按以下步骤更改系统管理员 ID或密码。

操作步骤
0 1 启动无纸传真专递。

补充
·以下内容介绍了如何通过控制面板进行启动。

参照
·关于启动的更多信息，请参阅以下内容。
·通过复合机控制面板启动时，请参阅“无纸传真专递使用说明书”中的“通过复合机控制面板设
置”>“显示设置画面”。

·使用 Internet Services 启动时，请参阅 “ 无纸传真专递使用说明书 ” 中的 “ 用 Internet
Services 进行设置”>“显示设置画面”。

2 更改了复合机的机器管理员信息时，将显示 [ 登记机器管理员 ID/ 密码 ] 画面。在 [ 系统管理
员 ID] 和 [ 系统管理员密码 ]中输入新的系统管理员 ID 和密码，然后按 [登记 ]。
无纸传真专递的系统管理员信息已更改。

3 更改之后，显示 [无纸传真专递 ]时，根据需要进行设置，也可以不进行任何设置，关闭画面。

Settings cloning for Add-on Applications
· 无法单独指定个别功能完成输入。设定信息文件中包含的应用程序信息将会被批量输入。

· 如果导入设定的应用程序的版本低于导出应用程序的版本，则设定文件将不更新。

· 导入过程中，请勿关闭设备电源。

如果您在导入过程中关闭设备电源，设定可能无法正确更新。在这种情况下，再次导入。

参照
·关于应用程序中固有的注意与限制事项，请参照各应用程序手册中设定信息的输出 /输入的相关说明。

Updatings for Add-on Application
· 执行自动更新的日程因各个复合机的序列号而异。如果您希望同时更新多个复合机的 Add-on
Application，请手动更新。

· 如果您在手动更新界面中一并选择[Updating for Add-on Apps]及其他应用程序并进行更新，
则其他应用程序可能不会被更新。 出现这种情况时，请再次手动更新。
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4 注意和限制事項
‧ 掃描專遞 Pro/ 掃描專遞 Light ...................................................................................................................P.45
‧ Server-less On-Demand Print ( 個人的列印 ( 跟隨列印 )/ 選擇 ID列印 ) ...........................................P.50
‧ 無紙化傳真專遞...........................................................................................................................................P.53
‧ Settings cloning for Add-on Applications ..........................................................................................P.55
‧ Updatings for Add-on Application ......................................................................................................P.56

掃描專遞 Pro/ 掃描專遞 Light
補充
‧掃描專遞 Light 僅在日本販售。
‧一些注意和限制事項僅適用於「掃描專遞 Pro」。「掃描專遞 Light」不支援以下功能。
- QR 代碼
- 條碼
- 定義掃描
- 擷取字串
- 擴充屬性
- 電子郵件通知
- 收件人 2
- 資料夾層次 (層次 2-3)

總體注意和限制事項
‧在不具備掃描及文件傳送功能的複合機上設定掃描專遞時，雖然顯示文件種類按鍵，但不能掃
描和傳送文件。

‧由於某種原因無法使用自動雙面送稿裝置時，雖然可在掃描專遞上指定雙面，但僅單面進行輸
入輸出。

‧IC卡讀卡機與複合機連接使用時，掃描專遞僅支援可以取得使用者資訊的機器。
當與計費裝置與複合機連接時，無法保證此功能可用。

‧對於以下情況，不進行傾斜校正。
-解析度設為 600 dpi 的彩色或灰度影像
-僅為照片影像的原稿

‧傳送位置的一個資料夾中最多可以儲存 10000 個文件和資料夾。
‧使用外部驗證（LDAP 和 Azure Active Directory），您無法限制各使用者的掃描功能使用。

執行工作時的注意和限制事項
‧執行工作過程中發生錯誤時，即使工作結束後也不顯示錯誤畫面。此時，會在複合機的工作記
錄報表中記入錯誤訊息，請進行確認。有關工作記錄的確認方法，請參照複合機隨附的說明書。

‧掃描文件的受信方已存在相同名稱的檔案時，將在檔案名稱最後加上連字號（-）與 4位數流水
號（0001 ∼ 9999）。編號超過9999 時會出錯。

‧多台複合機於相同時間點將相同名稱的檔案寄送給同一受信方時，檔案可能無法正確傳送。
為避免此情況，推薦在檔案名稱規則中設定含秒數在內的日期。( 例如：
filename_20151001123025.xdw)

‧對於FTP傳送，不支持SFTP(SSH FTP)和FTPS (FTP over SSL/TLS)等帶暗號通信的通訊協定。
‧FTP 通信的原廠設定為以 Passive 模式運行。根據伺服器不同，也可能出現可通信模式僅為
Active 模式的情況。在此情況下，請從網際網路服務變更通訊模式。
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‧受信方伺服器的檔案儲存位置已存在 10000 個以上的檔案或資料夾時，可能無法正確處理掃描
文件。

設定掃描專遞的相關注意與限制事項

資料大小的注意事項和限制
‧如果設定資料大小超出 1MB，將顯示錯誤，且不會儲存設定資訊。在此情況下，變更設定，讓
資料量減少。

強壓縮功能的注意事項和限制
‧一些型號的複合機可能不支援強壓縮功能。
‧在文件種類中設定以下值時，可使用強壓縮功能。
-檔案格式
PDF 或 DocuWorks

補充
‧根據您的複合機不同，DocuWorks 可能不支援高壓縮。您可在升級軟體後選擇DocuWorks。

-掃描解析度 (dpi)
200dpi 或 300dpi

-色彩模式
全彩、自動或黑白 (256 色階 )

‧依據您的複合機，一些選項設定可能需要使用此功能。如需更多資訊，請聯絡客戶支援中心。

可搜尋文字功能的注意事項和限制
‧一些型號的複合機可能不支援可搜尋文字功能。
‧在文件種類中設定以下值時，可使用可搜尋文字功能。
-檔案格式
PDF或 DocuWorks

-掃描解析度 (dpi)
200dpi 或 300dpi

-原稿畫質
文字原稿或原稿摻雜文字 /照片

‧要使用文字識別 (OCR) 功能，需要選件。

補充
‧依據您的複合機，選用元件可能不同。如需更多資訊，請聯絡客戶支援中心。

傳送電子郵件通知給認證使用者功能的注意事項和限制 （僅適用於 Pro）
‧如果複合機未啟用驗證功能獲認證使用者電子郵件地址未在複合機註冊，即使啟用通知驗證使
用者功能，仍無法傳送電子郵件。

‧如果在文件種類設定中選擇 [使用電子郵件通知 ] > [ 通知驗證使用者 ]，並在 [ 通知對象 2] 或
[ 通知對象 3] 中指定已驗證使用者的郵件地址，兩封電子郵件將會傳送至該地址。

DocuWorks 版本和一般屬性 /擴充屬性的注意事項和限制（僅適用於 Pro）
如果新增一般屬性或擴充屬性至DocuWorks 文件，將需要使用DocuWorks 7 或更新版，檢視
文件。
如果您使用DocuWorks 7 或更舊版，請務必設定以下，避免新增一般屬性和擴充屬性。
‧選擇 [設定共通資料 ] > [ 新增規定屬性 ] 下的 [ 無 ]
‧取消選擇 [ 設定文件種類 ] 中的 [ 新增擴充屬性 ]勾選框，或取消選擇掃描時擴充屬性設定畫面
上各擴充項目的勾選框
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設定資訊更新的注意事項和限制
‧複合機處理工作或使用者透過控制面板操作時，無法更新掃描專遞的設定資訊。工作完成或使
用者透過控制面板的操作完成後，嘗試再次更新設定資訊。

‧無法將掃描專遞 Pro 匯出的設定資訊匯入到掃描專遞 Light，因為其中包含無法使用的功能。

關於檔案名稱路徑長度的注意事項及限制
‧若將檔案的完整路徑長度設為256 個位元組 *以上，由於檔案名稱調整的緣故，可能無法將檔
案名稱規則中指定的所有項目新增至檔案名稱中。
*: 由於包含副檔名，可指定的路徑長度因 [ 序號設定 ]的 [ 位數 ] 設定而異。[3 位數 ] 時長度為
241 位元，[4 位數 ] 時長度則為 240 位元。

補充
‧表格內的「位元組」 代表UTF-8 字元碼的位元組數。
「文字的位元組數」 和由位元組表示的字元數會因字元而有所不同。例如，全形字元是由 2到 4個位元
組所組成。

有關條碼種類的注意與限制事項 （僅適用於 Pro）
‧支援的條碼種類僅CODE39、CODE128、和NW7。

QR 建立工具的注意與限制事項 （僅適用於 Pro）
‧可以使用 QR 建立工具設定與 OS 同種語言的字串和單位元字母數字字符。不可使用 OS 以外
語言的字串作為虛擬印表機名稱、屬性名稱、資料夾名稱、檔案名稱等任何字串。

有關處理語言的注意事項及限制
顯示的語言必須預先在複合機中設定，因為備有各個語言對業務種類名稱、文件種類名稱和擴充屬
性名稱的顯示名稱 （僅適用於 Pro）。未設定顯示名稱的語言則會設為「未輸入」。
日文和英文之外的語言，請執行以下步驟設定語言值。

操作步驟
0 1 在複合機上將  > [ 設定 ] > [ 系統設定 ] > [ 畫面 / 按鍵的設定 ] > [ 初始顯示語言 ] 設

為您要設定的語言。

2 重新啟動複合機。

3 顯示出掃描專遞的設定畫面。

参照
‧詳細內容請參照「掃描專遞操作說明書」中的「顯示設定畫面」。

4 在導覽列上選擇 [共通設定 ] > [ 設定共通資料 ]。

5 將 [ 處理語言 ] 變更成步驟 1 中設定的語言，並按一下 [ 套用新的設定 ]。

6 在導覽列上選擇 [設定簡易掃描 ]，然後設定業務種類名稱、文件種類名稱和擴充屬性名稱。

使用 Firefox 瀏覽器進行 SSL 通信時的注意和限制事項
如果存取已設定 SSL 通訊的複合機，使用 Firefox 網路瀏覽器時，網際網路服務可能無法正確顯示。
此時，請執行以下步驟。

操作步驟
0 1 啟動 Firefox 瀏覽器。

2 在瀏覽器的位址欄中輸入 "about:config" 後按下<Enter> 鍵。
顯示設定選單。
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3 將 "security.tls.version.fallback-limit" 的值設定為 "1"。

QR 代碼印字大小相關的注意和限制事項 （僅適用於 Pro）
為了正確解碼掃描的 QR 代碼，需要將 QR 代碼自身區域（代碼區域）和包含 QR 代碼周圍空白
的區域（印字區域）以正確的大小進行列印。
下表顯示了根據QR代碼的型號與糾錯等級（L、M、Q、H）所決定的，QR代碼所能儲存的數據
量（字元數）、以及該數據量所對應各掃描解析度的代碼區域與印字區域的關係。
請結合建立 QR 代碼用字串或建立附 QR 代碼的文件時所生成的 QR 代碼資料量（文字的位元組
數）與掃描時的解析度，建立適當大小的QR代碼進行列印。

補充
‧「文字的位元組數」為UTF-8 文字代碼所表示的位元組數。
根據文字不同，「文字的位元組數」與此位元組數可表示的文字數不同。例如，全形字元組成為2到 4
個位元組。

範例：
在H等級中使用型號 15、100 文字左右 ( 最大 220字元 ) 的QR代碼，透過 300 dpi 的解析度
進行掃描時，要正確解碼，則需要代碼區域為39.1 mm、印字區域為45.2 mm的QR代碼印字大小。

型號
數據量 (字元 ) M代碼區域 (mm) M印字區域 (mm)

L M Q H 200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

2 32 26 20 14 19.1 12.7 9.5 6.4 28.2 18.8 14.1 9.4

3 53 42 32 24 22.1 14.7 11 7.4 31.2 20.8 15.6 10.4

4 78 62 46 34 25.1 16.8 12.6 8.4 34.3 22.9 17.1 11.4

5 106 84 60 44 28.2 18.8 14.1 9.4 37.3 24.9 18.7 12.4

6 134 106 74 58 31.2 20.8 15.6 10.4 40.4 26.9 20.2 13.5

7 154 122 86 64 34.3 22.9 17.1 11.4 43.4 29 21.7 14.5

8 192 152 108 84 37.3 24.9 18.7 12.4 46.5 31 23.2 15.5

9 230 180 130 98 40.4 26.9 20.2 13.5 49.5 33 24.8 16.5

10 271 213 151 119 43.4 29 21.7 14.5 52.6 35.1 26.3 17.5

11 321 251 177 137 46.5 31 23.2 15.5 55.6 37.1 27.8 18.5

12 367 287 203 155 49.5 33 24.8 16.5 58.7 39.1 29.3 19.6

13 425 311 241 177 52.6 35.1 26.3 17.5 61.7 41.1 30.9 20.6

14 458 362 258 194 55.6 37.1 27.8 18.5 64.8 43.2 32.4 21.6

15 520 412 292 220 58.7 39.1 29.3 19.6 67.8 45.2 33.9 22.6

16 586 450 322 250 61.7 41.1 30.9 20.6 70.9 47.2 35.4 23.6

17 644 504 364 280 64.8 43.2 32.4 21.6 73.9 49.3 37 24.6

18 718 560 394 310 67.8 45.2 33.9 22.6 77 51.3 38.5 25.7

19 792 624 442 338 70.9 47.2 35.4 23.6 80 53.3 40 26.7

印字區域

代碼區域

空白
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條碼印字大小相關注意和限制事項 （僅適用於 Pro）
為了正確判讀掃描的條碼，必須滿足以下的基準。
‧條碼的線寬應滿足以下基準
-以掃描解析度為 200 dpi、300 dpi 進行掃描時，最小線寬：0.7 mm
-以掃描解析度為 400 dpi、600 dpi 進行掃描時，最小線寬：0.3 mm

‧條碼周邊的留白應為最小線寬的 10倍
‧條碼的最小高度應為 10 mm 。此數值是以 10位數為基準的高度。若為 10位數以上時，高度
必須與位數成比例增加。

一般QR代碼和條碼的相關注意和限制事項 （僅適用於 Pro）
當為信箱名稱指定一般QR代碼和條碼時，相應字元串中包含的“/”將被視為階層。但是，如果
它包含在字元串的末尾，則將其忽略。

20 858 666 482 382 73.9 49.3 37 24.6 83.1 55.4 41.5 27.7

21 929 711 509 403 77 51.3 38.5 25.7 86.1 57.4 43.1 28.7

22 1003 799 565 439 80 53.3 40 26.7 89.2 59.4 44.6 29.7

23 1091 857 611 461 83.1 55.4 41.5 27.7 92.2 61.5 46.1 30.7

24 1171 911 661 511 86.1 57.4 43.1 28.7 95.3 63.5 47.6 31.8

25 1273 997 715 535 89.2 59.4 44.6 29.7 98.3 65.5 49.1 32.8

26 1367 1059 751 593 92.2 61.5 46.1 30.7 101.3 67.6 50.7 33.8

27 1465 1125 805 625 95.3 63.5 47.6 31.8 104.4 69.6 52.2 34.8

28 1528 1190 868 658 98.3 65.5 49.1 32.8 107.4 71.6 53.7 35.8

29 1628 1264 908 698 101.3 67.6 50.7 33.8 110.5 73.7 55.2 36.8

30 1732 1370 982 742 104.4 69.6 52.2 34.8 113.5 75.7 56.8 37.8

31 1840 1452 1030 790 107.4 71.6 53.7 35.8 116.6 77.7 58.3 38.9

32 1952 1538 1112 842 110.5 73.7 55.2 36.8 119.6 79.8 59.8 39.9

33 2068 1628 1168 898 113.5 75.7 56.8 37.8 122.7 81.8 61.3 40.9

34 2188 1722 1228 958 116.6 77.7 58.3 38.9 125.7 83.8 62.9 41.9

35 2303 1809 1283 983 119.6 79.8 59.8 39.9 128.8 85.9 64.4 42.9

36 2431 1911 1351 1051 122.7 81.8 61.3 40.9 131.8 87.9 65.9 43.9

37 2563 1989 1423 1093 125.7 83.8 62.9 41.9 134.9 89.9 67.4 45

38 2699 2099 1499 1139 128.8 85.9 64.4 42.9 137.9 91.9 69 46

39 2809 2213 1579 1219 131.8 87.9 65.9 43.9 141 94 70.5 47

40 2953 2331 1663 1273 134.9 89.9 67.4 45 144 96 72 48

型號
數據量 (字元 ) M代碼區域 (mm) M印字區域 (mm)

L M Q H 200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi
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Server-less On-Demand Print (個人的列印(跟隨列印)/選擇ID列印)

使用機器的注意事項與限制
‧啟動無伺服器隨選列印時，機器需要比平常多幾秒的時間暖機。
‧將您機器的畫面上顯示的預設語言設定為與遠端機器的預設語言一致。
‧所用機器與遠端機器的認證方式請保持一致。
‧將您機器的機器管理者 ID 和機器管理者密碼與遠端機器的設定一致。
‧所用機器、遠端機器的時間請保持一致。如果設定的時間不同，可能無法正確取得文件總覽。與
時間伺服器（NTP: 網路時間通訊協定）同步後，所用機器與遠端機器的時間可保持一致。有關
與時間伺服器同步的設定方法的詳情，請參照各機器隨附的說明書。

‧由於機器可登記不同類型的 ID，例如使用者 ID和卡號，因此使用者 ID和卡號都可能存在相同
的文字字串 ID。

‧如果您是使用可安裝次級 Ethernet( 選購 ) 的機器，請將主要網路的 IP 位址設定至機器或遠端
機器，才能使用此功能。

‧本功能無法與機密列印功能併用。
‧倘若您從所使用的機器或子機中，將 Server-less On-Demand Print 給移除的話，需要利用
「設定資訊製成工具」的清除功能來進行再次設定。詳細請參考『無伺服器隨需列印設定資料準
備工具操作說明書』。

‧倘若要以外部認證來使用「個人的列印（跟隨列印）」的話，使用者 ID 若使用了 ASCII 以外的
文字，有可能會無法正確取得文件一覽。

使用列印功能的注意事項與限制
‧對於無伺服器隨選列印，即使您以一個指示傳送多個列印要求，也是個別傳送各個工作。因此，
列印時間會比平常更長。
列印多個列印工作時，如果機器收到傳真工作，將在列印工作進行時輸出傳真工作。如果要讓
列印工作不受傳真工作所中斷，請變更設定。

‧列印或刪除工作可能由於自動重設而暫停。
在這種情況下，將時間設定為比目前設定更長的時間，或在 [ 裝置設定 ] 畫面中，針對 [ 系統設
定 ] > [ 系統計時 /時間設定 ]下的 [ 自動重設 ]選擇 [ 無 ]。

‧與一般列印工作相同，您可從遠端機器處理 [ 工作資訊 ] 畫面 [ 執行中 /等待執行中的工作 ] 索
引標籤上正在列印的工作。小心勿將這些工作從遠端機器刪除或取消。

‧如果您同時從不同的機器要求列印指示，開始列印可能需要較長的時間。
‧當您一次啟動儲存在不同機器中的多個工作時，輸出的順序可能會與顯示的順序有所不同。
‧無伺服器隨選列印無法進行中斷操作。
‧Banner Sheet 無法由以常設個人的列印功能列印的工作中印出。然而，在無伺服器隨選列印
中，將設定設為啟動時可印出 Banner Sheet。

‧以無伺服器隨選列印列印的工作，會在工作記錄報表中顯示為 " 外部存取 - 列印 "。
‧在「個人的列印（跟隨列印）」中，你將無法利用 [ 列印後刪除的初始設定 ]。如要檢查設定是
否刪除列印或傳送完成的文件，請參照「Server-less On-Demand Print 個人的列印（跟隨列
印）選擇 ID 列印操作說明書」中的「從記錄清單列印」。

‧在同時存在A3複合機與A4複合機的環境中，印出大於A4的尺寸時，請注意以下幾點。
- 以 A4機器印出A3機器中儲存的列印工作時，將顯示 圖示，提醒使用者將以A4尺寸列
印一事。 尺寸大於A4時，將縮小列印成A4尺寸。

- 以 A4機器印出儲存在 A4機器中，但大於 A4的尺寸時，將縮小列印成A4尺寸，但不會
顯示 圖示。

- 在指定紙張尺寸等情況下，工作可能會被取消。
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‧本應用程式與設定資訊建立工具通訊時，在使用 SSL 的情況下，使用 58552 號埠位，不使用
SSL 時，則使用 58052號埠位。

‧個人的列印與個人的列印 ( 跟隨列印 ) 並用時，請注意：
-若要通過儲存工作的機器執行個人的列印，同時通過遠端機器進行列印，則傳送工作可能需要
一定時間。

-即使個人的列印指示輸出的文件正在輸出，也可以從個人的列印 ( 跟隨列印 ) 對同一文件發出
輸出指示。請注意，同一文件可能因此而被輸出多次。

‧計費認證列印與選擇 ID列印並用時，將通過儲存工作的機器執行計費認證列印，若要同時通過
遠端機器進行列印，則傳送工作可能需要一定時間。

‧對於部分機型，在 Internet Services 中選取 [ 內容 ] ＞ [ 安全性 ] ＞ [SSL/TLS 設定 ] ＞ [IPP]
＞ [ 僅 SSL/TLS 通信有效 ]，即可在使用 IPP 通訊協定時僅進行 SSl 通信。
此時請啟用遠端機器和所用機器的 SSL 設定。

‧首頁畫面的 [ 個人的列印（跟隨列印）]、[ 個人的列印 ( 跟隨列印 )( 一併輸出 )] 或 [ 選擇 ID
列印 ] 圖示上不會顯示儲存的列印工作數。

Universal Print 的使用注意事項及限制
‧若機器支援來自無伺服器隨選列印的Universal Print 輸出，儲存在該機器上的工作可從遠端機
器列印。

‧若遠端機器不支援來自無伺服器隨選列印的Universal Print 輸出，輸出結果可能與預期結果不
同。

‧使用Universal Print 需進行以下設定。

「個人的列印（跟隨列印）」的情況下
- 使您的機器和遠端機器的登入類型設定與Azure Active Directory 相配合。
- 使您在機器和遠端機器的Azure Active Directory 中設定的租用戶相配合。
- 有關Azure Active Directory 的目標機器和設定步驟，請參閱我們官方網站的產品頁。

「選擇 ID列印」的情況下
- 請從 [ 選擇 ID列印 ] 選擇 [（無使用者 ID）] 列印工作。

可檢視列印工作的數量
‧於 [ 個人的列印 (跟隨列印 )] 畫面、[ 選擇 ID列印 ] 畫面、[ 從記錄清單列印 ]畫面等各個操作
畫面中，每 1台機器最多能顯示 9件被儲存好的工作。在任一個機器中，工作的件數超過 99件
的情況下，該機器第 100件之後的工作將不會顯示出來。

補充
‧只有在管理者設定畫面的 [從記錄清單列印 ]中選擇 [ 有 ]，才可以顯示 [從記錄清單列印 ]畫面。

‧如果擷取的列印工作數達到上限 (495)，則剩餘的工作將不會顯示。

補充
‧顯示的文件會依 [文件的顯示順序 ]的設定而有所不同。

變更本機器認證模式時的注意 /限制事項
無伺服器隨需列印有以下 2種。
‧個人的列印 (跟隨列印 )：機器認證、外部認證、在不認證模式下使用 IC 卡時
‧ID選擇列印：在不認證模式下亦不使用 IC卡時
變更本機器之認證模式後，需變更使用之應用程式。
請依照以下步驟，變更功能按鍵與執行的 Plugin。
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變更功能按鈕
以下將說明要如何根據機器的認證模式變更 [ 個人的列印（跟隨列印）]與 [ 選擇 ID 列印 ] 的功能
表顯示。

補充
‧安裝 Server-less On-Demand Print 時，[ 個人的列印（跟隨列印）]與 [ 選擇 ID列印 ] 圖示都顯示
在主螢幕上。

操作步驟
0 1 在複合機的控制面板上進入系統管理員模式。

補充
‧有關如何登入的詳細內容，請參閱機器隨附的說明書。

2 長按點選App的顯示區域。

隱藏 [個人的列印（跟隨列印）]與 [ 選擇 ID 列印 ]

3 按下功能按鈕的 [x] 即可隱藏。

顯示 [個人的列印（跟隨列印）]與 [ 選擇 ID 列印 ]

3 按下 [+]。

4 選擇要顯示的功能按鈕。

5 在長按圖示的狀態下，移動到目標位置。

補充
‧不可移動頁面間的圖示。點選欲放置的頁面上的 [+]。

6 自訂結束後，點選圖示的外側區域。

變更 Plugin
欲變更使用之 Plugin 時，須利用 Internet Services 執行。

操作步驟
0 1 啟動您的電腦，然後開啟網際網路瀏覽器。
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2 於網際網路瀏覽器的網址輸入欄中，輸入複合機的 IP 位址或網際網路位址。
Internet Services 將會啟動。

3 進入系統管理員模式。

4 點選 [ 系統 ] > [ 系統設定 ] 下的 [ 外掛程式設定 ]，即可顯示裝置上已安裝外掛程式的清單。
各應用程式的 Plugin 名稱如下。

5 進行下一個操作。

「個人的列印（跟隨列印）」的情況下

(1) 選擇 [ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin]，按一下 [ 停止 ]。

「選擇 ID 列印」的情況下

(1) 選擇 [ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth]，點選 [ 停止 ]。

6 重新啟動機器。
設定已套用。

7 機器重新啟動後，使用與步驟 4 相同的操作顯示 [ 整合 Plugin 功能 ] 畫面。

8 進行下一個操作。

「個人的列印（跟隨列印）」的情況下

(1) 選擇 [ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin]，按一下 [ 開始 ]。

「選擇 ID 列印」的情況下

(1) 選擇 [ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth]，點選 [ 開始 ]。

9 重新啟動機器。
設定已套用。

請參考本說明書的「使用環境設定」＞「無伺服器隨選列印的設定」，進行複合機的登記。

無紙化傳真專遞

注意與限制事項
‧如果透過複合機的 [裝置設定 ] > [ 驗證 / 總計管理 ] > [ 驗證 / 安全性設定 ] > [ 系統管理員
資料設定 ] 變更系統管理員 ID 或密碼，務必變更在無紙化傳真專遞中設定的系統管理員資訊。
如果使用無紙化傳真專遞登錄的系統管理員 ID 或密碼不同於複合機的資料，則複合機無法在例
外與通常動作之間切換。
如需如何變更無紙化傳真專遞註冊的系統管理者 ID或密碼，請參照 " 變更系統管理者 ID/ 密碼
（密碼）"(P.55)。
‧如果已變更傳輸目的地（SMB、FTP 或Working Folder）密碼，請確定變更無紙化傳真專遞
的密碼。否則，將出現傳輸錯誤。

‧[無紙化傳真動作切換 ]的通常 /例外動作切換歷史記錄不會與其他設定一起匯出。
‧Working Folder 進行維護時，受信傳真無法傳輸至Working Folder。將導致傳輸錯誤，且
維護時接收的傳真將儲存在受信信箱。要傳輸信箱儲存的傳真至伺服器，執行 " 手動傳送信箱內
的文件 "(P.54) 說明的步驟。

應用程式 Plugin 名稱

個人的列印 (跟隨列印 ) ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin

ID 選擇列印 ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth
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‧如果您在無紙化傳真專遞畫面儲存每個項目的設定，將自動配置或處理以下項目。
- 創建新信箱或變更原有信箱
- 創建新的工作流程或修正原有工作流程
- 線路信箱選擇器的設定
- 信箱選擇器有效 /無效的設定
- 機密信箱受信報表變更為 [ 不自動印出 ]
- 變更 App畫面上的按鈕排版

‧如果在無紙化傳真專遞畫面上指定每個設定，則會自動停用資料夾受信報表功能。需要自動印
出資料夾受信報表時，請在 [裝置設定 ] > [ 系統設定 ] > [ 報表設定 ] 下選擇 [ 資料夾受信報
表 ] 的 [ 開啟 ]。

‧請確定未透過複合機操作選單，變更傳真線路和信箱下的連結和無紙化傳真專遞的工作流程。
‧從無紙化傳真專遞畫面上的通訊簿指定傳送位置後，如果使用複合機的通訊簿登錄的資訊經過
變更，指定目的地中的資訊不會使用無紙化傳真專遞自動更新。這時，您必須重新設定傳送位置。

‧無紙化傳真專遞中創建的工作流程無法在 Internet Services 和Device Setup（機器設定工具）
中編輯。

‧以下情況下，不管無紙化傳真專遞設定畫面中的 [文件取出後的刪除 ] 設定如何，均刪除文件。
- [裝置] > [App設定] > [資料夾操作設定] > [外部取出後的檔案刪除]中設定了[強制刪除]時：
各信箱中設定的值將無效，從外部取出文件後，取出的文件將被強制刪除。
- 在 [ 裝置設定 ] > [App 設定 ] > [ 資料夾操作設定 ] > [ 儲存期限 ] 中設定了文件的儲存期
限，且 [資料夾操作 ] > [ 資料夾設定 ] > [ 儲存期限過後文件的刪除 ]為 [ 有效 ] 時：
超過儲存期限的文件將在指定的時間被刪除。

‧傳送時由於傳送位置的伺服器故障或網路故障等導致發生傳送錯誤時，文件將被儲存在信箱內。
此時，傳輸目的地建立的資料夾會保留，不會被刪除。由於傳送錯誤被儲存的文件，排除故障
後也不會重新傳送。 如要傳送信箱內儲存的文件時，請按照 " 手動傳送信箱內的文件 "(P.54) 操
作。傳真會再次轉傳至傳輸目的地建立的資料夾。
此外，暫停傳送的自動執行時信箱內儲存的文件在重新開始傳送的自動執行後也不會被自動傳
送。 如要傳送信箱內儲存的文件時，請按照 " 手動傳送信箱內的文件 "(P.54) 操作。

‧建議您將資料夾圖示放在App畫面上容易找到的位置，將有助您瞭解留在受信資料夾中的傳真。
此外，我們建議您配置設定，自動列印「傳輸報告 - 未進行的工作」，確認詳細錯誤資訊（預設
此設定會啟用）。
詳細內容請參照「無紙化傳真專遞操作說明書」中的「疑難排解的實用設定」。

‧若將檔案的完整路徑長度設為256 個位元組 * 以上，會發生錯誤且無法傳送檔案。
*： 包含副檔名。使用者可指定的路徑長度為241 個位元組。

補充
·表格內的「位元組」 代表UTF-8 字元碼的位元組數。
「文字的位元組數」 和由位元組表示的字元數會因字元而有所不同。例如，全形字元是由 2到 4個
位元組所組成。

‧傳送位置的一個資料夾中最多可以儲存 10000 個文件和資料夾。
‧文字識別 (OCR) 的處理優先等級根據您的複合機而有不同，因此傳送的文件中可能包含意外的
字串。如需更多資訊，請聯繫我們的客戶支援中心。

手動傳送信箱內的文件
發生傳送錯誤或暫停傳送時信箱內儲存的文件可以按照以下步驟進行傳送。

操作步驟
0 1 透過以下操作，選擇儲存文件的信箱。
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當無紙化傳真服務的資料夾指派至App畫面上的按鈕時

(1) 顯示App 畫面並按下所需的資料夾按鈕。

當無紙化傳真服務的資料夾未指派至App畫面上的按鈕時

(1) 顯示App 畫面並按下 [資料夾操作 ]。

(2) 在 [ 信箱操作 ] 畫面中，選擇相應的信箱。

2 選擇要傳送的文件。

3 按下 [執行工作流程 ]。

4 按下 [選擇工作流程 ]並選擇工作流程，然後按下 [OK]。

5 滑動按鈕後啟動。
文件將被傳送至設定的傳送位置。

補充
‧如果您在例外的排定時間根據上述步驟傳送已接收傳真，傳真將不會傳送至為通常動作所指定的資料
夾，而會傳送至為例外所指定的資料夾。

變更系統管理者 ID/ 密碼（密碼）
如果系統管理者 ID 或密碼已在複合機變更，同時必須在無紙化傳真專遞變更。
系統管理者 ID或密碼（密碼）可使用以下步驟變更。

操作步驟
0 1 啟動無紙化傳真專遞。

補充
‧以下說明如何透過控制面板啟動的範例。

参照
‧如需啟動的更多資訊，請參照以下。
- 透過複合機控制面板啟動時，請參照「無紙化傳真專遞操作說明書」中的「透過複合機控制面板設
定」>「顯示設定畫面」。
- 透過 Internet Services 啟動時，請參照「無紙化傳真專遞操作說明書」中的「使用 Internet
Services 設定」>「顯示設定畫面」。

2 變更了複合機的機器管理者資訊時，將顯示 [ 機器管理者 ID/ 密碼的登記 ] 畫面。在 [ 系統管
理員 ID] 和 [ 系統管理員密碼 ]中輸入新的系統管理員 ID和密碼，然後按下 [登記 ]。
無紙化傳真專遞系統管理者資訊已變更。

3 變更後，顯示 [無紙化傳真專遞 ]畫面、視需要配置設定或在沒有設定下關閉畫面。

Settings cloning for Add-on Applications
‧無法以個別功能的方式進行匯入。設定資訊檔內之應用程式的資訊，將會一併匯入。
‧如果您匯入設定的應用程式版本比匯出應用程式版本舊，則無法更新設定。
‧匯入時，請勿關閉裝置電源。
如果匯入時關閉裝置電源，則可能無法適當更新設定。在此情況下，請再匯入一次。

参照
‧應用程式所固有的注意事項及限制事項，請參考各應用程式其使用手冊中有關設定資訊之匯出 / 匯入
的說明。
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Updatings for Add-on Application
‧各複合機序號執行自動更新的排程有所不同。如果您希望同時更新多個複合機的Add-on 
Application，請執行手動更新。

‧如果您從手動更新畫面同時選擇 [Updating for Add-on Apps] 和其他應用程式並進行更新，
其他應用程式可能不會更新。 在此情況下，請手動再次進行更新。
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스캔 딜리버리 Pro/ 스캔 딜리버리 Light
보충
•스캔 딜리버리 Light 는 일본에서만 판매됩니다 .
•일부 참고 /제한 사항은 “스캔 딜리버리 Pro”에만 적용됩니다 . “스캔 딜리버리 Light”는 다음
기능을 지원하지 않습니다 .
- QR 코드
- 바코드
- 사용자 지정 스캔
- 텍스트 추출
- 확장 속성 부여
- 메일 통지
- 수신자 2
- 폴더 계층 ( 레벨 2-3)

전체에 관한 주의 및 제한 사항
•스캔 및 문서의 전송 기능을 사용할 수 없는 복합기에 스캔 딜리버리를 설정한 경우 , 문서종류
버튼은 표시되지만 스캔 및 문서의 전송은 할 없습니다 .

•양면 자동 원고이송장치가 어떤 이유로 사용할 수 없는 경우에도 스캔 딜리버리에서 양면을
지정할 수는 있지만 입출력은 단면으로 진행됩니다 .

•IC 카드 리더에 연결된 복합기를 사용하는 경우 , 스캔 딜리버리에서는 사용자 정보가 검색되는
관련 장치만 지원합니다 .
요금 부과 장치를 복합기에 연결하는 경우에는 이 기능을 사용하지 못할 수 있습니다 .

•다음 경우는 경사 보정이 실행되지 않습니다 .
-해상도가 600 dpi 인 컬러 이미지와 그레이 이미지
-사진 이미지 만인 원고

•전송 대상 1 개 폴더에 저장할 수 있는 파일 및 폴더의 최대 수는 10000 개입니다 .
•외부 인증 (LDAP 및 Azure Active Directory)을 사용하면 각 사용자에 대한 검색 기능 사용을
제한할 수 없습니다 .

작업 실행시 주의 및 제한 사항
•작업 실행중 에러가 발생한 경우 작업이 종료된 후에도 에러 화면이 표시되지 않습니다 . 이
경우 , 복합기의 작업 이력에 에러 정보가 기록되기에 확인하여 주십시오 . 작업 이력의 확인
방법은 복합기와 함께 제공된 설명서를 참조하여 주십시오 .

•스캔 문서의 수신국에 같은 이름의 파일이 존재할 경우는 파일명 끝에 하이픈 (-) 및 4 자리의
일련번호 (0001~9999) 가 추가됩니다 . 번호가 9999 를 초과하면 에러가 발생합니다 .

•여러 대의 복합기에서 같은 타이밍으로 같은 이름의 파일을 같은 수신국에 보낼 경우 , 파일이
바르게 전송되지 않을 수 있습니다 .
이를 방지하기 위해 파일명 규칙에는 초 숫자를 포함한 날짜를 설정하는 것이 좋습니다 ( 예 : 
filename_20151001123025.xdw).
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•FTP 전송에서는 SFTP (SSH FTP) 나 FTPS(FTP over SSL/TLS) 등 암호화 통신과 함께
실행되는 프로토콜은 지원하지 않습니다 .

•공장 출하시 설정에서는 FTP 통신이 Passive 모드로 작동합니다 . 서버에 따라 통신할 수 있는
모드가 Active 모드 만인 경우도 있습니다 . 이 경우 Internet Services 에서 통신 모드를
변경합니다 .

•수신국 서버의 파일 저장 위치에 , 파일 또는 폴더가 10,000 개 이상 있을 경우는 스캔 문서가
바르게 처리되지 않을 수 있습니다 .

스캔 딜리버리 설정에 관한 주의 및 제한 사항

데이터 크기에 관한 주의 및 제한 사항
•설정 데이터 크기가 1MB를 초과하는 경우 오류가 표시되고 설정 정보가 저장되지 않습니다 .
이러한 경우 설정을 변경하여 데이터양을 줄입니다 .

고압축 기능에 관한 주의 및 제한 사항
•일부 복합기 모델은 고압축 기능을 지원하지 않을 수 있습니다 .
•다음 값이 문서종류에 설정되어 있는 경우에 고압축 기능을 사용할 수 있습니다 .
-파일형식
PDF 또는 DocuWorks

보충
•사용 중인 복합기에 따라서는 DocuWorks 가 고압축을 지원하지 않을 수 있습니다 .
소프트웨어를 업그레이드하여 DocuWorks 를 선택할 수 있습니다 .

-스캔해상도 (dpi)
200dpi 또는 300dpi

-컬러모드
Full 컬러 , 자동 또는 흑백 (256 계조 )

•복합기에 따라 이 기능을 사용하려면 일부 옵션 설정이 필요할 수 있습니다 . 자세한 정보는
고객 지원 센터에 문의하십시오 .

검색 가능 텍스트 기능에 관한 주의 및 제한 사항
•일부 복합기 모델은 검색 가능 텍스트 기능을 지원하지 않을 수 있습니다 .
•다음 값이 문서종류에 설정되어 있는 경우에 검색 가능 텍스트 기능을 사용할 수 있습니다 .
-파일형식
PDF 또는 DocuWorks

-스캔해상도 (dpi)
200dpi 또는 300dpi

-원고종류
문자 또는 문자 /사진

•검색 가능 문자 기능을 사용하려면 옵션이 필요합니다 .

보충
•복합기에 따라 옵션 구성 요소가 다를 수 있습니다 . 자세한 정보는 고객 지원 센터에
문의하십시오 .

인증된 사용자를 대상으로 한 이메일 알림 전송의 주의 및 제한 사항 ( 프로만 해당 )
•인증 기능이 복합기에 활성화되어 있지 않거나 인증된 사용자의 이메일 주소가 복합기에
등록되어 있지 않은 경우 인증된 사용자 알림 기능이 활성화되어 있더라도 이메일이 전송되지
않습니다 .

•문서 종류 설정에서 [메일 통지 이용] > [인증 사용자에게 통지]를 선택하고 [통지 위치 2] 또는
[통지 위치 3]에 인증된 사용자의 이메일 주소를 지정하면 이메일 2통이 해당 주소로 전송됩니.
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DocuWorks 버전 및 일반 속성 /확장 속성에 관한 주의 및 제한 사항   ( 프로만 해당 )
일반 속성 또는 확장 속성이 DocuWorks 문서에 추가된 경우 문서를 보려면 DocuWorks 7
이상이 필요합니다 .
DocuWorks 7 이하를 사용하는 경우 일반 속성 및 확장 속성이 추가될 수 없도록 다음을
설정했는지 확인하십시오 .
•[ 공통 정보 설정 ] > [ 규정 속성 부여 ] 아래 [ 선택안함 ] 선택
•[ 문서 종류 설정 ] 에서 [확장 속성 부여 ] 확인란을 선택 취소하거나 스캔할 때 확장 속성 설정
화면에서 각 확장 속성의 확인란 선택을 취소합니다 .

설정 정보 업데이트에 관한 주의 및 제한 사항
•복합기가 작업을 처리 중이거나 조작부를 통해 사용자가 조작 중인 경우 스캔 딜리버리 의 설정
정보를 업데이트할 수 없습니다 . 작업이 완료되거나 조작부를 통한 사용자의 조작이 완료된
후에 설정 정보 업데이트를 다시 시도하십시오 .

•스캔 딜리버리 Pro 에서 내보낸 설정 정보는 사용할 수 없는 기능이 포함되어 있기 때문에 스캔
딜리버리 Light 로 가져올 수 없습니다 .

파일 이름의 경로 길이에 대한 참고 및 제한 사항
•파일의 전체 경로 길이를 256바이트* 이상으로 설정하면 파일명 조정으로 인해 파일명 규칙에
지정된 모든 항목이 파일명에 추가되지 않을 수 있습니다 .
*:확장자 등을 포함하므로 지정할 수 있는 경로 길이는 [일련번호 설정]의 [자릿수] 설정에 따라
달라집니다 . 길이는 [3 자리 ] 의 경우 241 바이트 , [4 자리 ] 의 경우 240 바이트입니다 .

보충
•표의 “바이트”는 UTF-8 문자 코드에 의한 바이트 수를 의미합니다 .
“텍스트의 바이트 수”와 바이트로 표시되는 문자 수는 문자에 따라 다릅니다. 예를 들어 일본어 전각
문자는 2~4바이트로 표시됩니다 .

바코드 유형에 대한 참고 및 제한 사항 ( 프로만 해당 ) 
•지원되는 바코드 유형은 CODE39, CODE128 및 NW7입니다 .

QR 작성 도구에 대한 주의 및 제한 사항 ( 프로만 해당 )
•OS와 동일한 언어의 문자열 및 반각 영숫자 문자는 QR 작성 도구로 설정할 수 있습니다. OS와
다른 언어의 문자열은 가상 프린터 이름 , 속성 이름 , 폴더 이름 및 파일 이름과 같은 모든
문자열에 사용할 수 없습니다 .

처리 언어에 대한 참고 및 제한사항
카테고리 유형명 , 문서 종류명 및 확장 속성명에 각 언어로 표시명이 준비되므로 , 표시 언어는
사전에 복합기에 설정해야 합니다 ( 프로만 해당 ). 표시명이 설정되지 않은 언어에는 " 미등록 " 이
설정됩니다 .
일본어 및 영어 이외의 언어에서 값을 설정하려면 다음 순서대로 실행하십시오 .

조작 순서
0 1 복합기의  > [ 설정 ] > [ 시스템 설정 ] > [ 화면 / 버튼 설정 ] > [ 초기 표시 언어 ] 을 원하는

언어로 설정합니다 .

2 복합기를 다시 시작합니다 .

3 스캔 딜리버리의 설정 화면을 표시합니다 .

참고
•자세한 내용은 “스캔 딜리버리 사용설명서”의 “설정 화면 표시”를 참조하십시오 .

4 탐색 메뉴에서 [ 공통 설정 ] > [ 공통 정보 설정 ] 을 선택합니다 . 
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5 [처리 언어 ] 를 1 단계에서 설정한 언어로 변경하고 [ 적용 ] 을 클릭합니다 .

6 탐색 메뉴에서 [ 간단 스캔 설정 ]을 선택하고 , 범주 종류 이름 , 문서 종류 이름 , 확장 속성 이름을
설정합니다 .

SSL 통신시 Firefox 브라우저를 사용할 때의 주의 및 제한 사항
Firefox 를 웹 브라우저로 사용하여 SSL 통신이 설정되어 있는 복합기에 액세스하면 Internet
Services 가 올바르게 표시되지 않을 수 있습니다 .
이 경우 다음 단계를 실행하여 주십시오 .

조작 순서
0 1 Firefox 브라우저를 기동합니다 .

2 브라우저의 주소 표시줄에 "about:config" 를 입력하고 <Enter> 키를 누릅니다 .
설정 메뉴가 표시됩니다 .

3 "security.tls.version.fallback-limit" 의 값을 "1" 로 설정합니다 .

QR 코드의 인쇄 크기에 관한 주의 및 제한 사항  ( 프로만 해당 )
스캔한 QR 코드가 올바르게 해독되게 하려면 QR 코드 자체의 영역 ( 코드 영역 ) 과 QR 코드
주변의 여백을 포함한 영역 ( 인쇄 영역 ) 을 올바른 크기로 인쇄해야 합니다 .
아래의 표는 QR 코드의 번호와 에러 보정 레벨 (L, M, Q, H) 로 정해지는 QR 코드에 저장할 수
있는 데이터 량 ( 바이트 수 ) 및 그 데이터 량에 대응되는 스캔 해상도별로의 코드 영역과 인쇄
영역의 관계를 나타냅니다 .
QR 코드용 문자열 또는 QR 코드가 있는 문서용 문자열 생성 시의 QR 코드 데이터양 ( 텍스트
바이트 수 ) 과 스캔 시 해상도에 따라 적절한 크기의 QR 코드를 생성하여 인쇄하십시오 .

보충
•"텍스트 바이트 수 " 는 UTF-8 문자 코드로 표시한 바이트 수입니다 .
문자에 따라 " 텍스트 바이트 수 " 와 그 바이트 수에 의해 표현할 수 있는 문자수가 다릅니다 . 예를 들어
일본어 전각문자는 2~4바이트로 표시됩니다 .

예 :
레벨 H 에서 번호 15 를 사용하여 100 문자 정도 ( 최대 220 바이트 ) 의 QR 코드를 해상도 300
dpi 로 스캔하여 올바르게 해독하려면 코드 영역 39.1 mm, 인쇄 영역 45.2 mm의 QR 코드를
인쇄해야 합니다 .

번호
데이터 량 ( 바이트 ) M 코드 영역 (mm) M 인쇄 영역 (mm)

L M Q H 200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

2 32 26 20 14 19.1 12.7 9.5 6.4 28.2 18.8 14.1 9.4

3 53 42 32 24 22.1 14.7 11 7.4 31.2 20.8 15.6 10.4

4 78 62 46 34 25.1 16.8 12.6 8.4 34.3 22.9 17.1 11.4

인쇄 영역

코드 영역

여백
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5 106 84 60 44 28.2 18.8 14.1 9.4 37.3 24.9 18.7 12.4

6 134 106 74 58 31.2 20.8 15.6 10.4 40.4 26.9 20.2 13.5

7 154 122 86 64 34.3 22.9 17.1 11.4 43.4 29 21.7 14.5

8 192 152 108 84 37.3 24.9 18.7 12.4 46.5 31 23.2 15.5

9 230 180 130 98 40.4 26.9 20.2 13.5 49.5 33 24.8 16.5

10 271 213 151 119 43.4 29 21.7 14.5 52.6 35.1 26.3 17.5

11 321 251 177 137 46.5 31 23.2 15.5 55.6 37.1 27.8 18.5

12 367 287 203 155 49.5 33 24.8 16.5 58.7 39.1 29.3 19.6

13 425 311 241 177 52.6 35.1 26.3 17.5 61.7 41.1 30.9 20.6

14 458 362 258 194 55.6 37.1 27.8 18.5 64.8 43.2 32.4 21.6

15 520 412 292 220 58.7 39.1 29.3 19.6 67.8 45.2 33.9 22.6

16 586 450 322 250 61.7 41.1 30.9 20.6 70.9 47.2 35.4 23.6

17 644 504 364 280 64.8 43.2 32.4 21.6 73.9 49.3 37 24.6

18 718 560 394 310 67.8 45.2 33.9 22.6 77 51.3 38.5 25.7

19 792 624 442 338 70.9 47.2 35.4 23.6 80 53.3 40 26.7

20 858 666 482 382 73.9 49.3 37 24.6 83.1 55.4 41.5 27.7

21 929 711 509 403 77 51.3 38.5 25.7 86.1 57.4 43.1 28.7

22 1003 799 565 439 80 53.3 40 26.7 89.2 59.4 44.6 29.7

23 1091 857 611 461 83.1 55.4 41.5 27.7 92.2 61.5 46.1 30.7

24 1171 911 661 511 86.1 57.4 43.1 28.7 95.3 63.5 47.6 31.8

25 1273 997 715 535 89.2 59.4 44.6 29.7 98.3 65.5 49.1 32.8

26 1367 1059 751 593 92.2 61.5 46.1 30.7 101.3 67.6 50.7 33.8

27 1465 1125 805 625 95.3 63.5 47.6 31.8 104.4 69.6 52.2 34.8

28 1528 1190 868 658 98.3 65.5 49.1 32.8 107.4 71.6 53.7 35.8

29 1628 1264 908 698 101.3 67.6 50.7 33.8 110.5 73.7 55.2 36.8

30 1732 1370 982 742 104.4 69.6 52.2 34.8 113.5 75.7 56.8 37.8

31 1840 1452 1030 790 107.4 71.6 53.7 35.8 116.6 77.7 58.3 38.9

32 1952 1538 1112 842 110.5 73.7 55.2 36.8 119.6 79.8 59.8 39.9

33 2068 1628 1168 898 113.5 75.7 56.8 37.8 122.7 81.8 61.3 40.9

34 2188 1722 1228 958 116.6 77.7 58.3 38.9 125.7 83.8 62.9 41.9

35 2303 1809 1283 983 119.6 79.8 59.8 39.9 128.8 85.9 64.4 42.9

36 2431 1911 1351 1051 122.7 81.8 61.3 40.9 131.8 87.9 65.9 43.9

37 2563 1989 1423 1093 125.7 83.8 62.9 41.9 134.9 89.9 67.4 45

38 2699 2099 1499 1139 128.8 85.9 64.4 42.9 137.9 91.9 69 46

39 2809 2213 1579 1219 131.8 87.9 65.9 43.9 141 94 70.5 47

40 2953 2331 1663 1273 134.9 89.9 67.4 45 144 96 72 48

번호
데이터 량 ( 바이트 ) M 코드 영역 (mm) M 인쇄 영역 (mm)

L M Q H 200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi
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 바코드의 인쇄 크기에 관한 주의 및 제한  ( 프로만 해당 )
스캔한 바코드가 올바르게 인식되려면 다음 기준을 만족시킬 필요가 있습니다 .
•바코드의 선 폭이 다음 기준을 충족시킬 것
-스캔 해상도를 200 dpi, 300 dpi 로 스캔하는 경우의 최소 선 폭 : 0.7 mm
-스캔 해상도를 400 dpi, 600 dpi 로 스캔하는 경우의 최소 선 폭 : 0.3 mm

•바코드 주변의 여백은 최소 선 폭의 10 배일 것
•바코드의 최소 높이는 10 mm일 것 . 이 값은 10 자리를 기준으로 한 높이입니다 . 10 자리
이상인 경우는 자릿수에 비례한 높이가 필요합니다 .

 일반 QR 코드 및 바코드에 대한 참고 사항 및 제한 사항 바코드의 인쇄 크기에
관한 주의 및 제한  ( 프로만 해당 )
폴더명에 일반 QR 코드 및 바코드가 지정되면 해당 문자열에 포함 된 “/” 가 계층으로
취급됩니다 . 그러나 문자열 끝에 포함된 경우는 무시됩니다 .

Server-less On-Demand Print ( 개인 프린트 ( 서버리스 )/ID 선택 및
프린트 )

기계 사용 시의 주의 /제한
•본 기능을 이용할 경우 , 기계 워밍업 시간이 평소보다 몇 초 더 걸릴 수 있습니다 .
•사용 중인 기계와 원격 기계의 초기 표시 언어가 일치해야 합니다 .
•사용자 기계와 원격 기계의 인증 방식 설정을 일치시킵시오 .
•사용 중인 기계와 원격 기계의 기계 관리자 ID 와 기계 관리자 비밀번호를 일치시킵시오 .
•사용자 기계와 원격 기계의 시간을 일치시킵시오 . 설정된 시간에 차이가 있으면 문서 목록을
바르게 가져올 수 없는 경우가 있습니다 . 시간 서버 (NTP:Network Time Protocol) 과
동기하면 , 사용자 기계와 원격 기계의 시간을 일치 시킬수 있습니다 . 시간 서버와의 동기화
설정 방법은 각 기기와 함께 제공된 설명서를 참조하십시오 .

•사용 중인 기계와 원격 기계의 보안 정보의 암호화 키 및 IP 모드를 동일하게 설정하십시오 .
•2차 네트워크 (옵션 ) 를 사용할 수 있는 기계를 사용하는 경우는 , 본 기능을 사용할 때 본 기계
및 원격 기계의 IP 주소에는 1 차 네트워크의 IP 주소를 설정합니다 . 

•본 기능은 문서보호 프린트 기능과 병용해서 사용할 수 없습니다 .
•사용 중인 기계 및 리모트기에서 고객님 본인이 Server-less On-Demand Print 를 제거한
경우 , 설정 정보 작성 도구의 정리 기능에 의한 재설정이 필요합니다 . 자세한 사항은 ‘Server-
less On-Demand Print 설정 도구 사용설명서’을 참고하십시오 .

•개인 프린트(서버리스)를 외부인증으로 운용하고 있는 경우, 사용자 ID에 ASCII 이외의 문자를
사용하고 있다면 문서의 리스트를 올바로 취득하지 못할 수 있습니다 .

프린트 기능 사용 상의 주의 /제한
•본 기능에서는 여러 개의 문서를 한번에 프린트할 경우에도 , 작업이 1 건씩 송신되므로 보통
때와 비교하면 프린트에 시간이 더 걸릴 수 있습니다 .
또한 여러 개의 문서를 프린트 중에 팩스를 수신한 경우는 , 실행 중인 작업과 작업 사이에 팩스
문서를 인쇄합니다 . 중간 중간에 팩스 문서 인쇄를 허용하지 않으려면 설정을 변경하십시오 .

•문서 인쇄 중 및 삭제 중에 자동 복귀로 인해 작업이 도중에 중지되는 경우가 있습니다 .
이 경우 [설정] 화면의 [시스템 설정] > [기기 시계/타이머]의 [자동 복귀]에서 현재 설정값보다
시간을 길게 설정하거나 [ 비활성화 ] 를 선택하십시오 .
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•일반 인쇄 작업과 마찬가지로 원격 기기에서 [작업 정보] 화면의 [활성 작업] 탭에서 인쇄 중인
작업을 처리할 수 있습니다 . 원격 시스템에서 이러한 작업을 삭제하거나 취소하지 않도록
주의하십시오 .

•여러 기계에서 동시에 프린트 지시를 실행하면 프린트가 개시될 때까지의 시간이 더 걸릴 수
있습니다 .

•다른 기계에 저장된 문서를 한번에 프린트 지시한 경우 , 터치 패널 디스플레이에 표시되는
순서와 다른 순서로 프린트될 수 있습니다 .

•본 기능을 이용할 경우 끼어들기 인쇄는 불가능합니다 .
•배너 시트를 프린트하도록 설정되어 있으면 , 본 기능 이용 시에도 배너 시트는 인쇄됩니다 .
•이 기능을 이용하여 출력된 문서는 작업 이력 리포트에서 ‘웹 애플리케이션 프린트’라고
기재되어 있습니다 .

•개인 프린트 ( 서버리스 )에서는 [ 프린트한 후 삭제의 초기 설정 ] 을 이용할 수 없습니다 . 인쇄
또는 전송된 문서를 완전히 삭제할지의 여부에 대한 설정을 확인하려면 “Server-less On-
Demand Print 개인 프린트 ( 서버리스 ) ID 선택 및 프린트 사용설명서 ” 의 “ 이력에서
인쇄”를 참조하십시오 .

•A3 복합기와 A4 복합기의 혼합 경에서 A4 보다 큰 크기를 출력하려면 다음 사항에
주의하십시오
- A3 기계에 저장된 인쇄 작업을 A4기계로 출력할 경우 , 아이콘을 표시하여 A4 용지에
인쇄됨을 주의 환기합니다 . A4 보다 큰 사이즈의 경우는 A4로 축소되어 인쇄됩니다 .

- A4 기계에 저장된 A4 보다 큰 사이즈를 A4 기계로 출력할 경우 A4 으로 축소되어
인쇄되지만 , 아이콘을 표시하지 않습니다 .

- 용지크기가 지정되어 있는 경우 등에는 작업이 취소 될 수 있습니다 .
•이 애플리케이션은 설정정보 작성도구와 통신하기 위해 , SSL 을 사용할 경우는 58552 번
포트를 , SSL 을 사용하지 않는 경우는 58052 번을 사용합니다 .

•개인 프린트와 개인 프린트 ( 서버리스 ) 를 양쪽 다 사용할 경우는 다음에 주의해 주십시오 .
- 작업을 저장한 기계에서 개인 프린트를 실행하고 , 동시에 원격 기계에서 프린트하려고
하면 작업 전송에 시간이 걸릴 수 있습니다 .

- 개인 프린트에서 출력 요청을 한 문서라도 , 동일 문서에 대해 동시에 개인
프린트 (서버리스 )에서도 프린스 명령을 요청할 수 있습니다 . 이로 인해 동일 문서가 여러
번 출력되는 경우가 있으므로 주의하십시오 .

•과금 인증 프린트와 ID 선택 및 프린트를 병용하고 있는 경우 , 작업을 축적하고 있는 기계에서
과금 인증 프린트를 실행하고 , 동시에 원격 기계에서 프린트하려고 하면 , 작업 전송에 시간이
걸리는 경우가 있습니다 .

•일부 모델에서는, Internet Services의 [등록 정보]> [보안]> [SSL/TLS 설정]> [IPP]> [SSL/
TLS 통신에만 적용 ] 에 체크를 하면 IPP 프로토콜 이용 시에  SSL 통신만 이용할 수 있습니다 .
이 경우 , 원격 기계 및 사용중인 기계 양쪽에서 SSL 의 설정을 유효하게 해주십시오 .
설정이 유효하지 않은 경우는 프린트 시에 원격 기계에서 오류가 발생합니다 .

•홈 화면의 [개인 프린트(서버리스)], [개인프린트(서버리스)(일괄출력)], [ID 선택 및 프린트]
아이콘에는 저장된 프린트 작업 수가 표시되지 않습니다 .

Universal Print 사용 시 주의 사항 및 제한 사항
•서버리스 주문형 인쇄에서 Universal Print 출력을 지원하는 기계에 저장된 작업은 원격
기계에서 인쇄할 수 있습니다 .

•원격 기계가 서버리스 주문형 인쇄의 Universal Print 출력을 지원하지 않는 경우는 출력
결과가 의도한 결과가 아닐 수 있습니다 .

•Universal Print 를 사용하려면 다음 설정이 필요합니다 .
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개인 프린트 ( 서버리스 ) 의 경우
- 사용하는 기계 및 원격 기계의 로그인 유형 설정을 Azure Active Directory 와
일치시킵니다 .

- 기계와 원격 기계의 Azure Active Directory 에서 설정한 테넌트를 일치시킵니다 .
- Azure Active Directory의 대상 기계 및 설정 절차는 당사 공식 웹사이트의 제품 페이지를
참조하십시오 .

ID 선택 및 프린트의 경우
- 작업을 인쇄하려면 [ID 선택 및 프린트 ] 에서 [( 사용자 ID 없음 )] 을 선택합니다 .

작업 표시 건수에 대해
•축적된 작업은 [개인 프린트(서버리스)] 화면, [ID 선택 프린트] 화면, [이력에서 프린트] 화면의
각 화면에서 기계 1대당 9건까지 표시할 수 있습니다. 어느 기계에서 작업 수가 99건을 초과한
경우 , 그 기계의 100 건째 이후의 작업은 표시되지 않습니다 .

보충
•[이력에서 프린트] 화면은 관리자 설정 화면의 [이력에서 프린트] 사용]에서 [선택함]을 선택하고
있는 경우만 표시할 수 있습니다 .

•취득한 작업이 495 개를 넘으면 496 번째 이후의 작업은 표시되지 않습니다 .

보충
•[문서 표시 순서 ] 설정에 따라 표시되는 문서가 달라집니다 .

본 기계의 인증 모드를 변경하는 경우의 주의 /제한
무서버 주문형 프린트에는 다음 2 종류가 있습니다 .
•개인 프린트 ( 서버리스 ): 본체 인증 , 외부 인증 , 인증안함 모드로 IC 카드를 사용하는 경우
•ID 선택 프린트 : 인증안함 모드에서 IC 카드도 이용하지 않을 경우
본 기계의 인증 모드를 변경했을 때는 사용할 애플리케이션을 변경할 필요가 있습니다 .
다음 순서에 따라 화면의 기능 버튼과 실행할 플러그인을 변경해 주십시오 .

서비스 버튼 변경
이 절에서는 기계의 인증 모드에 따라 [ 개인 프린트 ( 서버리스 )] 와 [ID 선택 및 프린트 ] 의 메뉴
표시를 변경하는 방법에 대해 설명합니다 . 

보충
•Server-less On-Demand Print 를 설치하면 홈 화면에 [ 개인 프린트 ( 서버리스 )] 와 [ID 선택 및
프린트 ] 아이콘이 모두 표시됩니다 . 

조작 순서
0 1 복합기의 조작 패널에서 시스템 관리 모드로 들어갑니다 .

보충
•로로그인 방법에 대한 자세한 내용은 기기와 함께 제공된 설명서를 참조하십시오 .

2 앱의 표시 영역을 길게 탭합니다 .
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[ 개인 프린트 (서버리스 )] 와 [ID 선택 및 프린트 ] 숨기기

3 숨기려면 서비스 버튼의 [x] 를 누릅니다 .

[ 개인 프린트 (서버리스 )] 와 [ID 선택 및 프린트 ] 표시하기

3 [+] 를 누릅니다 .

4 표시할 서비스 버튼을 선택합니다 .

5 아이콘을 롱탭한 상태로 목적하는 위치까지 이동합니다 .

보충
•페이지간 아이콘 이동은 불가합니다 . 배치하고자 하는 페이지에서 [+] 을 ( 를 ) 탭하십시오 .

6 사용자 지정이 완료되면 아이콘 바깥쪽 영역을 탭합니다 .

플라그인 변경
사용할 플러그인의 변경은 Internet Services 에서 실행하십시오 .

조작 순서
0 1 컴퓨터를 시작한 다음 웹 브라우저를 시작하십시오 .

2 웹 브라우저의 주소 표시줄에 복합기의 IP 주소 또는 인터넷 주소를 입력하십시오 .
Internet Services 가 시작됩니다 .

3 시스템 관리 모드로 들어갑니다 .

4 [ 시스템 ] > [ 시스템 설정 ] 에서 [ 플러그 인 설정 ] 을 클릭하면 장치에 설치된 플러그인 목록이
표시됩니다 .
각 애플리케이션의 플라그인 이름은 다음과 같습니다 .

애플리케이션 플러그 인 이름

개인 프린트 ( 서버리스 ) ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin

ID 선택 프린트 ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth
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5 다음 조작을 실시합니다 .

개인 프린트 (서버리스 ) 의 경우

(1) [ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin] 을 선택하고 , [ 정지 ] 를 클릭합니다 .

ID 선택 및 프린트의 경우

(1) [ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth] 를 선택하고 [ 정지 ] 를 클릭합니다 .

6 기기를 다시 시작합니다 .
설정이 적용됩니다 .

7 기기를 다시 시작한 후 4 단계와 동일하게 조작하여 [ 플러그 인 설정 ] 화면을 표시합니다 .

8 다음 조작을 실시합니다 .

개인 프린트 (서버리스 ) 의 경우

(1) [ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin] 을 선택하고 , [ 개시 ] 를 클릭합니다 .

ID 선택 및 프린트의 경우

(1) [ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth] 를 선택하고 [ 개시 ] 를 클릭합니다 .

9 기기를 다시 시작합니다 .
설정이 적용됩니다 . 

본서의 ‘ 사용환경 설정 ’ > ‘ 무서버 주문형 프린트의 환경설정 ’ 을 참고하여 복합기를
등록하십시오 .

페이퍼리스 팩스 전송

주의 및 제한
•복합기의 [설정] > [인증/집계 관리] > [인증/보안 설정] > [시스템 관리자 정보 설정]을 통해
시스템 관리자 ID 또는 비밀번호를 변경한 경우 페이퍼리스 팩스 전송에서 설정한 시스템
관리자 정보도 변경해야 합니다 . 페이퍼리스 팩스 전송에 등록된 시스템 관리자 ID 또는
비밀번호가 복합기의 ID 또는 비밀번호와 다른 경우 복합기가 예외 및 일반 동작 간에 전환할
수 없습니다 .
페이퍼리스 팩스 전송에서 기계 관리자 ID 또는 비밀번호를 변경하는 방법에 대한 정보는
" 기계 관리자 ID/ 비밀번호 변경 "(P.68) 를 참고하십시오 .

•전송 수신국 (SMB, FTP 또는 Working Folder) 에 대한 비밀번호가 변경된 경우 페이퍼리스
팩스 전송의 비밀번호를 변경했는지 확인하십시오 . 그렇지 않으면 전송 에러가 발생합니다 .

•[페이퍼리스 팩스 동작 전환 ]의 일반 /예외 동작 전환 이력은 다른 설정 정보와 함께 내보내기
되지 않습니다 .

•Working Folder 서버를 유지 관리하는 동안 수신 팩스를 Working Folder 로 전송할 수
없습니다 . 이로 인해 전송 에러가 발생하며 , 유지 관리 동안 수신한 팩스는 수신 메일박스에
저장됩니다 . 수신 메일박스에 저장된 팩스를 서버로 전송하려면 " 메일박스 내의 문서를
수동으로 전송 "(P.68) 에 기술된 단계를 수행하십시오 .

•페이퍼리스 팩스 전송 화면의 각 항목에 대한 설정을 저장하는 경우 다음이 자동으로
구성되거나 처리됩니다 .
-신규 메일박스의 작성 또는 기존 메일박스의 변경
-신규 일괄처리의 작성 또는 기존 일괄처리의 수정
-회선별 메일박스 선택기 설정
-메일박스 선택기의 유효화
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-메일박스 수신 리포트를 [ 자동출력안함 ] 으로 변경
-앱 화면의 버튼 배치 변경

•페이퍼리스 팩스 전송 화면에서 각 설정을 지정하면 폴더 리포트 기능이 자동으로
비활성화됩니다. 폴더 리포트를 자동으로 출력하려면 [설정] > [시스템 설정] > [리포트] 아래
[ 폴더 리포트 ] 에서 [ 자동 출력함 ] 을 선택하십시오 .

•복합기의 조작 메뉴를 사용하여 페이퍼리스 팩스 전송에서 설정된 메일박스와 일괄처리 간의
연결 및 팩스 회선과 메일박스 간의 연결 모두가 변경되지 않도록 하십시오 .

•페이퍼리스 팩스 전송 화면에서 주소록을 통해 수신국을 지정한 후에 복합기 주소록에 등록된
정보를 변경한 경우 지정된 수신국에 대한 정보는 페이퍼리스 팩스 전송에서 자동으로
업데이트되지 않습니다 . 이러한 경우 수신국을 다시 설정해야 합니다 .
페이퍼리스 팩스 전송에서 작성한 일괄 처리가 복합기의 주소록과 연동되어 있지 않습니다 .

•페이퍼리스 팩스 전송에서 작성된 일괄처리를 Internet Services 나 Device Setup ( 디바이스
설정 도구 ) 에서 편집을 할 수 없습니다 .

•다음의 경우는 페이퍼리스 팩스 전송 화면의 [ 문서 추출 후 삭제 ] 설정에 관계없이 문서가
삭제됩니다 .
- [설정] > [앱 설정] > [폴더에서 전송 설정] > [외부 추출 후 파일 삭제]에서 [강제 삭제]가
선택되어 있는 경우 :
각 메일박스에 설정된 값은 무효가 되고 외부에서 문서가 추출되면 추출된 문서는 강제로
삭제됩니다 .

- [ 설정 ] > [ 앱 설정 ] > [ 폴더에서 전송 설정 ] > [ 폴더 파일 저장 기간 ] 에 만료 날짜가
지정되어 있고 [폴더에서 전송] > [폴더 설정] > [만료된 파일 삭제]에서 [예]가 선택되어
있는 경우 :
저장기간이 경과된 문서는 지정된 시각에 삭제됩니다 .

•전송 시에 수신국 서버의 에러나 네트워크 장애 등으로 전송 에러가 발생한 경우 , 문서는
메일박스 내에 축적됩니다 . 이때 , 전송처에서 생성된 폴더는 삭제되지 않고 유지됩니다 . 전송
에러로 축적된 문서는 장애가 해소되어도 재전송되지 않습니다 . 메일박스 내에 축적된 문서를
전송할 경우는 " 메일박스 내의 문서를 수동으로 전송 "(P.68) 의 조작을 하여 주십시오 . 팩스는
전송 대상에서 생성된 폴더로 다시 전달됩니다 .
또한 , 전송 자동 실행을 일시적으로 정지한 때에 메일박스 내에 축적된 문서는 전송 자동
실행을 재개하여도 자동으로 전송되지 않습니다 . 메일박스 내에 축적된 문서를 전송할
경우는 " 메일박스 내의 문서를 수동으로 전송 "(P.68) 의 조작을 하여 주십시오 .

•앱 화면에서 쉽게 찾을 수 있는 곳에 폴더 아이콘을 배치하는 것이 좋습니다 . 그러면 일부
팩스가 수신 폴더에 남아 있는 것을 인식하는 데 도움이 됩니다 .
또한 , 자세한 에러 정보를 확인할 수 있도록 " 전송 리포트 - 전송되지 않은 작업 " 을 자동으로
인쇄하도록 설정하는 것이 좋습니다 ( 이 설정은 기본적으로 활성화되어 있습니다 .).
자세한 내용은 “스캔 딜리버리 사용설명서”의 “설정 화면 표시”를 참조하십시오 .

•파일의 전체 경로 길이를 256 바이트 * 이상으로 설정하면 오류가 발생하고 파일이 전송되지
않습니다 .
*: 확장자가 포함되어 있습니다 . 사용자가 지정할 수 있는 경로 길이는 241 바이트입니다 .

보충
•표의 “바이트”는 UTF-8 문자 코드에 의한 바이트 수를 의미합니다 .
“텍스트의 바이트 수”와 바이트로 표시되는 문자 수는 문자에 따라 다릅니다. 예를 들어 일본어
전각 문자는 2~4바이트로 표시됩니다 .

•전송 대상 1 개 폴더에 저장할 수 있는 파일 및 폴더의 최대 수는 10000 개입니다 .
•사용하는 복합기에 따라 문자 인식 (OCR) 의 처리 우선 순위가 다르기 때문에 예상치 못한
문자열이 전송된 문서에 포함될 수 있습니다 . 자세한 내용은 고객 지원 센터에 문의하십시오 .
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메일박스 내의 문서를 수동으로 전송
전송 에러 발생 시나 전송 일시정지 중에 메일박스 내에 축적된 문서는 다음 절차에 의해 전송할
수 있습니다 .

조작 순서
0 1 다음 조작에서 문서가 저장되어 있는 메일박스를 선택합니다 . 

앱 화면에 페이퍼리스 팩스 서비스용 폴더의 버튼을 배치한 경우

(1) 앱 화면을 표시하고 원하는 폴더 버튼을 누릅니다 .

앱 화면에 페이퍼리스 팩스 서비스용 폴더의 버튼을 배치하지 않은 경우

(1) 앱 화면을 표시하고 [ 폴더에서 전송 ] 을 누릅니다 .

(2) [ 폴더에서 전송 ] 화면에서 대상 메일박스를 선택합니다 .

2 전송할 문서를 선택합니다 .

3 [ 일괄 처리실행 ] 을 누릅니다 .

4 [ 일괄 처리선택 ] 를 누르고 일괄 처리를 선택하고 [ 확인 ] 을 누릅니다 .

5 버튼을 밀어서 시작합니다 . 
설정된 수신국으로 문서가 전송됩니다 .

보충
•예외로 지정된 시점에 위의 단계에 따라 수신 팩스를 전송하면 팩스는 일반 동작으로 지정된 폴더로
전송되는 것이 아니라 예외로 지정된 폴더로 전송됩니다 .

기계 관리자 ID/ 비밀번호 변경
기계 관리자 ID 또는 비밀번호가 복합기에서 변경된 경우 페이퍼리스 팩스 전송에서도 변경해야
합니다 .
기계 관리자 ID 또는 비밀번호는 다음 단계에 따라 변경하 수 있습니다 .

조작 순서
0 1 페이퍼리스 팩스 전송을 실행합니다 .

보충
•예로 조작 패널을 사용하여 실행하는 방법을 설명합니다 .

참고
•실행에 대한 자세한 정보는 다음을 참고하십시오 .
- 복합기의 조작부에서 시작하는 경우 “페이퍼리스 팩스 전송 사용설명서”의 “복합기 조작
패널을 사용하여 설정” > “설정 화면 표시”를 참조하십시오 .
- Internet Services 를 사용하여 시작하는 경우 “ 페이퍼리스 팩스 전송 사용설명서 ” 의
“Internet Services 사용 설정” > “설정 화면 표시”를 참조하십시오 .

2 복합기의 기계 관리자 정보가 변경된 경우에는 [기계관리자 ID/비밀번호 등록] 화면이 표시됩니다.
[ 시스템 관리자 ID] 및 [ 시스템 관리자 암호 ] 에 새 시스템 관리자 ID 및 비밀번호를 입력하고
[등록 ] 을 누릅니다 .
페이퍼리스 팩스 전송 기계 관리자 정보가 변경됩니다 .

3 변경 후 [페이퍼리스 팩스 전송 ] 화면이 표시되면 필요에 따라 설정을 구성하거나 설정 사항 없이
화면을 닫습니다 .
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Settings cloning for Add-on Applications
•기능을 개별적으로 지정해서 가져올 수 없습니다 . 설정 정보 파일에 포함된 애플리케이션
정보를 한 번에 가져오기 합니다 .

•설정을 가져올 애플리케이션의 버전이 내보낸 애플리케이션의 버전보다 낮은 경우 설정
파일이 업데이트되지 않습니다 .

•가져오는 동안 장치의 전원을 끄지 마십시오 .
가져오는 동안 장치의 전원을 끄는 경우 설정이 올바르게 업데이트 되지 않을 수 있습니다 .
이런 경우 다시 가져오십시오 .

참고
•각 애플리케이션의 보충 및 제한 사항에 대해서는 각 애플리케이션 설명서의 설정 정보 내보내기 /
가져오기에 관한 설명을 참고하십시오 .

Updatings for Add-on Application
•자동 업데이트 실행 일정은 복합기 일련번호마다 다릅니다 . 여러 개의 복합기 애드온 응용
프로그램을 동시에 업데이트하려면 수동 업데이트를 실행하십시오 .

•수동 업데이트 화면에서 [Updating for Add-on Apps] 및 다른 응용 프로그램을 함께
선택하여 업데이트할 경우 , 다른 응용 프로그램은 업데이트되지 않을 수 있습니다 . 이 경우
수동으로 다시 업데이트하십시오 .
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6 หมายเหตแุละข้อจาํกัด
• ชุดสแกนและจัดส่งอย่างงา่ย Pro/ชุดสแกนและจัดส่งอย่างงา่ย Light...................................... P.70
• Server-less On-Demand Print (ไพรเวทชารจ์ พรนิ ต์ (ตามคําสัง่)/พิมพ์ด้วยรหัสผู้ใช้) ......... P.76
• ส่งแฟกซ์แบบลดการใช้กระดาษ............................................................................................... P.80
• Settings cloning for Add-on Applications .......................................................................... P.83
• Updatings for Add-on Application...................................................................................... P.84

ชุดสแกนและจัดส่งอย่างงา่ย Pro/ชุดสแกนและจัดส่งอย่างงา่ย Light
บันทึก

• ชุดสแกนและจัดส่งอย่างงา่ย Light จาํหน่ายเฉพาะในญี่ปุ่ นเท่าน้ัน
• หมายเหต/ุข้อจาํกัดบางประการใช้กับ "ชุดสแกนและจัดส่งอย่างงา่ย Pro" เท่าน้ัน "ชุดสแกน

และจัดส่งอย่างงา่ย Light" ไม่รองรบัคณุสมบัติต่อไปน้ี
- คิวอาร์โค้ด
- บาร์โค้ด
- การสแกนที่กําหนดเอง
- การแยกข้อความ
- แอตทรบิิวต์เพ่ิมเติม
- การแจ้งเตอืนทางอีเมล
- ปลายทางการถ่ายโอน 2
- ระดับโฟลเดอร ์(ระดับ 2-3)

หมายเหตแุละข้อจาํกัดโดยรวม
• หากคณุตัง้ค่าชุดสแกนและจัดส่งอย่างงา่ยสําหรบัอปุกรณ์มัลติZงก์ชั่น ซ่ึงไม่สามารถใช้

คณุสมบัติสแกนและส่งต่อเอกสาร ปุ่มชนิดเอกสารจะปรากฏข้ึน แต่คณุไม่สามารถสแกน
หรอืส่งต่อเอกสาร

• เม่ือตัว]อนเอกสารอัตโนมัติ Duplex ไม่สามารถใช้งานได้ด้วยเหตผุลบางประการ คณุ
สามารถระบุ 2 ด้านในชุดสแกนและจัดส่งอย่างงา่ย แต่อินพุตและเอาท์พุตจะออก
มา 1 ด้าน

• หากคณุใช้อุปกรณ์มัลติZงก์ชันท่ีเช่ือมต่อกับเครือ่งอา่นการด์ IC ชุดสแกนและจัดส่ง
อย่างงา่ยจะรองรบัเฉพาะอุปกรณ์ท่ีเก่ียวข้องท่ีมีการเรยีกข้อมลูผู้ใช้
ไม่รบัประกนับรกิารน้ีเม่ือมีการเช่ือมต่ออปุกรณ์อปุกรณ์การบัญชี

• ในกรณีต่อไปน้ี เครือ่งจะไม่ทําการแก้ไขการเอียง
-ภาพสีและภาพเกรย์สเกลท่ีมีความละเอียดเท่ากับ 600 dpi
-ต้นฉบับท่ีเป็นรูปภาพเท่าน้ัน

• จาํนวนไฟล์และโฟลเดอรส์งูสุดท่ีสามารถจัดเก็บในหน่ึงโฟลเดอรข์องปลายทางการถ่าย
โอนคือ 10,000

• ด้วยการรบัรองความถกูต้องภายนอก (LDAP และ Azure Active Directory) คณุไม่
สามารถจาํกัดการใช้Zงก์ชันการสแกนสําหรบัผู้ใช้แต่ละราย

หมายเหตแุละข้อจาํกัดเม่ือดําเนินงาน
• เม่ือเกิดข้อผิดพลาดข้ึนในเวลาท่ีดําเนินงาน หน้าจอข้อผิดพลาดจะไม่ปรากฏข้ึนแม้วา่

งานจะเสรจ็ส้ินแล้วก็ตาม ในกรณีดังกล่าว เครือ่งจะเขียนข้อมูลข้อผิดพลาด ในประวติั
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งานของอุปกรณ์มัลติZงก์ชั่น แล้วตรวจสอบ สําหรบัวธิกีารตรวจสอบประวติังาน โปรดดู
คูมื่อท่ีให้มาพรอ้มกับอปุกรณ์มัลติZงก์ชั่น

• หากมีช่ือไฟล์เดียวกันท่ีปลายทางการถ่ายโอน เอกสารสแกนจะมีเครือ่งหมาย
ยัติภังค์ (-) และตัวเลข 4 หลัก (0001 ถึง 9999) ท่ีท้ายช่ือไฟล์ ท่ีตอนท้ายของช่ือ
ไฟล์ หากตัวเลขเกิน 9999 จะเกิดข้อผิดพลาด

• หากไฟล์ท่ีมีช่ือเดียวกนัถกูส่งจากเครือ่งมัลติZงก์ชันหลายเครือ่งไปยังปลายทางการถ่าย
โอนเดียวกนัในเวลา เดียวกนัไฟล์อาจไม่สามารถถา่ยโอนได้อย่างถกูต้อง
เพ่ือ]องกนัjญหาน้ี สําหรบักฎของช่ือไฟล์ เครือ่งอาจตัง้ค่าวนัท่ีและเวลาท่ีมี
วนิาที (ตัวอย่างเช่น: filename_20151001123025.xdw)

• การส่งต่อ FTP ไม่สนับสนุนโปรโตคอลท่ีมีการส่ือสารแบบเข้ารหัส เช่น SFTP (SSH FTP) 
และ FTPS (FTP บน SSL/TLS)

• การส่ือสาร FTP ทํางานในโหมดแพสซีฟโดยค่าเร ิม่ต้นจากโรงงาน โหมดท่ีสามารถส่ือสาร
อาจเป็นโหมดแอคทีฟเท่าน้ัน ทัง้น้ีข้ึนอยู่กับเซิรฟ์เวอร ์ในกรณีดังกล่าว ให้เปล่ียนโหมด
การส่ือสารจาก Internet Services

• หากมีไฟล์หรอืโฟลเดอรม์ากกวา่ 10,000 ไฟล์ ท่ีเซิรฟ์เวอรก์ารจัดเก็บไฟล์ของปลายทาง
การถ่ายโอน เอกสารท่ีสแกนอาจไม่สามารถประมวลผลได้อย่างถกูต้อง

หมายเหตแุละข้อจาํกัดในการตัง้ค่าการสแกนและจดัส่งอย่างงา่ย
หมายเหตแุละข้อจํากัดเก่ียวกับขนาดข้อมูล

• หากขนาดของข้อมูลท่ีตัง้ค่าเกินกวา่ 1 MB โปรแกรมจะข้ึนข้อผิดพลาดในการแสดง
ผล การข้อมูลการตัง้ค่าจะไม่ได้รบัการบันทึก ในกรณีน้ีต้องแก้ไขการตัง้ค่าเพ่ือลดขนาด
ของข้อมูล

หมายเหตแุละข้อจํากัดเก่ียวกับ0เจอรก์ารบีบอัดขัน้สูง
• อปุกรณ์มัลติZงก์ชั่นบางรุน่อาจไม่สนับสนุนการใช้งานการบีบอัดขัน้สงู
• การใช้งานการบีบอัดขัน้สงูจะใช้งานได้ต่อเม่ือมีการตัง้ค่าดังต่อไปน้ีท่ีชนิดเอกสาร

-รูปแบบไฟล์
PDF หรอื DocuWorks
บันทึก

• DocuWorks อาจไม่รองรบัการบีบอัดขัน้สงู ทัง้น้ีขึ้นอยู่กับอปุกรณ์มัลติZงก์ชันของ
คณุ คณุสามารถเลือก DocuWorks ได้โดยการอัพเกรดซอฟต์แวร์

-ความละเอียด
200 dpi หรอื 300 dpi

-การสแกนสี
สี, Auto หรอื เกรย์สเกล

• อาจต้องมีการเลือกตัวเลือกการตัง้ค่าบางรายการสําหรบัการใช้งานZงก์ชันน้ี ข้ึนอยู่กับอุ
ปกรณ์มัลติZงก์ชั่นของคณุ สําหรบัรายละเอียดเพ่ิมเติมสามารถติดต่อสอบถามได้ท่ี
ศนูย์บรกิารลกูค้าของเรา

หมายเหตแุละข้อจํากัดเก่ียวกับการใช้งานการค้นหาด้วยข้อความ
• อปุกรณ์มัลติZงก์ชั่นบางรุน่อาจไม่สนับสนุนการทํางานของการค้นหาด้วยข้อความ
• xเจอรก์ารค้นหาด้วยข้อความจะใช้งานได้ต่อเม่ือมีการตัง้ค่าดังต่อไปน้ีในชนิดเอกสาร

-รูปแบบไฟล์
PDF หรอื DocuWorks

-ความละเอียด
200 dpi หรอื 300 dpi
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-ชนิดของต้นฉบับ
ข้อความ หรอื ภาพและข้อความ

• ในการใช้Zงก์ชันการจดจาํตัวอักษร (OCR) จําเป็นต้องมีอ็อปชันเสรมิ
บันทึก

• อปุกรณ์เสรมิอาจแตกต่างกนัออกไปข้ึนอยู่กับอปุกรณ์มัลติZงก์ชั่นของคณุ สําหรบัราย
ละเอยีดเพ่ิมเตมิสามารถติดต่อสอบถามได้ที่ศนูย์บรกิารลกูค้าของเรา

หมายเหตแุละข้อจํากัดเก่ียวกับการส่งอีเมลแจ้งเตือนไปยังผู้ใช้งานท่ีมีสิทธิ ์
(สําหรบั Pro เท่าน้ัน)

• หากZงก์ชันการตรวจสอบสิทธิก์ารใช้งานของอปุกรณ์มัลติZงก์ชั่นไม่ได้ถกูเ{ดใช้งาน
หรอือีเมลของผู้ใช้งานท่ีมีสิทธิ์ไม่ได้ลงทะเบียนท่ีอุปกรณ์มัลติZงก์ชั่นจะทําให้ไม่มีการ
ส่งอีเมล แม้วา่Zงก์ชันการแจ้งเตือนผู้ใช้งานท่ีมีสิทธิจ์ะเ{ดใช้อยู่ก็ตาม

• หากคณุเลือก [ปลายทางการแจ้งเตือนทางอีเมล] > [แจ้งเตือนผู้ใช้ท่ีเข้าสู่ระบบ] ในการ
ตัง้ค่าประเภทบรกิารและระบุท่ีอยู่อีเมลของผู้ใช้ท่ี ได้รบัการรบัรองความถกูต้อง
สําหรบั [ปลายทาง 2] หรอื [ปลายทาง 3] อีเมลสองฉบับจะถกูส่งไปยังท่ีอยู่

หมายเหตแุละข้อจํากัดเก่ียวกับเวอรชั์่น DocuWorks และแอตทรบิิวต์ทัว่ไป /แอ
ตทรบิิวต์เพิ่มเติม (สําหรบั Pro เท่าน้ัน)

หากแอตทรบิิวต์ทัว่ไปหรอืแอตทรบิิวต์เพ่ิมเติมถกูเพ่ิมใน เอกสาร DocuWorks, 
DocuWorks 7 หรอืรุน่ท่ีใหม่กวา่ในการดเูอกสาร
หากคณุใช้ DocuWorks 7 หรอืรุน่ก่อนหน้า ต้องมัน่ใจวา่ได้ทําการตัง้ค่าดังต่อไปน้ี เพ่ือไม่
ให้แอตทรบิิวต์ทัว่ไปหรอืแอตทรบิิวต์เพ่ิมเติมถกูเพ่ิมเข้าไป ได้
• การเลือก [{ด] ใน [การตัง้ค่าข้อมลูทัว่ไป] > [นําแอตทรบิิวต์ท่ีระบุไปใช้]
• การยกเลิกการเลือกกล่องกาเครือ่งหมาย [เพ่ิมแอตทรบิิวต์แบบขยาย] ใน [การตัง้ค่า

ประเภทบรกิาร] หรอืยกเลิกการเลือกกล่องกาเครือ่งหมายของแอตทรบิิวต์แบบขยายแต่
ละรายการบนหน้าจอการตัง้ค่า แอตทรบิิวต์แบบขยายเม่ือทําการสแกน

หมายเหตแุละข้อจํากัดเก่ียวกับการอัพเดตข้อมูลการตัง้ค่า
• ข้อมูลการตัง้ค่าของ สแกนและจัดส่งอย่างงา่ย จะไม่สามารถอพัเดตได้ในขณะท่ีอปุกรณ์

มัลติZงก์ชั่นกาํลังทํางานหรอืถกูใช้งานโดยผู้ใช้ผ่านแผงควบคมุ หลังจากเสรจ็ส้ินการทํา
งานหรอืการปฏิบัติงานจากผู้ใช้ผ่านแผงควบคมุ ลองอพัเดตข้อมูลการตัง้ค่าอีกครัง้

• คณุไม่สามารถนําเข้าข้อมูลการตัง้ค่าท่ีส่งออกโดย ชุดสแกนและจัดส่งอย่างงา่ย Pro ไป
ยัง ชุดสแกนและจัดส่งอย่างงา่ย Light ได้ เน่ืองจากมีคณุลักษณะท่ีไม่สามารถใช้งานได้

หมายเหตแุละข้อจํากัดเก่ียวกับความยาวพาธของช่ือไฟล์
• หากคณุตัง้ค่าความยาวพาธแบบเต็มของไฟล์เป็น 256 ไบต์* หรอืมากกวา่ รายการทัง้

หมดท่ีระบุในกฎการตัง้ช่ือไฟล์อาจไม่ถกูเพ่ิมลงในช่ือไฟล์เน่ืองจากมีการปรบัเปล่ียนช่ือ
ไฟล์
*:ความยาวพาธท่ีสามารถระบุได้ข้ึนอยู่กับการตัง้ค่าของ [ตัวคัน่] ใน [การตัง้ค่าหมายเลข

ผลิตภัณฑ์] เน่ืองจากรวมนามสกลุไฟล์แล้ว ความยาวคือ 241 ไบต์
สําหรบั [3] และ 240 ไบต์สําหรบั [4]
บันทึก

• “ไบต”์ ในตารางหมายถึงจาํนวนไบต์ตามรหัสอักขระ UTF-8
“จาํนวนไบต์ของข้อความ” และจาํนวนตัวอักษรที่แสดงเป็นไบต์จะข้ึนอยู่กับประเภทของตัว
อักษร
ตัวอย่างเช่น อกัขระเต็มความกวา้งคือสองถึงส่ี ไบต์

หมายเหตแุละข้อจํากัดเก่ียวกับประเภทของบาร์โค้ด (สําหรบั Pro เท่าน้ัน)
• ประเภทบาร์โค้ดท่ีรองรบัคอื CODE39, CODE128 และ NW7 เท่าน้ัน
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หมายเหตแุละข้อจํากัดเก่ียวกับเครือ่งมือสรา้ง QR (สําหรบั Pro เท่าน้ัน)
• สตรงิอักขระและอักขระพยัญชนะผสมตัวเลขแบบไบต์เดียวในภาษาเดียวกับระบบ

ปฏิบัติการสามารถตัง้ค่าได้ด้วยเครือ่งมือสรา้ง QR ไม่สามารถใช้สตรงิอักขระในภาษาท่ี
แตกต่างจากระบบปฏิบัติการสําหรบัสตรงิอักขระใดๆ เช่น ช่ือเครือ่งพิมพ์เสมือน ช่ือแอ
ตทรบิิวต์ ช่ือโฟลเดอร ์และช่ือไฟล์

หมายเหตแุละข้อจาํกัดเกี่ยวกับภาษาท่ีใช้ดําเนินการ
ภาษาท่ีแสดงจะต้องถกูตัง้ค่าในอปุกรณ์มัลติZงก์ชั่นล่วงหน้า เน่ืองจากช่ือท่ีจะแสดงจะถกู
จัดเตรยีมในแต่ละภาษาสําหรบัช่ือประเภทหมวดหมู่ ช่ือประเภทบรกิาร และช่ือแอตทรบิิวต์
เพ่ิมเติม (สําหรบั Pro เท่าน้ัน) หากภาษาถกูตัง้เป็น “ไม่ได้]อน”   ซ่ึงหมายความวา่ยังไม่ได้
ตัง้ช่ือท่ีจะแสดง ทําตามขัน้ตอนต่อไปน้ีเพ่ือตัง้ค่า   สําหรบัภาษา   นอกเหนือจากภาษา
ญีปุ่่ นและภาษาอังกฤษ

ขั้นตอน
0 1 ตัง้ค่า  > [อุปกรณ์] > [การตัง้ค่าระบบ] > [การตัง้ค่าหน้าจอ/ปุ่ม] > [ภาษาท่ีตัง้ไว]้ บน

อุปกรณ์มัลติMงก์ชัน่เป็นภาษาท่ีคณุต้องการตัง้ค่า

2 รสีตารท์อุปกรณ์มัลติMงก์ชัน่

3 แสดงหน้าจอการตัง้ค่าสําหรบัสแกนและจัดส่งอย่างงา่ย
อ้างอิง

• สําหรบัรายละเอยีดเพ่ิมเติม โปรดดทูี่ "การแสดงหน้าจอการตัง้ค่า" ใน "คู่มือผู้ใช้ชุดสแกนและ
จัดส่งอย่างงา่ย"

4 เลือก [การตัง้ค่าทัว่ไป] > [การตัง้ค่าข้อมูลทัว่ไป] บนแถบนําทาง

5 เปล่ียน [ภาษาท่ีใช้ดําเนินการ] เป็นภาษาท่ีตัง้ไว้ในขัน้ตอนท่ี 1 และคลิก [นําไปใช้]

6 เลือก [การตัง้ค่าสแกนและจัดส่งอย่างงา่ย] บนแถบนําทาง และตัง้ช่ือประเภทหมวด
หมู่ ช่ือประเภทบรกิาร และช่ือแอตทรบิิวต์เพิม่เติม

หมายเหตแุละข้อจาํกัดเม่ือใช้เบราเซอร ์Firefox ในเวลาท่ีทําการส่ือ
สาร SSL

หากคณุเข้าถึงอปุกรณ์มัลติZงก์ชั่นท่ีตัง้ค่าการส่ือสาร SSL ไว้โดยใช้ Firefox เป็นเวบ็เบราว์
เซอร ์Internet Services อาจแสดงไม่ถกูต้อง
ในกรณีดังกล่าว ให้ดําเนินการตามขัน้ตอนต่อไปน้ี

ขั้นตอน
0 1 เริม่เบราเซอร ์Firefox

2 Zอน “about:config” ในแถบแอดเดรสของเบราเซอรแ์ละกดปุ่ ม <Enter>
เมนูการตัง้ค่าจะปรากฏข้ึน

3 ตัง้ค่า “security.tls.version.fallback-limit” เป็น 1
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หมายเหตแุละข้อจาํกัดเกี่ยวกับขนาดการพิมพ์ของคิวอารโ์ค้ด (สําหรบั 
Pro เท่าน้ัน)

เม่ือต้องการถอดรหัสคิวอาร์โค้ดท่ีสแกนได้อย่างถกูต้อง จาํเป็นต้องพิมพ์พ้ืนท่ีคิวอาร์โค้ด
ในขนาดท่ีถกูต้อง (พ้ืนท่ีโค้ด) และพ้ืนท่ีรวมขอบรอบๆ คิวอาร์โคด้ (พ้ืนท่ีพิมพ์)
ตารางต่อไปน้ีแสดงปรมิาณข้อมลู (จาํนวนไบต์) ท่ีคณุสามารถจัดเก็บในคิวอาร์โคด้ท่ี
กาํหนดโดยหมายเลขรุน่ของคิวอาร์โค้ดและระดับการแก้ไขข้อผิดพลาด (L, M, Q, H) และ
ความสัมพันธร์ะหวา่งพ้ืนท่ีโค้ดและพ้ืนท่ีพิมพ์ต่อความละเอียดการอา่นท่ีสอดคล้องกับ
ปรมิาณข้อมูล
สรา้งและพิมพ์คิวอาร์โค้ดท่ีมีขนาดเหมาะสมตามจาํนวนข้อมูลคิวอาร์โค้ด (จาํนวนไบต์ข้อ
ความ) เม่ือสรา้งสตรงิข้อความสําหรบัคิวอาร์โค้ดหรอืเอกสารท่ีมีคิวอาร์โคด้ และความ
ละเอียดในขณะท่ีสแกน

บันทึก
• “ไบตข์องข้อความ”หมายถึงจาํนวนไบต์ที่แสดงโดยรหัสอักษร UTF-8 

“ไบต์ของข้อความ”กับจาํนวนตัวอกัษรท่ีแสดงด้วยจาํนวนไบต์น้ีจะต่างกนัเน่ืองจากตัวอักษร
ไม่เหมือนกัน ตัวอย่างเช่น อักขระเต็มความกวา้งคือสองถึงส่ี ไบต์

ตัวอย่างเช่น:
เม่ือต้องการใช้หมายเลขรุน่ 15 ท่ีระดับ H ให้สแกนคิวอาร์โค้ดประมาณ 100 อักขระ (สงู
สดุ 220 ไบต์) ด้วยความละเอียด 300 dpi และถอดรหัสอย่างถกูต้อง คณุต้องพิมพ์คิวอาร์
โค้ดโดยให้มีพ้ืนท่ีโคด้ 39.1 มม. และพ้ืนท่ีพิมพ์ 45.2 มม.

หมาย
เลขรุน่

ปรมิาณข้อมลู (ไบต์) พ้ืนที่โค้ด M (มม.) พ้ืนที่พิมพ์ M (มม.)

L M Q H 200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

2 32 26 20 14 19.1 12.7 9.5 6.4 28.2 18.8 14.1 9.4
3 53 42 32 24 22.1 14.7 11 7.4 31.2 20.8 15.6 10.4
4 78 62 46 34 25.1 16.8 12.6 8.4 34.3 22.9 17.1 11.4
5 106 84 60 44 28.2 18.8 14.1 9.4 37.3 24.9 18.7 12.4
6 134 106 74 58 31.2 20.8 15.6 10.4 40.4 26.9 20.2 13.5
7 154 122 86 64 34.3 22.9 17.1 11.4 43.4 29 21.7 14.5
8 192 152 108 84 37.3 24.9 18.7 12.4 46.5 31 23.2 15.5
9 230 180 130 98 40.4 26.9 20.2 13.5 49.5 33 24.8 16.5

10 271 213 151 119 43.4 29 21.7 14.5 52.6 35.1 26.3 17.5
11 321 251 177 137 46.5 31 23.2 15.5 55.6 37.1 27.8 18.5
12 367 287 203 155 49.5 33 24.8 16.5 58.7 39.1 29.3 19.6
13 425 311 241 177 52.6 35.1 26.3 17.5 61.7 41.1 30.9 20.6

พ้ืนทีพิ่มพ์

พ้ืนที่โค้ด

ขอบ
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ข้อควรระวงัและข้อจาํกัดเกี่ยวกับขนาดการพิมพ์บารโ์ค้ด (สําหรบั Pro 
เท่าน้ัน)

เพ่ือให้อา่นบาร์โค้ดท่ีสแกนได้อย่างถกูต้อง จาํเป็นต้องเติมเต็มพ้ืนฐานต่อไปน้ี
• ความกวา้งของเส้นบาร์โคด้ เติมเต็มพ้ืนฐานต่อไปน้ี

-ความกวา้งท่ีน้อยท่ีสดุของเส้นกรณีสแกนด้วยความละเอียด 200 dpi, 300 dpi : 0.7 
mm

-ความกวา้งท่ีน้อยท่ีสดุของเส้นกรณีสแกนด้วยความละเอียด 400 dpi, 600 dpi : 0.3 
mm

• ช่องวา่งโดยรอบบาร์โค้ดคือ 10 เท่าของความกวา้งท่ีน้อยท่ีสดุของเส้น

14 458 362 258 194 55.6 37.1 27.8 18.5 64.8 43.2 32.4 21.6
15 520 412 292 220 58.7 39.1 29.3 19.6 67.8 45.2 33.9 22.6
16 586 450 322 250 61.7 41.1 30.9 20.6 70.9 47.2 35.4 23.6
17 644 504 364 280 64.8 43.2 32.4 21.6 73.9 49.3 37 24.6
18 718 560 394 310 67.8 45.2 33.9 22.6 77 51.3 38.5 25.7
19 792 624 442 338 70.9 47.2 35.4 23.6 80 53.3 40 26.7
20 858 666 482 382 73.9 49.3 37 24.6 83.1 55.4 41.5 27.7
21 929 711 509 403 77 51.3 38.5 25.7 86.1 57.4 43.1 28.7
22 1003 799 565 439 80 53.3 40 26.7 89.2 59.4 44.6 29.7
23 1091 857 611 461 83.1 55.4 41.5 27.7 92.2 61.5 46.1 30.7
24 1171 911 661 511 86.1 57.4 43.1 28.7 95.3 63.5 47.6 31.8
25 1273 997 715 535 89.2 59.4 44.6 29.7 98.3 65.5 49.1 32.8
26 1367 1059 751 593 92.2 61.5 46.1 30.7 101.3 67.6 50.7 33.8
27 1465 1125 805 625 95.3 63.5 47.6 31.8 104.4 69.6 52.2 34.8
28 1528 1190 868 658 98.3 65.5 49.1 32.8 107.4 71.6 53.7 35.8
29 1628 1264 908 698 101.3 67.6 50.7 33.8 110.5 73.7 55.2 36.8
30 1732 1370 982 742 104.4 69.6 52.2 34.8 113.5 75.7 56.8 37.8
31 1840 1452 1030 790 107.4 71.6 53.7 35.8 116.6 77.7 58.3 38.9
32 1952 1538 1112 842 110.5 73.7 55.2 36.8 119.6 79.8 59.8 39.9
33 2068 1628 1168 898 113.5 75.7 56.8 37.8 122.7 81.8 61.3 40.9
34 2188 1722 1228 958 116.6 77.7 58.3 38.9 125.7 83.8 62.9 41.9
35 2303 1809 1283 983 119.6 79.8 59.8 39.9 128.8 85.9 64.4 42.9
36 2431 1911 1351 1051 122.7 81.8 61.3 40.9 131.8 87.9 65.9 43.9
37 2563 1989 1423 1093 125.7 83.8 62.9 41.9 134.9 89.9 67.4 45
38 2699 2099 1499 1139 128.8 85.9 64.4 42.9 137.9 91.9 69 46
39 2809 2213 1579 1219 131.8 87.9 65.9 43.9 141 94 70.5 47
40 2953 2331 1663 1273 134.9 89.9 67.4 45 144 96 72 48

หมาย
เลขรุน่

ปรมิาณข้อมลู (ไบต์) พ้ืนที่โค้ด M (มม.) พ้ืนที่พิมพ์ M (มม.)

L M Q H 200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi
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• ความสงูท่ีน้อยท่ีสดุของบาร์โค้ดคอื 10 mm ค่าน้ีเป็นความสงูท่ีเป็นพ้ืนฐาน
ของ 10 หลัก กรณีมากกวา่ 10 หลักข้ึนไป จาํเป็นต้องใช้ความสงูตามสัดส่วนจาํนวนหลัก

หมายเหตแุละข้อจาํกัดเกี่ยวกับรหัส QR ทัว่ไปและบารโ์ค้ด (สําหรบั Pro 
เท่าน้ัน)

เม่ือมีการระบุรหัส QR ทัว่ไปและบาร์โค้ดสําหรบัช่ือโฟลเดอร ์เครือ่งหมาย “/” ท่ีรวมอยู่ใน
สตรงิอักขระท่ีเก่ียวข้องจะถือเป็นลําดับชั้น อย่างไรก็ตาม 

Server-less On-Demand Print (ไพรเวทชารจ์ พรนิ ต์ (ตามคํา
สัง่)/พิมพ์ด้วยรหัสผู้ใช้)

หมายเหตแุละข้อจาํกัดเกี่ยวกับการใช้เครือ่ง
• เม่ือเ{ดใช้Zงก์ชั่นน้ี เครือ่งอาจต้องใช้เวลาอุน่เครือ่งนานกวา่ปกติสองถึงสามวนิาที
• ปรบัภาษาเริม่ต้นท่ีแสดงบนหน้าจอของเครือ่งของคณุให้ตรงกับภาษาของเครือ่งร ีโมต
• โปรดใช้วธิกีารเข้าสู่ระบบของอปุกรณ์ท่ีใช้อยู่และเครือ่งควบคมุทางไกลท่ีตรงกัน
• ปรบัID เข้าของผู้ดแูลและรหัสผ่านของผู้ดแูลของเครือ่งของคณุและเครือ่งร ีโมตให้ตรง

กนั
• โปรดตัง้เวลาของอปุกรณ์ท่ีใช้อยู่และเครือ่งควบคมุทางไกลให้ตรงกนั หากเวลาท่ีตัง้ไว้ไม่

เหมือนกนั อาจทําให้ไม่สามารถโหลดรายการงานได้ หลังประสานข้อมลูกับเซิรฟ์เวอร์
เวลา (NTP: Network Time Protocol) เวลาของอุปกรณ์ท่ีใช้อยู่และเครือ่งควบคมุทาง
ไกลจะสามารถใช้เวลาเดียวกนั สําหรบัวธิตัีง้ค่าการซิงโครไนซ์กับเซิรฟ์เวอรเ์วลา โปรดดคูู่
มือท่ีให้มาพรอ้มกับเครือ่งแต่ละเครือ่ง

• กรณุาตัง้ค่าคีย์การเข้ารหัสของข้อมูลลับและโหมด IP ในเครือ่งของคณุและเครือ่งร ีโมต
ให้ตรงกัน

• ถ้าคณุใช้เครือ่งท่ีสามารถใช้เครอืข่ายรอง (ข้อมลูเพ่ิมเติม) เม่ือจะใช้Zงก์ชั่นน้ีให้ตัง้ค่า
แอดเดรสของเครอืข่ายหลักใน IP แอดเดรสของเครือ่งหลักและเครือ่งร ีโมต 

• Zงก์ชั่นน้ีไม่สามารถใช้รว่มกับZงก์ชั่นซีเคียวพรนิต์ได้
• กรณีท่ีผู้ใช้ถอนการติดตัง้ Server-less On-Demand Print จากเครือ่งด้วยตัวผู้ใช้เอง ให้

ใช้ความสามารถการล้างข้อมลูของเครือ่งมือสรา้งข้อมลูการตัง้ค่า จะทําการคืนค่าเร ิม่ต้น
ของการตัง้ค่าท่ีถกูบันทึกอยู่ในเครือ่ง รายละเอียดกรณุาดท่ีู "คู่มือผู้ใช้ Server-less On-
Demand Print Setup Tool"

• กรณีท่ีใช้ไพรเวทชารจ์พรนิต์ (ตามคําสัง่) ด้วยการลงช่ือเข้าบัญชีผู้ใช้ปลายทาง หากใช้
ตัวอักษรท่ีนอกเหนือ ASCII กับรหัสผู้ใช้ จะทําให้ตารางเอกสารไม่สามารถรบัได้อย่างถกู
ต้อง

หมายเหต/ุข้อจาํกัดเกี่ยวกับการใช้Mงชั์น่การพิมพ์
• แม้จะสัง่พิมพ์เอกสารจาํนวนมากในหน่ึงครัง้ด้วยZงก์ชั่นน้ี แต่เน่ืองจากงานจะถกูส่ง

สัญญาณทีละ 1 เร ือ่ง ด้วยเหตน้ีุเวลาท่ีใช้ในการพิมพ์จึงอาจนานกวา่เม่ือเทียบกับปกติ
และถ้าเครือ่งได้รบัแฟกซ์ขณะท่ีงานพิมพ์หลายงานกําลังถกูพิมพ์อยู่ งานแฟกซ์จะถกู
พิมพ์ออกมาในระหวา่งท่ีงานพิมพ์กาํลังดําเนินอยู่ เปล่ียนการตัง้ค่าในกรณีท่ีคณุต้องการ
]องกันงานพิมพ์ไม่ให้ถกูขัดจังหวะจากงานแฟกซ์

• งานอาจถกูยกเลิกเน่ืองจากการรเีซ็ตอัตโนมัติในขณะท่ีกาํลังพิมพ์และกาํลังลบเอกสาร
ในกรณีน้ี ให้ตัง้เวลานานกวา่การตัง้ค่าjจจบุันหรอืเลือก [{ด] สําหรบั [Auto Clear] ภาย
ใต้ [การตัง้ค่าระบบ] > [ตัง้เวลา/นาฬิกาของอปุกรณ์] บนหน้าจอ [อุปกรณ์]
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• เช่นเดียวกับงานพิมพ์ทัว่ไปคณุสามารถประมวลผลงานท่ีกาํลังพิมพ์บนแท็บ [งานท่ี
ดําเนินการอยู่] ของหน้าจอ [งาน] จากเครือ่งระยะไกล ระวงัอย่าลบหรอืยกเลิกงานเหล่าน้ี
จากเครือ่งระยะไกล

• ถ้าคณุรอ้งขอคําสัง่พิมพ์จากหลายเครือ่งในเวลาเดียวกัน อาจต้องใช้เวลานานข้ึนก่อนท่ี
จะเร ิม่การพิมพ์ได้

• ถ้าคณุรอ้งขอคําสัง่พิมพ์หน่ึงครัง้สําหรบัเอกสารท่ีถกูเก็บไวใ้นเครือ่งอื่น เอกสารน้ันอาจ
ถกูพิมพ์ในลําดับท่ีแตกต่างกับลําดับท่ีแสดงในแผงสัมผัสบนหน้าจอ

• การดําเนินการขัดจังหวะจะไม่พรอ้มใช้งานในการใช้Zงก์ชั่นน้ี
• หากตัง้ค่าให้เหมือนกับการพิมพ์แผ่นแบนเนอร ์แผ่นแบนเนอรจ์ะสามารถพิมพ์ออกมา

ได้แม้จะเป็นการใช้งานในZงก์ชั่นน้ี
• งานท่ีพิมพ์ด้วยการใช้งานZงก์ชั่นน้ี ในรายงานประวติังานจะแสดงคําวา่ "พิมพ์ Web 

Applications"
• ท่ีไพรเวทชารจ์พรนิต์ (ตามคําสัง่)จะไม่สามารถใช้ [ค่าเร ิม่ต้นการลบหลังจากพิมพ์] หาก

ต้องการตรวจสอบการตัง้ค่าวา่จะลบเอกสารท่ีพิมพ์หรอืถ่ายโอนแล้วหรอืไม่ โปรดดู
ท่ี "พิมพ์จากประวติั" ใน "คูมื่ออา้งอิง Server-less On-Demand Print ไพรเวทชารจ์
พรนิต์ (ตามคําสัง่) พิมพ์ด้วยรหัสผู้ใช้"

• ในสภาพแวดล้อมท่ีมีเครือ่งมัลติZงก์ชั่น A3 และเครือ่งมัลติZงก์ชั่น A4 รวมกนัอยู่ หากมี
การสัง่พิมพ์ขนาดกระดาษท่ีใหญ่กวา่ A4 โปรดระวงัเร ือ่งต่อไปน้ี
- หากสัง่พิมพ์งานพิมพ์ท่ีถกูเก็บไวใ้นเครือ่ง A3 ด้วยเครือ่ง A4 จะมีไอคอน แสดง

เพ่ือเตือนให้ระวงัการพิมพ์ด้วยขนาดกระดาษ A4 หากขนาดกระดาษใหญ่กวา่ A4 จะ
พิมพ์โดยขนาดจะถกูย่อให้เล็กลงเป็น A4

- หากสัง่พิมพ์งานท่ีขนาดกระดาษใหญ่กวา่ A4 ท่ีถกูเก็บไวใ้นเครือ่ง A4 ด้วยเครือ่ง A4 
งานจะถกูย่อให้เล็กลงเป็น A4 ไอคอน จะไม่แสดง

- หากมีการระบุขนาดกระดาษ งานอาจถกูยกเลิก
• แอบพลิเคชั่นน้ี หากมีการใช้ SSL เพ่ือส่ือสารกับเครือ่งมือสรา้งข้อมูลการตัง้ค่าให้ใช้พอร์

ดหมายเลข 58552 แต่หากไม่ใช้ SSL ให้ใช้พอรด์หมายเลข 58052
• เม่ือคณุใช้ทัง้ไพรเวทชารจ์พรนิต์และไพรเวทชารจ์พรนิต์ (ตามคําสัง่) โปรดระวงัส่ิงต่อไป

น้ี:
- หากคณุพยายามเรยีกใช้งานไพรเวทชารจ์พรนิต์บนเครือ่งท่ีจัดเก็บงาน 
- แม้วา่มีการส่งออกเอกสารท่ีสัง่พิมพ์ด้วยไพรเวทชารจ์พรนิต์ ก็ยังสามารถสัง่พิมพ์

เอกสารเดียวกนัจากไพรเวทชารจ์พรนิต์ (ตามคําสัง่) ในเวลาเดียวกนัได้ โปรดทราบวา่
เอกสารน้ีอาจถกูส่งออกหลายครัง้หากทําเช่นน้ี

• หากใช้การพิมพ์ตามบัญชีเรยีกเก็บเงนิและการพิมพ์ด้วยรหัสผู้ใช้พรอ้มกนั จะดําเนินการ
พิมพ์ตามบัญชีเรยีกเก็บเงนิโดยผ่านเครือ่งท่ีบันทึกงาน หากต้องการพิมพ์โดยเครือ่ง
ควมคมุทางไกล อาจต้องใช้เวลามากมารบัส่งงาน

• สําหรบับางรุน่ ให้เลือกเครือ่งหมายท่ี [คณุสมบัติ] > [ความปลอดภัย] > [การตัง้
ค่า SSL/TLS] > [IPP] > [สําหรบัการส่ือสาร SSL/TLS เท่าน้ัน] ใน Internet Services เพ่ือ
ใช้การส่ือสาร SSL เท่าน้ันเม่ือใช้โปรโตคอล IPP
ในกรณีดังกล่าวโปรดเ{ดใช้งานการตัง้ค่า SSL ทัง้บนอุปกรณ์ระยะไกลและเครือ่งของ
คณุ
หากการตัง้ค่าไม่ถกูต้องจะเกิดข้อผิดพลาดบนอุปกรณ์ระยะไกลเม่ือทําการพิมพ์

• จาํนวนงานพิมพ์ท่ีเก็บไว้ไม่แสดงบนไอคอน [ไพรเวทชารจ์พรนิต์ (ตามคําสัง่)], [ไพรเวท
ชารจ์ พรนิต์ชุด (ตามคําสัง่)] หรอื [พิมพ์ด้วยรหัสผู้ใช้] บนหน้าจอหลัก
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หมายเหตแุละข้อจาํกัดในการใช้ Universal Print
• งานท่ีจัดเก็บไวใ้นเครือ่งท่ีรองรบัเอาต์พุต Universal Print จาก Serverless On-

Demand Print สามารถพิมพ์จากเครือ่งระยะไกลได้
• หากเครือ่งระยะไกลไม่รองรบัเอาต์พุต Universal Print จากการพิมพ์ serverless on-

demand ผลลัพธเ์อาต์พตุอาจไม่ใช่ผลลัพธท่ี์ต้องการ
• ต้องใช้การตัง้ค่าต่อไปน้ีเพ่ือใช้ Universal Print
กรณีท่ีเป็นไพรเวทชารจ์พรนิต์ (ตามคําสั่ง)

- จับคู่การตัง้ค่าประเภทการเข้าสู่ระบบสําหรบัเครือ่งของคณุและเครือ่งระยะไกล
กับ Azure Active Directory

- จับคู่ผู้เช่าท่ีคณุตัง้ค่าใน Azure Active Directory ของเครือ่งของคณุและเครือ่งระยะ
ไกล

- โปรดดหูน้าผลิตภัณฑ์ในเวบ็ไซต์อย่างเป็นทางการของเราสําหรบัเครือ่งเ]าหมาย
และขัน้ตอนการตัง้ค่าของ Azure Active Directory

กรณีในการพิมพ์ด้วยรหัสผู้ใช้
- หากต้องการพิมพ์งาน ให้เลือก [(ไม่มี ID ผู้ใช้)] จาก [พิมพ์ด้วยรหัสผู้ใช้]

เก่ียวกับจํานวนงานพิมพ์ท่ีแสดง
• ท่ีหน้าจอแต่ละหน้าจอของหน้าจอ [ไพรเวทชารจ์พรนิต์ (ตามคําสัง่)] [พิมพ์ด้วยรหัสผู้

ใช้] [พิมพ์จากประวติั] งานท่ีถกูเก็บไวจ้ะสามารถแสดงได้สูงสดุ 9 Entries ต่อ 1 เครือ่ง ไม่
วา่จะเป็นเครือ่งใดก็ตาม หากจาํนวนของงานเกนิกวา่ 99 Entries งานในลําดับ
ตัง้แต่ 100 เป็นต้นไปของเครือ่งดังกล่าวจะไม่ปรากฏข้ึน

บันทึก
• สามารถเลือก [เ{ดใช้งาน] ในหัวข้อ [พิมพ์จากประวตัิ]ของหน้าจอผู้ดแูลระบบเท่าน้ัน จึง

จะสามารถแสดงหน้าจอ [พิมพ์จากประวตั]ิ

• เม่ือจาํนวนของงานท่ีได้รบัมีจาํนวนเกิน 495 งาน ตัง้แต่งานท่ี 496 จะไม่ถกูแสดง
บันทึก

• งานที่แสดงจะแตกต่างกันไปข้ึนอยู่กับการตัง้ค่าของ [ลําดับการแสดงไฟล์]

หมายเหต/ุข้อจาํกัดเม่ือเปล่ียนแปลงโหมดการระบุตัวตนของเครือ่งหลัก
สําหรบัการพิมพ์ตามสัง่แบบไม่ผ่านเซิรฟ์เวอร ์มี 2 ชนิดต่อไปน้ี
• การพิมพ์ส่วนบุคคลในทกุท่ี:เม่ือใช้งาน IC การด์ในลงช่ือเข้าบัญชีผู้ใช้เฉพาะท่ี, ลงช่ือเข้า

บัญชีผู้ใช้ปลายทาง, โหมดไม่ต้องลงช่ือเข้าระบบ
• พิมพ์ด้วยรหัสผู้ใช้:หากไม่ใช้งาน IC การด์ในโหมดไม่ต้องลงช่ือเข้าระบบ
หากเปล่ียนแปลงโหมดการระบุตัวตนของเครือ่งหลัก จาํเป็นต้องเปล่ียนแปลงแอบพลิเค
ชั่นท่ีใช้ด้วย
กรณุาเปล่ียนแปลงปุ่มZงก์ชั่นบนหน้าจอ, ปลัก๊อินท่ีจะใช้งาน ตามขัน้ตอนต่อไปน้ี

การเปลี่ยนปุ่มบรกิาร
ส่วนน้ีอธบิายวธิเีปล่ียนการแสดงเมนูของ [ไพรเวทชารจ์พรนิต์ (ตามคําสัง่)] และ [การพิมพ์
ด้วยรหัสผู้ใช้] ตามโหมดการรบัรองความถกูต้องของเครือ่ง 

บันทึก
• เมื่อคณุติดตัง้ Server-less On-Demand Print ทัง้ไอคอน [ไพรเวทชารจ์พรนิต์ (ตามคํา

สัง่)] และ [การพิมพ์ด้วยรหัสผู้ใช้] จะปรากฏข้ึนบนหน้าจอหลัก
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ขั้นตอน
0 1 เข้าสู่โหมดผู้ดแูลระบบบนแผงควบคมุของอุปกรณ์มัลติMงก์ชัน่

บันทึก
• สําหรบัรายละเอยีดเก่ียวกับวธิกีารเข้าสู่ระบบ โปรดดคูู่มือที่ให้มาพรอ้มกับเครือ่ง

2 แตะค้างบรเิวณพ้ืนท่ีแสดงแอป

ซ่อน [ไพรเวทชารจ์พรนิต์ (ตามคําสัง่)] และ [การพิมพ์ด้วยรหัสผู้ใช้]
3 กด [x] ของปุ่ มบรกิารเพ่ือซ่อน

กําลังแสดง [ไพรเวทชารจ์พรนิต์ (ตามคําสัง่)] และ [การพิมพ์ด้วยรหัสผู้ใช้]
3 กด [+]

4 เลือกปุ่มบรกิารท่ีจะแสดง

5 แตะไอคอนค้างไวแ้ล้วย้ายไปยังตําแหน่งท่ีต้องการ
บันทึก

• ไม่สามารถย้ายไอคอนระหวา่งหน้าได้ แตะ[+]ในหน้าที่ต้องการจัดวาง

6 เม่ือเสรจ็ส้ินการปรบัแต่งให้แตะบรเิวณด้านนอกของไอคอน

การเปลี่ยนแปลงปลัก๊อิน
การเปล่ียนแปลงปลัก๊อินท่ีจะเ{ดใช้จะดําเนินการท่ี Internet Services

ขั้นตอน
0 1 เnดคอมพิวเตอรข์องคณุ แล้วเnดเวบ็เบราวเ์ซอร์

2 Zอนท่ีอยู่ IP ของอุปกรณ์มัลติMงก์ชัน่หรอืท่ีอยู่อินเทอรเ์น็ตในแถบท่ีอยู่ของเวบ็เบราว์
เซอร์
Internet Services จะเร ิม่ต้นข้ึน

3 เข้าสู่โหมดผู้ดแูลระบบ
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4 คลิก [การตัง้ค่าปลัก๊อิน] ภายใต้ [ระบบ] > [การตัง้ค่าระบบ] เพ่ือแสดงรายการปลัก๊อินท่ี
ติดตัง้ในอุปกรณ์ของคณุ
ช่ือปลัก๊อินของแต่ละแอปพลิเคชั่นมีดังต่อไปน้ี

5 ทําตามขัน้ตอนต่อไปน้ี
กรณีท่ีเป็นไพรเวทชารจ์พรนิต์ (ตามคําสั่ง)

(1) เลือก [ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin] คลิก [nดใช้งาน]
กรณีในการพิมพ์ด้วยรหัสผู้ใช้ 

(1) เลือก [ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth] แล้วคลิก [หยุดงาน]

6 รสีตารท์เครือ่ง
การตัง้ค่าจะถกูนําไปใช้

7 หลังจากรสีตารท์เครือ่งแล้ว ให้แสดงหน้าจอ [ปลัก๊อินท่ีถกูsงลงไป] โดยดําเนินการเช่น
เดียวกับขัน้ตอนท่ี 4

8 ทําตามขัน้ตอนต่อไปน้ี
กรณีท่ีเป็นไพรเวทชารจ์พรนิต์ (ตามคําสั่ง)

(1) เลือก [ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin] คลิก [เร ิม่]
กรณีในการพิมพ์ด้วยรหัสผู้ใช้ 

(1) เลือก [ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth] แล้วคลิก [เร ิม่]

9 รสีตารท์เครือ่ง
การตัง้ค่าจะถกูนําไปใช้

กรณุาดอูา้งอิงท่ี "การตัง้ค่าสภาพแวดล้อม" > "การกําหนดค่าการพิมพ์ตามสัง่แบบไม่ผ่าน
เซิรฟ์เวอร"์ แล้วจึงบันทึกเครือ่งมัลติZงก์ชัน

ส่งแฟกซ์แบบลดการใช้กระดาษ
หมายเหตแุละข้อจาํกัด

• หาก ID ผู้ดแูลระบบหรอืรหัสผ่านถกูเปล่ียนผ่าน [อุปกรณ์] > [การรบัรองความถกู
ต้อง/การทําบัญชี] > [การตัง้ค่าการรบัรองความถกูต้อง/ความปลอดภัย] > [การตัง้ค่าผู้
ดแูล] ของอปุกรณ์มัลติZงก์ชั่น ให้แน่ใจวา่ได้เปล่ียนข้อมูลผู้ดแูลระบบท่ีตัง้ค่าไวใ้นการ
ส่งแฟกซ์แบบลดการใช้กระดาษ หาก ID ผู้ดแูลระบบหรอืรหัสผ่านท่ีลงทะเบียนกับการส่ง
แฟกซ์แบบลดการใช้กระดาษแตกต่างจากอุปกรณ์มัลติZงก์ ชั่น อปุกรณ์มัลติZงก์ชั่นจะ
ไม่สามารถสลับระหวา่งข้อยกเวน้กับพฤติกรรมปกติได้
สําหรบัข้อมูลเกี่ยวกับวธิกีารเปล่ียนไอดีหรอืรหัสผ่านของผู้ดแูลระบบกับส่งแฟกซ์แบบ
ลดการใช้กระดาษ อา้งอิง "เปล่ียนไอดี/รหัสผ่านของผู้ดแูลระบบ (รหัสผ่าน)"(P.83)

แอบพลิเคชั่น ช่ือปลัก๊อิน
การพิมพ์ส่วนบุคคลในทกุที่ ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin
พิมพ์ด้วยรหัสผู้ใช้ ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth



6  หมายเหตแุละข้อจาํกัด

81

• หากรหัสผ่านสําหรบัปลายทางการถ่ายโอน (SMB, FTP หรอื Working Folder) มีการ
เปล่ียนแปลง ตรวจสอบให้แน่ใจวา่เปล่ียนรหัสผ่านกับส่งแฟกซ์แบบลดการใช้กระดาษ มิ
เช่นน้ัน จะเกิดข้อผิดพลาดการถ่ายโอน

• ประวติัการสลับระหวา่งปกติ/ข้อยกเวน้ ของ [สลับการดําเนินการของแฟกซ์แบบลดการ
ใช้กระดาษ] จะไม่ถกูส่งออกด้วยการตัง้ค่าอื่น

• แฟกซ์ขาเข้าไม่สามารถถ่ายโอนไปยัง Working Folder ในขณะท่ีเซิรฟ์เวอร์
ของ Working Folder กาํลังถกูบํารงุรกัษาได้ เร ือ่งน้ีนําไปสู่ข้อผิดพลาดการถ่ายโอน และ
แฟกซ์ท่ีได้รบัในระหวา่งการบํารงุรกัษาจะถกูจัดเก็บไวใ้นโฟลเดอรข์าเข้า เพ่ือถ่ายโอน
แฟกซ์ท่ีถกูจัดเก็บในโฟลเดอร์ไปยังเซิรฟ์เวอร ์ดําเนินขัน้ตอนท่ีอธบิายไวใ้น "ถ่ายโอน
ไฟล์ท่ีอยู่ในโฟลเดอรแ์บบแมนนวล"(P.82)

• หากคณุบันทึกการตัง้ค่าสําหรบัแต่ละรายการในหน้าจอส่งแฟกซ์แบบลดการใช้
กระดาษ รายการต่อไปน้ีจะถกูกําหนดหรอืจัดการโดยอัตโนมัติ
-สรา้งโฟลเดอรใ์หม่หรอืเปล่ียนโฟลเดอรเ์ดิม
-สรา้ง Job Flow Sheets หรอืแก้ไข Job Flow Sheets เดิม
-การตัง้ค่าของตัวเลือกโฟลเดอร์
-การตัง้ค่าของตัวเลือกโฟลเดอรมี์ผลหรอืไม่มีผล
- รายงานโฟลเดอรเ์ปล่ียนเป็น [{ด]
-การเปล่ียนรูปแบบปุ่มบนหน้าจอแอป

• หากมีการระบุการตัง้ค่าแต่ละรายการบนหน้าจอการส่งแฟกซ์แบบลดการใช้
กระดาษ คณุสมบัติรายงานโฟลเดอรจ์ะ{ดใช้งานโดยอัตโนมัติ หากต้องการพิมพ์ราย
งานโฟลเดอร์โดยอัตโนมัติให้เลือก [เ{ด] สําหรบั [รายงานโฟลเดอร]์ ภาย
ใต้ [อุปกรณ์] > [การตัง้ค่าระบบ] > [รายงาน]

• ตรวจสอบให้แน่ใจวา่ไม่เปล่ียนทัง้การเช่ือมโยงระหวา่งสายแฟกซ์และโฟลเดอร ์และการ
เช่ือมโยงระหวา่งโฟลเดอรแ์ละแผ่นกระแสงานท่ีกาํหนดค่าไวก้ับส่งแฟกซ์แบบลดการใช้
กระดาษผ่านเมนูการทํางานของอปุกรณ์

• หากข้อมูลท่ีลงทะเบียนกับสมดุรายช่ือของอปุกรณ์มัลติZงก์ชั่นมีการเปล่ียนแปลงหลัง
จากระบุปลายทางการ ถ่ายโอนจากสมุดรายช่ือบนหน้าจอการส่งแฟกซ์แบบลดการใช้
กระดาษ ข้อมูลเกี่ยวกับปลายทางท่ีระบุจะไม่อัปเดตโดยอัตโนมัติด้วยการส่งแฟกซ์แบบ
ลดการใช้กระดาษ ในกรณีน้ีคณุต้องตัง้ค่าปลายทางการโอนอีกครัง้โดยอัตโนมัติ ในกรณี
น้ี คณุจะต้องกําหนดค่าปลายทางการถ่ายโอนอีกครัง้
Job Flow Sheets ท่ีสรา้งด้วยการส่งแฟกซ์แบบลดการใช้กระดาษจะไม่เช่ือมต่อกันกับ
สมุดรายช่ือของอปุกรณ์มัลติZงก์ชั่น

• สรา้ง Job Flow ในไม่สามารถแก้ไขส่งแฟกซ์แบบลดการใช้กระดาษท่ีอยู่ใน (เครือ่งมือ
การตัง้ค่าอปุกรณ์) Internet Services และ Device Setup

• ในกรณีต่อไปน้ี เอกสารจะถกูลบโดยไม่คํานึงถึงการตัง้ค่าของ [ลบไฟล์หลังจากค้น
คืน] บนหน้าจอการตัง้ค่าส่งแฟกซ์แบบลดการใช้กระดาษ
- เม่ือเลือก [การลบแบบบังคับ] ภายใต้ [อปุกรณ์] > [การตัง้ค่าแอป] > [การตัง้ค่าการ

ส่งจากโฟลเดอร]์ > [ไฟล์ท่ีถกูเรยีกข้อมูลโดยไคลเอนต์]:
ค่าท่ีตัง้ไวใ้นโฟลเดอรจ์ะไม่มีผล หลังค้นคืนไฟล์โดยไคลเอนต์ ไฟล์น้ันจะถกูบังคับลบ

- เม่ือระบุวนัหมดอายุภายใต้ [อปุกรณ์] > [การตัง้ค่าแอป] > [การตัง้ค่าการส่งจาก
โฟลเดอร]์ > [ระยะเวลาการเก็บไฟล์] และเลือก [ใช่] ภายใต้ [ส่งจากโฟลเดอร]์ > [การ
ตัง้ค่าโฟลเดอร]์ > [ลบไฟล์ท่ีหมดอายุ]:
ไฟล์ท่ีหมดอายุจะถกูลบภายในเวลาท่ีกาํหนด

• หากเกิดข้อผิดพลาดการถ่ายโอนระหวา่งการถ่ายโอนเน่ืองจากการขัดข้องของเซิรฟ์เวอร์
ปลายทางการถ่ายโอนหรอืการขัดข้องทางอินเตอรเ์น็ต
ในขณะน้ี โฟลเดอรท่ี์สรา้งท่ีปลายทางการถ่ายโอนจะยังคงอยู่โดยไม่ถกูลบ



6  หมายเหตแุละข้อจาํกัด

82

หลังแก้ไขjญหาเสรจ็ก็ไม่สามารถถา่ยโอนใหม่
หากต้องการถ่ายโอนไฟล์ท่ีบันทึกในโฟลเดอร ์โปรดปฏิบัติตาม"ถ่ายโอนไฟล์ท่ีอยู่ใน
โฟลเดอรแ์บบแมนนวล"(P.82)
แฟกซ์จะถกูส่งต่อไปยังโฟลเดอรท่ี์สรา้งท่ีปลายทางการถ่ายโอนอีกครัง้
นอกจากน้ี เม่ือหยุดเริม่การถา่ยโอนโดยอัตโนมัติช่ัวคราว หลังเร ิม่การถ่ายโอนโดย
อัตโนมัติใหม่ ไฟล์ท่ีเก็บในโฟลเดอรก์็ไม่สามารถถ่ายโอนโดยอัตโนมัติ
หากต้องการถ่ายโอนไฟล์ท่ีบันทึกในโฟลเดอร ์โปรดปฏิบัติตาม"ถ่ายโอนไฟล์ท่ีอยู่ใน
โฟลเดอรแ์บบแมนนวล"(P.82)

• เราขอแนะนําให้คณุวางไอคอนโฟลเดอร์ไวท่ี้ใดท่ีหน่ึงท่ีคณุสามารถค้นหาได้อย่างงา่ย
ดายบนหน้าจอแอป ส่ิงเหล่าน้ีช่วยให้คณุทราบวา่มีแฟกซ์บางส่วนค้างอยู่ในโฟลเดอรข์า
เข้า
ยิง่ไปกวา่น้ัน เราแนะนําให้คณุกาํหนดการตัง้ค่าเพ่ือพิมพ์ "รายงานการถ่ายโอน - งานท่ี
ไม่ส่งมอบ" โดยอัตโนมัติเพ่ือให้ยืนยันข้อมลูข้อผิดพลาดโดยละเอียดได้ (การตัง้ค่าน้ี
เ{ดใช้งานโดยค่าเร ิม่ต้น)
สําหรบัรายละเอียดเพ่ิมเติม โปรดดท่ีู "การตัง้ค่าท่ีมีประโยชน์สําหรบัการแก้ไข
jญหา" ใน "คู่มืออา้งอิงส่งแฟกซ์แบบลดการใช้กระดาษ"

• หากคณุตัง้ค่าความยาวพาธแบบเต็มของไฟล์เป็น 256 ไบต์ * หรอืมากกวา่ จะเกิดข้อผิด
พลาดและไฟล์จะไม่ถกูถ่ายโอน
*: รวมนามสกลุไฟล์ ความยาวพาธท่ีผู้ใช้สามารถระบุได้คือ 241 ไบต์

บันทึก
• “ไบต์” ในตารางหมายถึงจาํนวนไบต์ตามรหัสอกัขระ UTF-8

“จาํนวนไบต์ของข้อความ” และจาํนวนตัวอกัษรท่ีแสดงเป็นไบต์จะข้ึนอยู่กับประเภทของ
ตัวอักษร ตัวอย่างเช่น อักขระเต็มความกวา้งคือสองถงึส่ีไบต์

• จาํนวนไฟล์และโฟลเดอรส์งูสุดท่ีสามารถจัดเก็บในหน่ึงโฟลเดอรข์องปลายทางการถ่าย
โอนคือ 10,000

• ข้ึนอยู่กับอปุกรณ์มัลติZงก์ชั่นของคณุ ลําดับความสําคัญในการประมวลผลสําหรบัข้อ
ความท่ีค้นหาได้ (OCR) จะแตกต่างกันไป ดังน้ันอาจรวมสตรงิอักขระท่ีไม่คาดคิดไวใ้น
เอกสารท่ีถ่ายโอน สําหรบัข้อมลูเพ่ิมเติม โปรดติดต่อศนูย์บรกิารลกูค้าของเรา

ถ่ายโอนไฟล์ท่ีอยู่ในโฟลเดอรแ์บบแมนนวล
เม่ือเกิดข้อผิดพลาดการถ่ายโอนหรอืหยุดถ่ายโอนช่ัวคราว ไฟล์ท่ีเก็บในโฟลเดอรยั์ง
สามารถถ่ายโอนต่อตามขัน้ตอนดังน้ี

ขั้นตอน
0 1 เลือกโฟลเดอรเ์ก็บไฟล์ตามขัน้ตอนต่อไปน้ี

เม่ือโฟลเดอรสํ์าหรบับรกิารแฟกซ์แบบลดการใช้กระดาษถกูกําหนดให้กับปุ่มต่างๆ บน
หน้าจอแอป

(1) แสดงหน้าจอแอปและกดปุ่ มโฟลเดอรท่ี์ต้องการ
เม่ือโฟลเดอรสํ์าหรบับรกิารแฟกซ์แบบลดการใช้กระดาษไม่ได้กําหนดให้กับปุ่มต่างๆ บน
หน้าจอแอป

(1) แสดงหน้าจอแอปและกด [ส่งจากโฟลเดอร]์
(2) โปรดเลือกโฟลเดอรท่ี์สอดคล้องกันในหน้าจอ [ส่งจากโฟลเดอร]์

2 เลือกไฟล์ท่ีจะส่ง

3 กด [เร ิม่ Job Flow Sheet]
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4 กด [เลือก Job Flow Sheet] เลือก job flow แล้วกด [ตกลง]

5 เล่ือนปุ่มเพ่ือเร ิม่
ไฟล์จะถกูถ่ายโอนถึงปลายทางถ่ายโอนท่ีตัง้ไว้

บันทึก
• หากคณุถ่ายโอนแฟกซ์ที่ ได้รบัตามขัน้ตอนข้างต้นในเวลาที่กําหนดสําหรบัข้อยกเวน้ แฟกซ์จะ

ไม่ถกูถ่ายโอนไปยังโฟลเดอรท์ี่ระบุสําหรบัลักษณะการทํางานปกติ แต่จะโอนไปยังโฟลเดอรท์ี่
ระบุสําหรบัข้อยกเวน้

เปล่ียนไอดี/รหัสผ่านของผู้ดแูลระบบ (รหัสผ่าน)
หากไอดีหรอืรหัสผ่านของผู้ดแูลระบบมีการเปล่ียนแปลงกับอปุกรณ์ จะต้องได้รบัการ
เปล่ียนกับส่งแฟกซ์แบบลดการใช้กระดาษด้วยเช่นกนั
สามารถเปล่ียนแปลงไอดีหรอืรหัสผ่านของผู้ดแูลระบบ (รหัสผ่าน) ได้ตามขัน้ตอนต่อไปน้ี

ขั้นตอน
0 1 เริม่ต้นส่งแฟกซ์แบบลดการใช้กระดาษ

บันทึก
• ส่วนต่อไปน้ีอธบิายวธิกีารเร ิม่ต้นผ่านแผงควบคมุ ตามตัวอย่าง
อ้างอิง

• สําหรบัรายละเอยีดเพ่ิมเติมเกี่ยวกับการเร ิม่ต้น อา้งองิส่วนต่อไปน้ี
-เมื่อเร ิม่ต้นใช้งานผ่านแผงควบคมุของอปุกรณ์มัลติZงก์ชัน โปรดด ู"การตัง้ค่าผ่านแผง

ควบคมุของอปุกรณ์" > "แสดงหน้าจอการตัง้ค่า" ใน "คู่มืออา้งอิงส่งแฟกซ์แบบลดการใช้
กระดาษ"

-เมื่อเร ิม่ต้นใช้ Internet Services โปรดดทูี่ "การตัง้ค่าโดยใช้ Internet Services" > "แสดง
หน้าจอการตัง้ค่า" ใน "คู่มืออา้งองิส่งแฟกซ์แบบลดการใช้กระดาษ"

2 หากข้อมูลผู้ดแูลระบบของอุปกรณ์มัลติMงก์ชันถกูเปล่ียน หน้าจอ [ลงทะเบียนรหัสผู้
ใช้/รหัสผ่านของผู้ดแูลระบบ] จะปรากฏ Zอนไอดีและรหัสผ่านใหม่ของผู้ดแูลระบบ
ใน Zอน ID ผู้ดแูลระบบใหม่และรหัสผ่านใน [ID ผู้ดแูลระบบ] และใน [รหัสผ่านผู้ดแูล
ระบบ] แล้วกด [ลงทะเบียน]
ข้อมูลผู้ดแูลระบบของส่งแฟกซ์แบบลดการใช้กระดาษมีการเปล่ียนแปลง

3 หลังการเปลี่ยนแปลง เม่ือหน้าจอ [ส่งแฟกซ์แบบลดการใช้กระดาษ] ปรากฏขึน้
มา กําหนดการตัง้ค่าตามความจาํเป็น หรอืnดหน้าจอโดยไม่ทําการตัง้ค่า

Settings cloning for Add-on Applications
• ไม่สามารถนําเข้าโดยระบุรุน่แยกทีละรุน่ได้ ข้อมูลแอพพลิเคชันท่ีมีอยู่ในไฟล์ข้อมูลการ

ตัง้ค่าจะถกูนําเข้าทัง้หมดทีเดียว
• หากเวอรชั์นของแอพพลิเคชันท่ีคณุนําเข้าการตัง้ค่าเป็นเวอรชั์นท่ีเก่ากวา่ของ

แอพพลิเคชันท่ีส่งออก ไฟล์การตัง้ค่าจะไม่ถกูอพัเดต
• กรณุาอย่า{ดอปุกรณ์ในระหวา่งการนําเข้า

หาก{ดอปุกรณ์ในระหวา่งการนําเข้า การตัง้ค่าอาจไม่ถกูอพัเดตอย่างเหมาะสม ในกรณี
น้ี ให้นําเข้าอีกครัง้
อ้างอิง

• เกี่ยวกับหัวข้อข้อจาํกัดและข้อควรระวงัที่มีในแต่ละแอพพลิเคชัน กรณุาดคํูาอธบิายประกอบที่
เก่ียวกับการส่งออก/นําเข้าข้อมลูการตัง้ค่าในคู่มือของแตล่ะแอพพลิเคชัน
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Updatings for Add-on Application
• กาํหนดการท่ีดําเนินการอัปเดตอัตโนมัติจะแตกต่างกันไปตามหมายเลขซีเรยี

ลของอุปกรณ์มัลติZงก์ชั่นแต่ละตัว หากคณุต้องการอัปเดต Add-on Applications ของ
อปุกรณ์มัลติZงก์ชั่นหลายเครือ่งพรอ้มกนั ให้ดําเนินการอัปเดตด้วยตนเอง

• หากคณุเลือก [Updating for Add-on Apps] และแอปพลิเคชันอื่นๆ รว่มกนัจากหน้าจอ
การอัปเดตด้วยตนเอง และการอัปเดต แอปพลิเคชันอื่นๆ อาจไม่ได้รบัการอัปเดต ใน
กรณีน้ี โปรดอัปเดตด้วยตนเองอีกครัง้
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7 Catatan dan Batasan
• Pengiriman Pemindaian Pro/Pengiriman Pemindaian Light............................................P.85
• Server-less On-Demand Print (Cetak Berbiaya Pribadi (Jaringan)/Pilih ID dan Cetak)P.91
• Pengiriman Faks tanpa Kertas ............................................................................................P.96
• Settings cloning for Add-on Applications ........................................................................P.100
• Updatings for Add-on Application....................................................................................P.100

Pengiriman Pemindaian Pro/Pengiriman Pemindaian Light
Catatan

• Pengiriman Pemindaian Light hanya dijual di Jepang.
• Beberapa catatan/pembatasan hanya berlaku untuk "Pengiriman Pemindaian Pro". 

"Pengiriman Pemindaian Light" tidak mendukung fitur berikut ini.
- Kode QR
- Kode batang
- Pemindaian kustom
- Ekstraksi teks
- Atribut yang diperluas
- Pemberitahuan email
- Tujuan Transfer 2
- Level Folder (Tingkat 2-3)

Catatan dan Batasan Secara Keseluruhan
• Jika Anda mengatur Pengiriman Pemindaian untuk perangkat multifungsi yang 

fitur pemindaian dan penerusan dokumen tidak tersedia, tombol tipe dokumen 
akan ditampilkan tetapi Anda tidak dapat memindai atau meneruskan 
dokumen.

• Bila pengumpan dokumen otomatis dupleks tidak dapat digunakan karena 
alasan tertentu, Anda dapat menentukan 2 Sisi dalam Pengiriman Pemindaian, 
tetapi input dan output dilakukan oleh 1 Sisi.

• Jika Anda menggunakan perangkat multifungsi yang terhubung ke pembaca 
kartu IC, Pengiriman Pemindaian hanya mendukung perangkat terkait tempat 
informasi pengguna diambil.
Layanan ini tidak dijamin bila perangkat penagihan terhubung ke perangkat 
multifungsi.

• Dalam kasus berikut, Koreksi Kemiringan tidak dilakukan.
-Warna gambar dan gambar skala abu-abu yang resolusinya 600 dpi
-Hanya gambar fotografi

• Jumlah maksimum file dan folder yang dapat disimpan dalam satu folder tujuan 
transfer adalah 10000.

• Dengan autentikasi eksternal (LDAP dan Azure Active Directory), Anda tidak 
dapat membatasi penggunaan fungsi pemindaian untuk setiap pengguna.

Catatan dan Batasan Saat Melaksanakan Pekerjaan
• Bila kesalahan terjadi pada saat melaksanakan pekerjaan, layar kesalahan tidak 

ditampilkan meskipun pekerjaan telah selesai. Dalam kasus tersebut, informasi 
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kesalahan ditulis dalam riwayat pekerjaan perangkat multifungsi. Dan lalu 
memeriksanya. Untuk metode pemeriksaan riwayat pekerjaan, lihat panduan 
yang disediakan bersama perangkat multifungsi.

• Jika terdapat file dengan nama yang sama di tujuan transfer, tanda hubung (-) 
dan angka empat digit (0001 hingga 9999) akan ditambahkan ke akhir nama 
file. Jika angkanya lebih dari 9999, maka akan terjadi kesalahan.

• Jika file yang sama dikirim ke tujuan transfer secara bersamaan dari lebih dari 
satu perangkat multifungsi, file mungkin tidak akan terkirim dengan benar.
Untuk mencegah hal ini, untuk aturan nama file, sebaiknya tanggal dan waktu 
termasuk yang kedua diatur (Misalnya: namafile_20151001123025.xdw).

• Penerusan FTP tidak mendukung protokol dengan komunikasi kriptografi 
seperti SFTP (SSH FTP) dan FTPS (FTP melalui SSL/TLS).

• Komunikasi FTP dioperasikan dalam mode Pasif secara default dari pabrik. 
Tergantung pada servernya, mode yang dapat berkomunikasi bisa saja hanya 
mode aktif. Dalam hal tersebut, ubah mode komunikasi dari Internet Services.

• Jika terdapat 10.000 atau lebih file dan folder di tujuan penyimpanan file pada 
server tujuan transfer, dokumen pindai mungkin tidak akan diproses dengan 
benar.

Catatan dan Batasan tentang Pengiriman Pemindaian
Catatan dan Batasan tentang Ukuran Data

• Jika ukuran data pengaturan lebih dari 1 MB, kesalahan akan ditampilkan dan 
informasi pengaturan tidak akan disimpan. Dalam kasus ini, ubah pengaturan 
sehingga jumlah data dapat dikurangi.

Catatan dan Batasan tentang Fitur Kompresi Tinggi
• Beberapa model perangkat multifungsi mungkin tidak mendukung fitur 

Kompresi Tinggi.
• Fitur Kompresi Tinggi tersedia bila nilai berikut diatur dalam tipe dokumen.

-Format File
PDF atau DocuWorks

Catatan
• Tergantung pada perangkat multifungsi Anda, DocuWorks mungkin tidak 

mendukung kompresi tinggi. Anda dapat memilih DocuWorks dengan 
meningkatkan perangkat lunak.

-Resolusi
200 dpi atau 300 dpi

-Pemindaian Warna
Warna, Otomatis, atau Skala Abu-Abu

• Tergantung pada perangkat multifungsi Anda, beberapa pengaturan opsi 
mungkin diperlukan agar dapat menggunakan fitur ini. Untuk informasi lebih 
lanjut, hubungi Pusat Dukungan Pelanggan kami.

Catatan dan Batasan tentang Fitur Teks yang Dapat Dicari
• Beberapa model perangkat multifungsi mungkin tidak mendukung fitur Teks 

yang Dapat Dicari.
• Fitur Teks yang Dapat Dicari tersedia bila nilai berikut diatur dalam tipe 

dokumen.
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-Format File
PDF atau DocuWorks

-Resolusi
200 dpi atau 300 dpi

-Tipe Asli
Teks atau Foto & Teks

• Untuk menggunakan fitur Teks yang Dapat Dicari, opsi diperlukan.

Catatan
• Tergantung pada perangkat multifungsi Anda, komponen opsional mungkin 

berbeda-beda. Untuk informasi lebih lanjut, hubungi Pusat Dukungan Pelanggan 
kami.

Catatan dan Batasan tentang Fitur untuk Mengirimkan Notifikasi Email 
kepada Pengguna Terautentikasi (hanya untuk Pro)

• Jika fitur autentikasi tidak diaktifkan pada perangkat multifungsi atau alamat 
email pengguna terautentikasi tidak teregistrasi dengan perangkat multifungsi, 
email tidak akan dikirim walaupun fitur Beri Notifikasi Pengguna Terautentikasi 
diaktifkan.

• Jika Anda memilih [Tujuan Notifikasi Email] > [Beri Tahu Pengguna yang Login] 
dalam Pengaturan Jenis Dokumen dan menentukan alamat e-mail pengguna 
terautentikasi untuk [Tujuan 2] atau [Tujuan 3], dua e-mail akan dikirim ke 
alamat tersebut.

Catatan dan Batasan tentang Versi DocuWorks dan Atribut Reguler/
Atribut Diperluas (hanya untuk Pro)

Jika atribut reguler atau atribut diperluas ditambahkan ke DocuWorks Document, 
DocuWorks 7 atau yang lebih baru diperlukan untuk melihat dokumen.
Jika Anda menggunakan DocuWorks 7 atau yang lebih lama, pastikan untuk 
mengatur yang berikut ini sehingga atribut reguler dan atribut diperluas tidak 
dapat ditambahkan.
• Memilih [Off] di bawah [Pengaturan Informasi Umum] > [Terapkan Atribut yang 

Ditentukan]
• Batalkan memilih kotak centang [Tambahkan Atribut] dalam [Pengaturan Tipe 

Dokumen], atau batalkan memilih kotak centang pada setiap atribut diperluas 
pada layar pengaturan atribut diperluas saat memindai

Catatan dan Batasan tentang Pembaruan Informasi Pengaturan
• Informasi pengaturan Pengiriman Pemindaian tidak dapat diperbarui saat 

perangkat multifungsi memproses pekerjaan atau dioperasikan oleh pengguna 
melalui panel kontrol. Setelah pekerjaan selesai atau pengoperasian oleh 
pengguna melalui panel kontrol selesai, coba perbarui lagi informasi 
pengaturan.

• Anda tidak dapat mengimpor informasi pengaturan yang diekspor oleh 
Pengiriman Pemindaian Pro ke Pengiriman Pemindaian Light, karena mencakup 
fitur yang tidak dapat digunakan.

Catatan dan Batasan tentang Panjang Jalur Nama File
• Jika Anda menetapkan panjang jalur lengkap file menjadi 256 byte* atau lebih, 

semua item yang ditentukan dalam aturan nama file mungkin tidak 
ditambahkan ke nama file karena adanya penyesuaian nama file.
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*: Setelah ekstensi disertakan, panjang jalur yang dapat ditentukan bergantung 
pada pengaturan [Jumlah Digit] di [Pengaturan Nomor Seri]. Panjangnya 
adalah 241 byte untuk [3], dan 240 byte untuk [4].

Catatan
• “Byte” dalam tabel berarti jumlah byte berdasarkan kode karakter UTF-8.

“Jumlah byte teks” dan jumlah karakter yang dinyatakan oleh byte bergantung pada 
karakter. Misalnya, karakter lebar penuh dijelaskan dengan dua hingga empat byte.

Catatan dan Batasan tentang Jenis Barcode (hanya untuk Pro)
• Jenis barcode yang didukung adalah CODE39, CODE128, dan NW7 saja.

Catatan dan Batasan tentang Alat Pembuat QR (hanya untuk Pro)
• String karakter dan karakter alfanumerik byte tunggal dalam bahasa yang sama 

dengan OS dapat diatur menggunakan alat pembuat QR. String karakter dalam 
bahasa yang berbeda dari OS tidak dapat digunakan untuk string karakter apa 
pun seperti nama printer virtual, nama atribut, nama folder, dan nama file.

Catatan dan Batasan tentang Bahasa Pemrosesan
Bahasa tampilan harus diatur terlebih dahulu di perangkat multifungsi karena 
nama tampilan disiapkan untuk setiap bahasa nama jenis kategori, nama jenis 
dokumen, dan nama atribut yang diperluas (hanya untuk Pro). “Tidak 
dimasukkan” diatur untuk bahasa   yang belum mengatur nama tampilan.
Lakukan langkah-langkah berikut untuk mengatur nilai   bahasa   selain bahasa 
Jepang dan Inggris.

Langkah
0 1 Atur  > [Perangkat] > [Pengaturan Sistem] > [Pengaturan Layar/Tombol] > 

[Bahasa Default] di perangkat multifungsi menjadi bahasa yang ingin Anda 
atur.

2 Mulai ulang perangkat multifungsi.

3 Tampilkan screen pengaturan untuk Pengiriman Pemindaian.
Lihat

• Untuk detail lebih lanjut, lihat "Menampilkan Layar Pengaturan" di "Pengiriman 
Pemindaian Panduan Pengguna".

4 Pilih [Pengaturan Layanan Umum]> [Pengaturan Informasi Umum] pada bilah 
navigasi.

5 Ubah [Bahasa Pemrosesan] ke bahasa yang diatur pada langkah 1, dan klik 
[Terapkan].

6 Pilih [Pengaturan Pengiriman Pemindaian] pada bilah navigasi, lalu atur nama 
jenis layanan, nama jenis dokumen, dan nama atribut yang diperluas.

Catatan dan Batasan Bila Anda Menggunakan Browser Firefox 
pada Saat Komunikasi SSL Communication Berlangsung

Jika Anda mengakses perangkat multifungsi di mana komunikasi SSL diatur, 
dengan Firefox untuk browser web, Internet Services mungkin tidak ditampilkan 
dengan sempurna.
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Dalam kasus tersebut, jalankan langkah berikut.

Langkah
0 1 Mulai browser Firefox.

2 Masukkan “about:config” di bilah alamat browser dan tekan tombol <Enter>.
Menu pengaturan akan ditampilkan.

3 Atur nilai “security.tls.version.fallback-limit” to 1.

Catatan dan Batasan tentang Ukuran Pencetakan Kode QR 
(hanya untuk Pro)

Untuk mendekode kode QR yang dipindai dengan benar, perlu mencetak dalam 
ukuran area kode QR yang tepat (area kode) dan area termasuk margin di sekitar 
kode QR (area pencetakan).
Tabel berikut menunjukkan jumlah data (jumlah byte) yang dapat Anda simpan 
dalam kode QR yang ditentukan berdasarkan nomor model kode QR dan tingkat 
koreksi kesalahan (L, M, Q, H), dan hubungan antara area kode dan area 
pencetakan per resolusi pembacaan sesuai dengan jumlah data.
Berdasarkan jumlah data kode QR (jumlah byte teks) saat membuat string teks 
untuk kode QR atau dokumen dengan kode QR dan resolusi pada saat memindai, 
hasilkan, dan cetak kode QR dengan ukuran yang sesuai.

Catatan
• "Byte" dalam tabel berarti jumlah byte berdasarkan kode karakter UTF-8.

"Jumlah byte teks" dan jumlah karakter yang diekspresikan oleh byte tergantung 
pada karakternya. Sebagai contoh, karakter lebar-penuh dijelaskan dengan dua 
hingga empat byte.

Sebagai contoh:
Untuk menggunakan Model No. 15 di Level H, pindai kode QR sekitar 100 karakter 
(hingga 220 byte) dalam resolusi 300 dpi, dan mendekodenya dengan benar, 
Anda harus mencetak kode QR dari area kode 39,1 mm dan area pencetakan 45,2 
mm.

No. 
Model

Jumlah Data (Byte) Area Kode M (mm) Area Pencetakan M (mm)

L M Q H 200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

2 32 26 20 14 19,1 12,7 9,5 6,4 28,2 18,8 14,1 9,4

3 53 42 32 24 22,1 14,7 11 7,4 31,2 20,8 15,6 10,4

4 78 62 46 34 25,1 16,8 12,6 8,4 34,3 22,9 17,1 11,4

Area
Pencetakan

Area Kode

Margin
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5 106 84 60 44 28,2 18,8 14,1 9,4 37,3 24,9 18,7 12,4

6 134 106 74 58 31,2 20,8 15,6 10,4 40,4 26,9 20,2 13,5

7 154 122 86 64 34,3 22,9 17,1 11,4 43,4 29 21,7 14,5

8 192 152 108 84 37,3 24,9 18,7 12,4 46,5 31 23,2 15,5

9 230 180 130 98 40,4 26,9 20,2 13,5 49,5 33 24,8 16,5

10 271 213 151 119 43,4 29 21,7 14,5 52,6 35,1 26,3 17,5

11 321 251 177 137 46,5 31 23,2 15,5 55,6 37,1 27,8 18,5

12 367 287 203 155 49,5 33 24,8 16,5 58,7 39,1 29,3 19,6

13 425 311 241 177 52,6 35,1 26,3 17,5 61,7 41,1 30,9 20,6

14 458 362 258 194 55,6 37,1 27,8 18,5 64,8 43,2 32,4 21,6

15 520 412 292 220 58,7 39,1 29,3 19,6 67,8 45,2 33,9 22,6

16 586 450 322 250 61,7 41,1 30,9 20,6 70,9 47,2 35,4 23,6

17 644 504 364 280 64,8 43,2 32,4 21,6 73,9 49,3 37 24,6

18 718 560 394 310 67,8 45,2 33,9 22,6 77 51,3 38,5 25,7

19 792 624 442 338 70,9 47,2 35,4 23,6 80 53,3 40 26,7

20 858 666 482 382 73,9 49,3 37 24,6 83,1 55,4 41,5 27,7

21 929 711 509 403 77 51,3 38,5 25,7 86,1 57,4 43,1 28,7

22 1003 799 565 439 80 53,3 40 26,7 89,2 59,4 44,6 29,7

23 1091 857 611 461 83,1 55,4 41,5 27,7 92,2 61,5 46,1 30,7

24 1171 911 661 511 86,1 57,4 43,1 28,7 95,3 63,5 47,6 31,8

25 1273 997 715 535 89,2 59,4 44,6 29,7 98,3 65,5 49,1 32,8

26 1367 1059 751 593 92,2 61,5 46,1 30,7 101,3 67,6 50,7 33,8

27 1465 1125 805 625 95,3 63,5 47,6 31,8 104,4 69,6 52,2 34,8

28 1528 1190 868 658 98,3 65,5 49,1 32,8 107,4 71,6 53,7 35,8

29 1628 1264 908 698 101,3 67,6 50,7 33,8 110,5 73,7 55,2 36,8

30 1732 1370 982 742 104,4 69,6 52,2 34,8 113,5 75,7 56,8 37,8

31 1840 1452 1030 790 107,4 71,6 53,7 35,8 116,6 77,7 58,3 38,9

32 1952 1538 1112 842 110,5 73,7 55,2 36,8 119,6 79,8 59,8 39,9

33 2068 1628 1168 898 113,5 75,7 56,8 37,8 122,7 81,8 61,3 40,9

34 2188 1722 1228 958 116,6 77,7 58,3 38,9 125,7 83,8 62,9 41,9

35 2303 1809 1283 983 119,6 79,8 59,8 39,9 128,8 85,9 64,4 42,9

36 2431 1911 1351 1051 122,7 81,8 61,3 40,9 131,8 87,9 65,9 43,9

37 2563 1989 1423 1093 125,7 83,8 62,9 41,9 134,9 89,9 67,4 45

38 2699 2099 1499 1139 128,8 85,9 64,4 42,9 137,9 91,9 69 46

39 2809 2213 1579 1219 131,8 87,9 65,9 43,9 141 94 70,5 47

40 2953 2331 1663 1273 134,9 89,9 67,4 45 144 96 72 48

No. 
Model

Jumlah Data (Byte) Area Kode M (mm) Area Pencetakan M (mm)

L M Q H 200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi
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Catatan dan Batasan tentang Ukuran Pencetakan Barcode 
(hanya untuk Pro)

Untuk mendekode kode barcode yang dipindai dengan benar, kriteria berikut 
harus dipenuhi.
• Lebar garis barcode harus memenuhi kriteria berikut.

- Lebar garis minimum bila memindai dengan resolusi pemindaian 200 dpi atau 300 
dpi: 0,7 mm
- Lebar garis minimum bila memindai dengan resolusi pemindaian 400 dpi atau 600 
dpi: 0,3 mm

• Tinggi minimum barcode harus 10 mm
• Nilai ini adalah ketinggian untuk kriteria bila terdapat 10 digit. Bila terdapat 

lebih dari 10 digit, ketinggian harus proporsional terhadap jumlah digit.

Catatan dan Batasan tentang Kode QR Umum dan Kode Batang 
(hanya untuk Pro)

Jika kode QR umum dan kode batang ditentukan untuk nama folder, "/" yang 
disertakan dalam string karakter yang sesuai akan diperlakukan sebagai hierarki. 
Namun, jika disertakan di akhir string karakter, "/" akan diabaikan.

Server-less On-Demand Print (Cetak Berbiaya Pribadi 
(Jaringan)/Pilih ID dan Cetak)

Catatan dan Batasan pada Penggunaan Mesin
• Saat Pencetakan Sesuai-Permintaan tanpa Server diaktifkan, dibutuhkan 

beberapa detik lebih lama dari biasanya karena pemanasan mesin.
• Sesuaikan bahasa default yang ditampilkan pada layar mesin Anda dengan 

mesin jarak jauh.
• Sesuaikan pengaturan waktu Tipe Login antara mesin dan mesin jarak jauh 

Anda.
• Sesuaikan waktu jam pada mesin dengan mesin jarak jauh tersebut.
• Jika waktunya berbeda, informasi pekerjaan mungkin tidak diambil dengan 

baik. Karena adanya perbedaan tipe ID yang dapat didaftarkan pada mesin 
seperti ID Pengguna dan nomor kartu, ID string teks yang sama dapat muncul 
pada ID Pengguna dan nomor kartu. Anda dapat menyesuaikan pengaturan 
waktu pada mesin dan mesin jarak jauh Anda dengan mensinkronkan jam mesin 
dengan server waktu (NTP: Protokol Waktu Jaringan). Untuk bagaimana 
mengatur sinkronisasi dengan server waktu, lihat panduan yang disediakan 
untuk setiap mesin.

• Atur Kunci Enkripsi untuk Data Rahasia dan Mode IP untuk setiap mesin dan 
mesin jarak jauh Anda agar sama.

• Ketika Anda menggunakan mesin di mana Ethernet Sekunder (opsional) dapat 
diinstal, atur alamat IP dari jaringan primer ke mesin atau mesin jarak jauh 
dengan menggunakan fitur ini. 

• Fitur ini tidak dapat digunakan untuk Cetak Aman.
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• Dari perangkat atau mesin jarak jauh Anda, jika Anda menghapus instalasi 
Pencetakan Sesuai-Permintaan tanpa Server sendiri, pengaturan diperlukan 
kembali dengan fungsi pembersihan. Untuk detailnya, lihat "Panduan Pengguna 
Tool Penyetelan Cetak Sesuai Permintaan Tanpa Server".

• Jika Anda menggunakan Private Charge Print (Jaringan) dengan Login ke Akun 
Jarak Jauh dan menggunakan karakter selain ASCII untuk ID Pengguna, daftar 
pekerjaan mungkin tidak diperoleh dengan benar.

Catatan dan Batasan tentang Penggunaan Fitur Cetak
• Untuk Pencetakan Sesuai-Permintaan tanpa Server, setiap pekerjaan dikirim 

secara independen, bahkan ketika Anda mengirim beberapa permintaan cetak 
dalam satu instruksi. Oleh karena itu, mungkin diperlukan waktu lebih lama 
untuk mencetak daripada biasanya.
Jika mesin menerima pekerjaan faks saat beberapa pekerjaan cetak sedang 
dicetak, pekerjaan faks akan diproses selama pekerjaan cetak sedang 
berlangsung. Ubah pengaturan jika Anda ingin mencegah pekerjaan faks agar 
tidak mengganggu pekerjaan cetak.

• Pekerjaan mencetak atau menghapus mungkin ditunda karena Auto Clear.
Dalam hal ini, setel waktu yang lebih panjang daripada setelan yang ada atau 
pilih [Off] untuk [Bersihkan Otomatis] pada [Pengaturan Sistem] > [Jam/
Pengatur Waktu Sistem] pada layar [Perangkat].

• Seperti pekerjaan cetak umumnya, Anda dapat memproses pekerjaan yang 
sedang dicetak di tab [Pekerjaan Aktif] pada layar [Pekerjaan] dari mesin jarak 
jauh. Berhati-hatilah agar tidak menghapus atau membatalkan pekerjaan ini 
dari mesin jarak jauh.

• Jika Anda meminta instruksi cetak dari mesin yang berbeda secara bersamaan, 
mungkin diperlukan waktu lebih lama sebelum mulai mencetak.

• Jika Anda meminta instruksi pencetakan untuk pekerjaan yang tersimpan di 
mesin yang berbeda dalam waktu yang bersamaan, pekerjaan tidak dapat 
disimpan dalam urutan yang sama seperti yang muncul di layar.

• Operasi yang mengganggu tidak tersedia untuk Pencetakan Sesuai-Permintaan 
tanpa Server.

• Lembar banner tidak dapat dicetak dalam pekerjaan yang dicetak dengan fitur 
Private Charge Print konvensional.

• Namun, untuk Pencetakan Sesuai-Permintaan tanpa Server, banner dapat 
dicetak jika diatur ke aktif. Pekerjaan yang dicetak dengan Pencetakan Sesuai-
Permintaan tanpa Server ditampilkan sebagai "Web Application Print" pada 
Laporan Riwayat Pekerjaan.

• Apabila Anda memiliki perangkat A3 dan A4, dan jika Anda ingin pekerjaan yang 
dihasilkan lebih dari A4, perhatikan item berikut.
- Jika Anda mencetak pekerjaan cetak yang disimpan pada mesin A3 dengan 

mesin A4, ikon  akan ditampilkan dan memberi tahu Anda bahwa 
pekerjaan tersebut akan dicetak dalam ukuran A4. Jika ukurannya lebih 
besar dari A4, pekerjaan disesuaikan ukurannya dan dicetak dalam A4. 

- Jika Anda mencetak pekerjaan cetak yang berukuran lebih besar dari ukuran 
A4 dengan mesin A4, ikon  tidak akan ditampilkan meskipun ukuran 
pencetakan pekerjaan tersebut akan berkurang dan dicetak dalam ukuran 
A4.
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- Jika kertas ukuran ditentukan, pekerjaan mungkin dibatalkan.
• Untuk berkomunikasi dengan Pencetakan Sesuai-Permintaan tanpa Server 

Setup Tool, aplikasi ini menggunakan nomor port 58552 untuk komunikasi SSL, 
atau nomor port 58052 untuk komunikasi tanpa SSL.

• Saat Anda menggunakan Cetak Berbiaya Pribadi dan Cetak Berbiaya Pribadi 
(Jaringan), harap perhatikan hal-hal berikut:
- Jika Anda mencoba menjalankan Cetak Pribadi pada mesin yang 

menyimpan pekerjaan dan mencetak menggunakan mesin jarak jauh secara 
bersamaan, proses transfer pekerjaan mungkin akan memerlukan waktu.

- Meskipun dokumen menjadi output yang diminta dari Cetak Pribadi, 
instruksi mencetak dapat diminta dari Cetak Berbiaya Pribadi (Jaringan) 
untuk dokumen yang sama secara bersamaan. Perlu diingat bahwa 
dokumen yang sama mungkin akan keluar beberapa kali dengan cara ini.

• Jika Anda memiliki Private Charge Print dan Pilih ID dan Cetak, dan mencoba 
menjalankan Charge Print pada mesin yang menyimpan pekerjaan dan 
mencetak dengan mesin jarak jauh secara bersamaan, mungkin diperlukan 
waktu beberapa saat untuk mentransfer pekerjaan.

• Untuk beberapa model, periksa [Properties]> [Security]> [SSL/TLS Settings]> 
[IPP]> [Only Over SSL/TLS] di Internet Services untuk menggunakan hanya 
komunikasi SSL saat menggunakan protokol IPP.
Jangan lupa aktifkan pengaturan SSL di perangkat jarak jauh dan mesin Anda.
Jika pengaturan ini tidak valid, akan terjadi kesalahan pada perangkat jarak jauh 
saat mencetak.

• Jumlah pekerjaan cetak yang disimpan tidak ditampilkan pada ikon [Cetak 
Berbiaya Pribadi (Jaringan)], [Cetak Batch Biaya Pribadi (Jar)], atau [Pilih ID 
dan Cetak] pada layar beranda.

Catatan dan Batasan Penggunaan Universal Print
• Pekerjaan yang disimpan pada mesin yang mendukung output Universal Print 

dari Pencetakan Sesuai-Permintaan tanpa Server dapat dicetak dari mesin 
jarak jauh.

• Jika mesin jarak jauh tidak mendukung output Universal Print dari pencetakan 
sesuai-permintaan tanpa server, hasil output mungkin tidak seperti yang 
diharapkan.

• Pengaturan berikut diperlukan untuk menggunakan Universal Print.

Dalam kasus Private Charge Print (Jaringan)
- Sesuaikan pengaturan Tipe Login untuk mesin dan mesin jarak jauh Anda ke 

Azure Active Directory.
- Sesuaikan penyewa yang Anda atur di Azure Active Directory mesin Anda 

dan mesin jarak jauh.
- Silakan lihat halaman produk dari situs web resmi kami untuk mesin target 

dan prosedur pengaturan Azure Active Directory.

Dalam kasus Pilih ID dan Cetak
- Untuk mencetak pekerjaan, pilih [(Tanpa ID Pengguna)] dari [Pilih ID dan 

Cetak].
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Jumlah Pekerjaan Cetak yang Dapat Dilihat
• Anda dapat melihat hingga sembilan pekerjaan cetak per mesin dalam daftar 

pekerjaan pada setiap layar [Cetak Berbiaya Pribadi (Jaringan)], layar [Pilih ID 
dan Cetak], dan layar [Cetak dari Riwayat]. Jika terdapat lebih dari 99 pekerjaan 
di salah satu mesin, pekerjaan setelah yang ke-99 tidak akan ditampilkan untuk 
mesin tersebut.

Catatan
• Layar [Cetak dari Riwayat] ditampilkan ketika Anda mengatur [Cetak dari 

Riwayat] ke [Aktif] di layar Pengaturan Admin.

• Ketika jumlah pekerjaan yang diambil mencapai maksimum 495, pekerjaan 
yang tersisa tidak akan ditampilkan.

Catatan
• Pekerjaan yang ditampilkan dapat berbeda-beda tergantung pada pengaturan 

[Urutan Tampilan File].

Catatan dan Batasan saat Tipe Login mesin diubah
Ada dua jenis Pencetakan Sesuai-Permintaan tanpa Server.
• Private Charge Print (Jaringan): jika Anda menggunakan Login untuk Akun 

Lokal, Login ke Akun Jarak Jauh, atau mode Tidak Diperlukan Login, dan 
menggunakan Kartu Cerdas

• Pilih ID dan Cetak: jika Anda menggunakan mode Tidak Diperlukan Login, dan 
tidak menggunakan Kartu Cerdas

Jika Anda mengubah Tipe Login perangkat, diperlukan perubahan pada aplikasi 
yang akan digunakan.
Ikuti prosedur di bawah ini, kemudian ubah tombol layanan di layar dan Plug-in 
untuk menjalankan.

Mengganti Tombol Layanan
Bagian ini menguraikan cara untuk mengubah tampilan menu [Private Charge 
Print (Network)] dan [Select ID and Print] sesuai dengan mode autentikasi mesin.

Catatan
• Saat Anda menginstal Cetak Sesuai Permintaan tanpa Server, ikon [Cetak Berbiaya 

Pribadi (Jaringan)] dan ikon [Pilih ID dan Cetak] ditampilkan pada layar Beranda.

Langkah
0 1 Masuk ke mode administrasi sistem pada panel kontrol perangkat multifungsi.

Catatan
• Untuk detail selengkapnya tentang cara untuk login, lihat panduan yang disediakan 

bersama dengan mesin.

2 Sentuh dan pertahankan jari Anda pada area tampilan aplikasi.
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Menyembunyikan [Cetak Berbiaya Pribadi (Jaringan)] dan [Pilih ID dan 
Cetak]

3 Tekan [x] pada tombol layanan untuk menyembunyikan.

Menampilkan [Cetak Berbiaya Pribadi (Jaringan)] dan [Pilih ID dan Cetak]

3 Tekan [+].

4 Pilih tombol layanan untuk ditampilkan.

5 Pindahkan ikon ke posisi target sambil mengetuk lama.
Catatan

• Anda tidak dapat memindahkan ikon antar halaman. Ketuk [+] pada halaman yang 
ingin Anda tempatkan ikon yang diinginkan.

6 Saat Anda menyelesaikan penyesuaian, ketuk area luar ikon aplikasi.

Mengubah Plug-in
Untuk mengubah Plug-in yang akan digunakan, operasikan dengan Internet 
Services.

Langkah
0 1 Nyalakan komputer Anda, lalu luncurkan browser.

2 Masukkan alamat IP dari perangkat multifungsi Anda atau alamat internet di 
bilah alamat browser.
Internet Services dimulai.

3 Masuk ke mode administrasi sistem.

4 Klik [Pengaturan Plug-in] dalam [Sistem] > [Pengaturan Sistem] untuk 
menampilkan daftar Plug-in yang terinstal di perangkat Anda.
Berikut adalah nama plug-in dari setiap aplikasi.

Aplikasi Nama Plug-in

Private Charge Print (Jaringan) ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin
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5 Lakukan prosedur berikut.

Dalam kasus Private Charge Print (Jaringan)
(1) Pilih [ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin], lalu klik [Stop].

Dalam kasus Pilih ID dan Cetak
(1) Pilih [ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth], lalu klik [Stop].

6 Mulai ulang mesin.
Pengaturan sudah diterapkan.

7 Setelah mesin dimulai ulang, tampilkan layar [Plug-in Tertanam] dengan 
operasi yang sama seperti Langkah 4.

8 Lakukan prosedur berikut.

Dalam kasus Private Charge Print (Jaringan)
(1) Pilih [ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin], lalu klik [Mulai].

Dalam kasus Pilih ID dan Cetak
(1) Pilih [ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth], lalu klik [Mulai].

9 Mulai ulang mesin.
Pengaturan sudah diterapkan.

Lihat "Pengaturan Lingkungan" > "Konfigurasi pada Pencetakan Sesuai-
Permintaan tanpa Server" dan tambahkan perangkat.

Pengiriman Faks tanpa Kertas

Catatan dan Batasan
• Jika ID administrator sistem atau sandi diubah melalui [Perangkat] > 

[Autentikasi/Akuntansi] > [Pengaturan Autentikasi/Keamanan] > [Pengaturan 
Administrator] pada perangkat multifungsi, pastikan untuk mengubah 
informasi administrator sistem yang diatur dalam Pengiriman Faks tanpa 
Kertas. Jika ID administrator sistem atau sandi yang diregistrasikan dengan 
Pengiriman Faks tanpa Kertas berbeda dari yang ada pada perangkat 
multifungsi, perangkat tersebut tidak dapat berganti antara pengecualian dan 
tindakan lazim.
Untuk informasi tentang cara mengubah ID administrator sistem atau kode 
sandi pada Pengiriman Faks tanpa Kertas, lihat "Mengubah ID/Kode Sandi 
Administrator Sistem (Sandi)"(P.99).

• Jika sandi untuk tujuan transfer (SMB, FTP, atau Working Folder) telah diubah, 
pastikan untuk mengganti sandi dengan Pengiriman Faks tanpa Kertas. Jika 
tidak, kesalahan transfer akan terjadi.

• Riwayat peralihan normal/pengecualian [Beralih Operasi Faks tanpa Kerta] 
tidak diekspor dengan pengaturan lain.

Pilih ID dan Cetak ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth

Aplikasi Nama Plug-in
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• Faks yang masuk tidak dapat ditransfer ke Working Folder saat server Working 
Folder sedang menjalankan pemeliharaan. Hal ini menyebabkan kesalahan 
transfer, dan dokumen faks yang diterima selama pemeliharaan disimpan di 
folder yang masuk. Untuk mentransfer faks yang tersimpan di folder ke server, 
lakukan langkah-langkah yang dijelaskan dalam "Teruskan Dokumen Faks yang 
Diterima dan Disimpan dalam Folder secara Manual"(P.98).

• Jika Anda menyimpan pengaturan untuk masing-masing item pada layar 
Pengiriman Faks tanpa Kertas, bagian berikut akan dikonfigurasi atau ditangani 
secara otomatis.
- Membuat folder baru atau mengubah folder yang ada
- Membuat lembar alur pekerjaan baru atau mengedit lembar alur pekerjaan 

yang ada
- Mengatur pemilih folder menurut saluran
- Mengaktifkan pemilih folder
- Mengatur fitur Laporan Folder ke [Off]
- Mengubah tata letak tombol di layar Aplikasi

• Jika setiap pengaturan ditentukan pada layar Pengiriman Faks tanpa Kertas, 
fitur Laporan Folder dinonaktifkan secara otomatis. Untuk mencetak sebuah 
Laporan Folder secara otomatis, pilih [On] untuk [Laporan Folder] di 
[Perangkat] > [Pengaturan Sistem] > [Laporan].

• Pastikan untuk tidak mengubah tautan antara saluran faks dan folder dan 
tautan antara folder dan lembar alur pekerjaan yang ditetapkan pada 
Pengiriman Faks tanpa Kertas melalui menu operasi pada perangkat 
multifungsi.

• Jika informasi yang diregistrasikan dengan Buku Alamat perangkat multifungsi 
diubah setelah tujuan transfer ditentukan dari Buku Alamat pada layar 
Pengiriman Faks tanpa Kertas, informasi tentang tujuan yang ditentukan tidak 
diperbarui secara otomatis dengan Pengiriman Faks Tanpa Kertas. Dalam kasus 
ini, Anda harus mengatur tujuan transfer lagi.
Lembaran alur pekerjaan yang dibuat dengan Pengiriman Faks tanpa Kertas 
tidak berpautan dengan Buku Alamat perangkat multifungsi.

• Lembaran alur pekerjaan yang dibuat pada Pengiriman Faks tanpa Kertas tidak 
dapat diedit menggunakan Internet Services atau alat Penyetelan Perangkat.

• Faks yang diterima dan disimpan dalam folder dihapus jika hal berikut terjadi, 
apa pun pengaturan untuk [Hapus File Setelah Pengambilan] pada layar 
pengaturan Pengiriman Faks tanpa Kertas.
- Saat [Hapus Paksa] dipilih di [Perangkat] > [Pengaturan Aplikasi] > 

[Pengaturan Kirim dari Folder] > [File Diambil oleh Klien]:
Pengaturan untuk setiap folder diabaikan, dan dokumen faks yang diterima 
dan disimpan dalam folder dihapus secara paksa saat diambil oleh klien.

- Saat tanggal kedaluwarsa ditentukan di [Perangkat] > [Pengaturan Aplikasi] 
> [Pengaturan Kirim dari Folder] > [Periode Retensi File] dan [Ya] dipilih dari 
[Krm dari Folder] > [Pengaturan Folder] > [Hapus File Kedaluwarsa]:
File yang kedaluwarsa dalam folder dihapus pada waktu yang ditentukan.
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• Ketika kesalahan terjadi karena kerusakan pada server tujuan atau kegagalan 
jaringan saat meneruskan dokumen faks yang diterima, mereka disimpan 
dalam folder. Untuk saat ini, folder yang dibuat di tujuan transfer dipertahankan 
tanpa dihapus. Namun, dokumen faks tersebut tidak lagi diteruskan ke tujuan 
yang ditentukan bahkan jika kesalahan berhasil diatasi. Untuk meneruskan 
dokumen faks yang diterima dan disimpan dalam folder, lakukan prosedur yang 
diuraikan dalam "Teruskan Dokumen Faks yang Diterima dan Disimpan dalam 
Folder secara Manual"(P.98). Faks diteruskan kembali ke folder yang dibuat di 
tujuan transfer.
Selain itu, dokumen faks yang diterima dan disimpan dalam folder saat fitur 
Mulai Otomatis Transfer dinonaktifkan sementara tidak diteruskan secara 
otomatis, bahkan saat fitur diaktifkan. Untuk meneruskan dokumen faks yang 
diterima dan disimpan dalam folder, lakukan prosedur yang diuraikan dalam 
"Teruskan Dokumen Faks yang Diterima dan Disimpan dalam Folder secara 
Manual"(P.98).

• Kami sarankan Anda menempatkan ikon folder di titik yang mudah Anda 
temukan di layar Aplikasi, yang membantu menyadari bahwa sejumlah faks 
tersisa di folder masuk.
Selain itu, Anda sebaiknya mengonfigurasi pengaturan untuk secara otomatis 
mencetak "Laporan Transmisi - Pekerjaan Tak Terkirim" sehingga detail 
informasi kesalahan dapat dikonfirmasi (Pengaturan ini diaktifkan dengan 
pengaturan default.).
Untuk detail lebih lanjut, lihat "Pengaturan yang Membantu Penyelesaian 
Masalah" di "Pengiriman Faks tanpa Kertas Panduan Pengguna".

• Kesalahan akan terjadi jika Anda mengatur panjang jalur lengkap file menjadi 
256 byte* atau lebih, sehingga file tidak ditransfer.
*: Ekstensi disertakan. Panjang jalur yang dapat ditentukan oleh pengguna 
adalah 241 byte.

Catatan
• “Byte” dalam tabel berarti jumlah byte berdasarkan kode karakter UTF-8.

“Jumlah byte teks” dan jumlah karakter yang dinyatakan oleh byte bergantung 
pada karakter. Misalnya, karakter lebar penuh dijelaskan dengan dua hingga 
empat byte.

• Jumlah maksimum file dan folder yang dapat disimpan dalam satu folder tujuan 
transfer adalah 10000.

• Tergantung pada perangkat multifungsi Anda, prioritas pemrosesan untuk teks 
yang dapat dicari (OCR) dapat berbeda-beda, sehingga string karakter yang 
tidak terduga mungkin disertakan dalam dokumen yang ditransfer. Untuk 
informasi lebih lanjut, hubungi Pusat Dukungan Pelanggan kami.

Teruskan Dokumen Faks yang Diterima dan Disimpan dalam 
Folder secara Manual

Bagian ini menjelaskan cara meneruskan dokumen faks yang disimpan dalam 
folder saat terjadi kesalahan saat meneruskannya atau ketika fitur Mulai Otomatis 
Transfer dinonaktifkan sementara.

Langkah
0 1 Pilih folder tempat dokumen faks diterima dan disimpan sesuai dengan sub 

langkah berikut.
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Jika folder untuk layanan Faks Tanpa Kertas ditetapkan untuk tombol pada 
layar Aplikasi

(1) Tampilkan layar Aplikasi dan tekan tombol folder yang dikehendaki.

Jika folder untuk layanan Faks Tanpa Kertas tidak ditetapkan untuk tombol 
pada layar Aplikasi

(1) Tampilkan layar Aplikasi dan tekan [Kirim dari Folder].
(2) Pada layar [Krm dari Folder], pilih folder yang diinginkan.

2 Pilih file yang akan diteruskan dari folder.

3 Tekan [Mulai Lmbran Alur Pekerjaan].

4 Tekan [Pilih Lembar Alur Pekerjaan], pilih alur pekerjaan, dan tekan [OK].

5 Geser tombol untuk memulai.
Dokumen faks yang diterima dalam folder diteruskan ke tujuan tertentu.

Catatan
• Jika Anda mentransfer faks yang diterima seperti langkah-langkah di atas pada 

waktu yang dijadwalkan tanpa pengecualian, faks tidak akan ditransfer ke folder 
yang ditentukan untuk tindakan yang lazim, tetapi ditransfer ke folder yang 
ditentukan untuk pengecualian.

Mengubah ID/Kode Sandi Administrator Sistem (Sandi)
Jika ID administrator sistem atau kode sandi telah diubah pada perangkat 
multifungsi, penggantian juga harus dilakukan pada Pengiriman Faks tanpa 
Kertas.
ID administrator sistem atau kode sandi (sandi) dapat diubah dengan mengikuti 
langkah-langkah berikut.

Langkah
0 1 Mulai Pengiriman Faks tanpa Kertas.

Catatan
• Bagian berikut ini menjelaskan cara memulai melalui panel kontrol, sebagai contoh.
Lihat

• Untuk informasi lebih lanjut tentang proses untuk memulai, lihat bagian berikut.
- Saat memulai melalui panel kontrol perangkat multi fungsi, lihat "Penyetelan 

melalui Panel Kontrol Perangkat Multi Fungsi" > "Tampilkan Layar Pengaturan" di 
"Pengiriman Faks tanpa Kertas Panduan Pengguna".

- Saat memulai menggunakan Internet Services, lihat "Membuat Pengaturan 
dengan Menggunakan Internet Services" > "Tampilkan Layar Pengaturan" di 
"Pengiriman Faks tanpa Kertas Panduan Pengguna".

2 Jika informasi administrator sistem perangkat multifungsi telah diubah, layar 
[Registrasikan ID/Sandi Administrator Sistem] muncul. Masukkan ID 
administrator sistem dan sandi baru dalam [ID Administrator Sistem] dan 
[Sandi Administrator Sistem], dan tekan [Registrasi].
Informasi administrator sistem pada Pengiriman Faks tanpa Kertas diubah.

3 Setelah perubahan, seraya layar [Pengiriman Faks tanpa Kertas] ditampilkan, 
konfigurasikan pengaturan sesuai kebutuhan, atau tutup layar tanpa 
pengaturan apa pun.



7  Catatan dan Batasan

100

Settings cloning for Add-on Applications
• Anda tidak hanya dapat mengimpor informasi pengaturan dari fungsi tertentu. 

Semua informasi aplikasi pada file pengaturan diimpor dalam batch.
• Jika versi aplikasi yang pengaturannya Anda impor memiliki versi yang lebih 

rendah dari aplikasi yang diekspor, file pengaturan tidak diperbarui.
• Jangan mematikan daya perangkat selama mengimpor.

Jika Anda mematikan daya perangkat selama mengimpor, pengaturan mungkin 
tidak diperbarui dengan benar. Dalam hal ini, impor kembali.

Lihat
• Untuk catatan dan batasan yang spesifik untuk setiap aplikasi, lihat deskripsi tentang 

impor dan ekspor informasi pengaturan pada setiap manual aplikasi.

Updatings for Add-on Application
• Jadwal pelaksanaan pembaruan otomatis berbeda untuk setiap nomor seri perangkat

multifungsi. Jika Anda ingin memperbarui aplikasi Add-on dari beberapa perangkat
multifungsi secara bersamaan, lakukan pembaruan secara manual.

• Apabila Anda memilih [Updating for Add-on Apps] dan aplikasi lainnya bersama-sama
dari layar pembaruan manual, dan pembaruan, aplikasi lainnya mungkin tidak akan
diperbarui. Dalam hal ini, mohon perbarui lagi secara manual.
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8 Những chú ý và hạn chế
• Chuyển phát công việc quét Pro/Chuyển phát công việc quét Light ...........................P.101
• Server-less On-Demand Print (In xác thực cá nhân (mạng)/Chọn ID và in) ...............P.107
• Phân phát Fax không giấy.................................................................................................P.112
• Settings cloning for Add-on Applications .......................................................................P.116
• Updatings for Add-on Application...................................................................................P.116

Chuyển phát công việc quét Pro/Chuyển phát công việc quét 
Light

Ghi chú
• Chuyển phát công việc quét Light chỉ được bán ở Nhật Bản.
• Một số lưu ý/hạn chế chỉ áp dụng cho tính năng "Chuyển phát công việc quét Pro". 

"Chuyển phát công việc quét Light" không hỗ trợ các tính năng sau.
- Mã QR
- Mã vạch
- Quét tùy chỉnh
- Trích xuất văn bản
- Thuộc tính mở rộng
- Thông báo email
- Đích truyền 2
- Mức thư mục (Mức 2-3)

Những chú ý và hạn chế trong toàn bộ ứng dụng
• Nếu bạn thiết lập Chuyển phát công việc quét cho thiết bị đa chức năng mà các 

tính năng quét và chuyển tiếp tài liệu không có sẵn, các nút loại tài liệu sẽ được 
hiển thị, nhưng bạn không thể quét hoặc chuyển tiếp tài liệu.

• Khi bộ nạp tài liệu tự động in 2 mặt không thể sử dụng được vì một lý do nào đó, 
bạn có thể chỉ định hai mặt trong Chuyển phát công việc quét, nhưng đầu vào 
và đầu ra được thực hiện bởi 1 mặt.

• Nếu bạn sử dụng thiết bị đa chức năng đã kết nối với đầu đọc thẻ IC, Chuyển 
phát công việc quét chỉ hỗ trợ các thiết bị liên quan mà thông tin người dùng 
được truy xuất từ đó.
Dịch vụ này không được đảm bảo khi thiết bị thanh toán được kết nối với thiết 
bị đa chức năng.

• Trong trường hợp sau, hiệu chỉnh nghiêng lệch không được thực hiện.
-Hình ảnh màu và hình ảnh xám có độ phân giải là 600 dpi.
-Chỉ có ảnh chụp

• Số tệp và thư mục tối đa có thể được lưu trữ trong một thư mục của đích truyền 
là 10000.

• Với xác thực bên ngoài (LDAP và Azure Active Directory), bạn không thể hạn chế 
việc sử dụng chức năng quét cho mỗi người dùng.
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Những chú ý và hạn chế khi thực hiện công việc
• Khi lỗi xảy ra tại thời điểm thực hiện công việc, màn hình lỗi không hiển thị ngay 

cả khi công việc đã hoàn tất. Trong trường hợp đó, thông tin lỗi được ghi trong 
lịch sử công việc của thiết bị đa chức năng. Và sau đó kiểm tra nó. Đối với phương 
pháp kiểm tra lịch sử công việc, vui lòng tham khảo hướng dẫn được cung cấp 
cùng với thiết bị đa chức năng.

• Trường hợp có tồn tại tệp có cùng tên ở địa chỉ đích của văn bản quét thì thì gán 
thêm dấu gạch ngang (-) vào số thứ tự 4 ký tự (0001~9999) vào cuối tên tệp. 
Nếu con số trên 9999, sẽ xảy ra lỗi.

• Trường hợp từ nhiều máy đa năng gửi tệp tin cùng một tên, đến cùng một địa 
chỉ, tại cùng một thời điểm, có thể tệp tin sẽ không được truyền đúng.
Để ngăn chặn điều này, đối với quy tắc tên tập tin, tốt hơn là nên thiết lập ngày 
tháng và thời gian kể cả lần thứ hai (Ví dụ: filename_20151001123025.xdw).

• Chuyển tiếp FTP không hỗ trợ các giao thức với giao tiếp mã hoá như SFTP (SSH 
FTP) và FTPS (FTP trên SSL/TLS).

• Truyền thông FTP được vận hành ở chế độ thụ động theo mặc định của nhà máy. 
Tùy thuộc vào máy chủ, chế độ có thể giao tiếp chỉ có thể là chế độ năng động. 
Trong trường hợp đó, hãy thay đổi chế độ liên lạc từ Dịch vụ Internet.

• Trường hợp tồn tại từ 10,000 tệp tin hoặc thư mục trở lên tại nơi lưu tệp tin trên 
máy chủ của địa chỉ đích, có thể văn bản quét sẽ không được xử lý đúng.

Những chú ý và hạn chế về Chuyển phát công việc quét
Những lưu ý và hạn chế về Kích thước dữ liệu

• Nếu kích thước của dữ liệu cài đặt vượt quá 1 MB, lỗi sẽ được hiển thị và thông 
tin cài đặt sẽ không được lưu. Trong trường hợp này, thay đổi cài đặt để lượng 
dữ liệu có thể giảm bớt.

Những lưu ý và hạn chế về Tính năng Nén cao
• Một số kiểu máy của các thiết bị đa chức năng có thể không hỗ trợ tính năng Nén 

cao.
• Tính năng Nén cao khả dụng khi các giá trị sau được thiết lập trong kiểu tài liệu.

-Định dạng tệp
PDF hoặc DocuWorks

Ghi chú
• Tùy thuộc vào thiết bị đa chức năng của bạn, DocuWorks có thể không hỗ trợ độ 

nén mức cao. Bạn có thể chọn DocuWorks bằng cách nâng cấp phần mềm.
-Độ phân giải

200 dpi hoặc 300 dpi
-Quét màu

Màu, Tự động, hoặcThang độ xám
• Tùy thuộc vào thiết bị đa chức năng của bạn, một số cài đặt tùy chọn có thể được 

yêu cầu để sử dụng tính năng này. Để biết thêm thông tin, hãy liên hệ Trung tâm 
hỗ trợ khách hàng của chúng tôi.

Những lưu ý và hạn chế về Tính năng Tìm kiếm văn bản
• Một số kiểu máy của các thiết bị đa chức năng có thể không hỗ trợ tính năng Tìm 

kiếm văn bản.
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• Tính năng Tìm kiếm văn bản khả dụng khi các giá trị sau được thiết lập trong kiểu 
tài liệu.
-Định dạng tệp

PDF hoặc DocuWorks
-Độ phân giải

200 dpi hoặc 300 dpi
-Kiểu bản gốc

Văn bản hoặc Ảnh & văn bản
• Để sử dụng tính năng Văn bản có thể tìm kiếm, cần có một tùy chọn.

Ghi chú
• Tùy thuộc vào thiết bị đa chức năng của bạn, các thành phần tùy chọn có thể khác 

nhau. Để biết thêm thông tin, hãy liên hệ Trung tâm hỗ trợ khách hàng của chúng 
tôi.

Những lưu ý và hạn chế về Tính năng gửi E-mail thông báo đến Người dùng 
xác thực (chỉ dành cho Pro)

• Nếu tính năng xác thực không được kích hoạt trên thiết bị đa chức năng hoặc địa 
chỉ e-mail của người dùng xác thực chưa được đăng ký với thiết bị đa chức năng, 
e-mail sẽ không được gửi ngay cả khi tính năng Thông báo cho người dùng xác 
thực đã được kích hoạt.

• Nếu bạn chọn [Đích thông báo qua email] > [Thông báo cho người dùng đã đăng 
nhập] trong Thiết đặt Loại tài liệu và chỉ định địa chỉ e-mail của người dùng đã 
xác thực cho [Đích 2] hoặc [Đích 3], sẽ có hai e-mail sẽ được gửi đến địa chỉ đó.

Những lưu ý và hạn chế về Phiên bản DocuWorks và các Thuộc tính thông 
thường/Thuộc tính mở rộng (chỉ dành cho Pro)

Nếu các thuộc tính thông thường hoặc thuộc tính mở rộng đã được thêm vào Tài 
liệu DocuWorks, yêu cầu DocuWorks 7 trở lên để có thể xem tài liệu.
Nếu bạn dùng phiên bản cũ hơn DocuWorks 7, hãy chắc chắn đã thiết lập các cài 
đặt sau đây để các thuộc tính thông thường và thuộc tính mở rộng không thể được 
thêm vào.
• Chọn [Tắt] dưới [Thiết đặt thông tin chung] > [Áp dụng các thuộc tính xác định]
• Bỏ chọn hộp kiểm [Thêm thuộc tính mở rộng] trong [Thiết đặt loại tài liệu], hoặc 

bỏ chọn hộp kiểm của từng thuộc tính

Những lưu ý và hạn chế về cập nhật thông tin cài đặt
• Thông tin cài đặt của Chuyển phát công việc quét không thể được cập nhật 

trong khi thiết bị đa chức năng đang xử lý công việc hoặc đang được thao tác bởi 
một người dùng thông qua bảng điều khiển. Sau khi công việc được hoàn thành 
hoặc thao tác của người dùng thông qua bảng điều khiển kết thúc, hãy thử cập 
nhật lại thông tin cài đặt.

• Bạn không thể nhập thông tin cài đặt do Chuyển phát công việc quét Pro xuất 
sang Chuyển phát công việc quét Light vì thông tin này bao gồm các tính năng 
không thể sử dụng được.

Lưu ý và hạn chế về độ dài đường dẫn của tên tệp
• Nếu bạn đặt độ dài đường dẫn đầy đủ của tệp từ 256 byte* trở lên, có thể không 

thêm được tất cả các mục quy định trong quy tắc tên tệp vào tên tệp do điều 
chỉnh tên tệp.
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*: Do bao gồm đuôi mở rộng, độ dài đường dẫn có thể được chỉ định sẽ tùy thuộc 
vào cài đặt của mục [Số chữ số] trong [Thiết đặt đánh số sê-ri]. Độ dài sẽ là 
241 byte cho mục [3], và 240 byte cho mục [4].

Ghi chú
• “Byte” trong bảng có nghĩa là số byte theo mã ký tự UTF-8.

“Số byte của văn bản” và số ký tự mà byte biểu diễn phụ thuộc vào ký tự. Ví dụ, hệ 
thống mô tả các ký tự đủ độ rộng bằng hai đến bốn byte.

Ghi chú và hạn chế về loại mã vạch (chỉ dành cho Pro)
• Các loại mã vạch được hỗ trợ gồm CODE39, CODE128 và NW7.

Lưu ý và Hạn chế về Công cụ tạo QR (chỉ dành cho Pro)
• Chuỗi ký tự và ký tự dạng chữ và số byte đơn trong cùng ngôn ngữ với HĐH có 

thể được cài đặt bằng công cụ tạo QR. Không thể sử dụng các chuỗi ký tự trong 
một ngôn ngữ khác với ngôn ngữ HĐH cho bất kỳ chuỗi ký tự nào, chẳng hạn như 
tên máy in ảo, tên thuộc tính, tên thư mục và tên tệp.

Những lưu ý và hạn chế về Xử lý Ngôn ngữ
Ngôn ngữ hiển thị phải được đặt trước trong thiết bị đa năng, bởi các tên hiển thị 
sẽ được chuẩn bị cho từng ngôn ngữ cho tên loại dịch vụ, tên loại tài liệu và tên 
thuộc tính mở rộng (chỉ dành cho Pro). "Chưa nhập" được đặt cho các ngôn ngữ  
 mà tên hiển thị chưa được đặt.
Thực hiện các bước sau để đặt giá trị   cho các ngôn ngữ   khác ngoài tiếng Nhật 
và tiếng Anh.

Các bước
0 1 Thiết lập  > [Thiết bị] > [Thiết đặt hệ thống] > [Thiết đặt màn hình/nút] > 

[Default Language] trên thiết bị đa chức năng sang ngôn ngữ bạn muốn đặt.

2 Khởi động lại thiết bị đa năng.

3 Hiển thị màn hình thiết đặt cho Thực hiện quét.
Tham khảo

• Để biết thêm chi tiết, hãy tham khảo mục "Hiển thị màn hình cài đặt" ở mục "Chuyển 
phát công việc quét Hướng dẫn sử dụng".

4 Chọn [Thiết đặt chung] > [Thiết đặt thông tin chung] trên thanh điều hướng.

5 Thay đổi [Ngôn ngữ đang xử lý] thành ngôn ngữ được đặt ở bước 1, và nhấp vào 
[Áp dụng].

6 Chọn [Thiết đặt chuyển phát công việc quét] trên thanh điều hướng, và thiết lập 
tên loại dịch vụ, tên loại tài liệu và tên thuộc tính mở rộng.
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Những chú ý và hạn chế Khi bạn sử dụng trình duyệt Firefox tại 
thời điểm giao tiếp SSL

Nếu bạn truy cập thiết bị đa chức năng được thiết lập giao tiếp SSL bằng cách 
dùng Firefox làm trình duyệt web, Dịch vụ Internet có thể không được hiển thị 
đúng cách.
Trong trường hợp đó, thực hiện các bước sau.

Các bước
0 1 Khởi động trình duyệt Firefox.

2 Nhập "about:config" vào thanh địa chỉ của trình duyệt và nhấn phím <Enter>.
Menu các cài đặt được hiển thị.

3 Thiết lập giá trị của "security.tls.version.fallback-limit" thành 1.

Những chú ý và hạn chế về kích thước in của Mã QR (chỉ dành cho 
Pro)

Để giải mã QR được quét một cách chính xác, cần in đúng kích cỡ vùng mã QR 
(vùng mã) và vùng bao gồm lề quanh mã QR (vùng in).
Bảng dưới đây cho biết số lượng dữ liệu (số byte) mà bạn có thể lưu trữ trong mã 
QR được xác định bởi số mẫu mã QR và mức hiệu chỉnh lỗi (L, M, Q, H) và mối quan 
hệ giữa vùng mã và vùng in cho mỗi độ phân giải đọc tương ứng với số lượng dữ 
liệu.
Tùy theo lượng dữ liệu mã QR (số byte văn bản) khi tạo chuỗi văn bản cho mã QR 
hoặc tài liệu có mã QR và độ phân giải tại thời điểm quét, hãy tạo và in mã QR có 
kích thước phù hợp.

Ghi chú
• "Byte" trong bảng nghĩa là số byte bằng mã ký tự UTF-8.

"Số byte của văn bản" và số ký tự thể hiện bởi các byte phụ thuộc vào ký tự. Ví dụ, hệ 
thống mô tả các ký tự đủ độ rộng bằng hai đến bốn byte.

Ví dụ:
Để sử dụng Mẫu số 15 ở cấp H, quét mã QR khoảng 100 ký tự (tối đa 220 byte) 
với độ phân giải 300 dpi, và giải mã đúng, bạn cần in mã QR có vùng mã 39,1 mm 
và vùng in 45,2 mm.

Vùng in

Vùng mã

Lề
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Mẫu số
Số lượng dữ liệu (Byte) Vùng mã M (mm) Vùng in M (mm)

L M Q H 200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

2 32 26 20 14 19,1 12,7 9,5 6,4 28,2 18,8 14,1 9,4

3 53 42 32 24 22,1 14,7 11 7,4 31,2 20,8 15,6 10,4

4 78 62 46 34 25,1 16,8 12,6 8,4 34,3 22,9 17,1 11,4

5 106 84 60 44 28,2 18,8 14,1 9,4 37,3 24,9 18,7 12,4

6 134 106 74 58 31,2 20,8 15,6 10,4 40,4 26,9 20,2 13,5

7 154 122 86 64 34,3 22,9 17,1 11,4 43,4 29 21,7 14,5

8 192 152 108 84 37,3 24,9 18,7 12,4 46,5 31 23,2 15,5

9 230 180 130 98 40,4 26,9 20,2 13,5 49,5 33 24,8 16,5

10 271 213 151 119 43,4 29 21,7 14,5 52,6 35,1 26,3 17,5

11 321 251 177 137 46,5 31 23,2 15,5 55,6 37,1 27,8 18,5

12 367 287 203 155 49,5 33 24,8 16,5 58,7 39,1 29,3 19,6

13 425 311 241 177 52,6 35,1 26,3 17,5 61,7 41,1 30,9 20,6

14 458 362 258 194 55,6 37,1 27,8 18,5 64,8 43,2 32,4 21,6

15 520 412 292 220 58,7 39,1 29,3 19,6 67,8 45,2 33,9 22,6

16 586 450 322 250 61,7 41,1 30,9 20,6 70,9 47,2 35,4 23,6

17 644 504 364 280 64,8 43,2 32,4 21,6 73,9 49,3 37 24,6

18 718 560 394 310 67,8 45,2 33,9 22,6 77 51,3 38,5 25,7

19 792 624 442 338 70,9 47,2 35,4 23,6 80 53,3 40 26,7

20 858 666 482 382 73,9 49,3 37 24,6 83,1 55,4 41,5 27,7

21 929 711 509 403 77 51,3 38,5 25,7 86,1 57,4 43,1 28,7

22 1003 799 565 439 80 53,3 40 26,7 89,2 59,4 44,6 29,7

23 1091 857 611 461 83,1 55,4 41,5 27,7 92,2 61,5 46,1 30,7

24 1171 911 661 511 86,1 57,4 43,1 28,7 95,3 63,5 47,6 31,8

25 1273 997 715 535 89,2 59,4 44,6 29,7 98,3 65,5 49,1 32,8

26 1367 1059 751 593 92,2 61,5 46,1 30,7 101,3 67,6 50,7 33,8

27 1465 1125 805 625 95,3 63,5 47,6 31,8 104,4 69,6 52,2 34,8

28 1528 1190 868 658 98,3 65,5 49,1 32,8 107,4 71,6 53,7 35,8

29 1628 1264 908 698 101,3 67,6 50,7 33,8 110,5 73,7 55,2 36,8

30 1732 1370 982 742 104,4 69,6 52,2 34,8 113,5 75,7 56,8 37,8

31 1840 1452 1030 790 107,4 71,6 53,7 35,8 116,6 77,7 58,3 38,9

32 1952 1538 1112 842 110,5 73,7 55,2 36,8 119,6 79,8 59,8 39,9

33 2068 1628 1168 898 113,5 75,7 56,8 37,8 122,7 81,8 61,3 40,9

34 2188 1722 1228 958 116,6 77,7 58,3 38,9 125,7 83,8 62,9 41,9

35 2303 1809 1283 983 119,6 79,8 59,8 39,9 128,8 85,9 64,4 42,9

36 2431 1911 1351 1051 122,7 81,8 61,3 40,9 131,8 87,9 65,9 43,9

37 2563 1989 1423 1093 125,7 83,8 62,9 41,9 134,9 89,9 67,4 45
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Những chú ý và hạn chế về kích cỡ in của mã vạch (chỉ dành cho 
Pro)

Để mã vạch đã quét được giải mã chính xác, cần phải đáp ứng các tiêu chuẩn sau.
• Độ rộng của mã vạch đáp ứng các tiêu chuẩn sau

-Độ rộng tối thiểu: 0,7 mm trong trường hợp quét ở độ phân giải 200 dpi, 300 
dpi

-Độ rộng tối thiểu: 0,3 mm trong trường hợp quét ở độ phân giải 400 dpi, 600 
dpi

• Khoảng trống xung quanh mã vạch gấp 10 lần độ rộng tối thiểu
• Chiều cao tối thiểu của mã vạch là 10 mm. Giá trị này là chiều cao quy định cho 

10 chữ số. Trường hợp trên 10 chữ số, chiều cao cần phải tỷ lệ với số chữ số.

Lưu ý và hạn chế về mã QR thông thường và mã vạch (chỉ dành 
cho Pro)

Khi chỉ định mã QR thông thường và mã vạch cho tên thư mục, "/" có trong chuỗi 
ký tự tương ứng được coi là phân cấp. Tuy nhiên, nếu được vào ở cuối chuỗi ký tự, 
nó sẽ bị bỏ qua.

Server-less On-Demand Print (In xác thực cá nhân (mạng)/
Chọn ID và in)

Những chú ý và hạn chế khi sử dụng máy
• Khi Server-less On-Demand Print được bật, sẽ mất thời gian dài hơn bình 

thường vài giây để khởi động máy.
• Cài đặt khớp ngôn ngữ mặc định hiển thị trên màn hình máy của bạn với những 

máy từ xa.
• Cài đặt khớp giá trị thời gian cho Loại đăng nhập giữa máy của bạn và các máy 

từ xa.
• Cài đặt khớp bộ đếm thời gian trên máy của bạn với những máy từ xa.
• Nếu thời gian khác nhau, thông tin công việc có thể không được lấy chính xác. 

Vì có nhiều loại ID khác nhau có thể được đăng ký trên máy như ID người dùng 
và số thẻ, ID có cùng chuỗi văn bản có thể tồn tại cho cả ID người dùng và số thẻ. 
Bạn có thể cài đặt khớp thời gian cho máy của bạn và máy từ xa bằng cách đồng 
bộ hóa bộ định thời của máy với thời gian của server (NTP: Network Time 
Protocol). Để biết cách đặt đồng bộ hóa với máy chủ thời gian, hãy tham khảo 
các hướng dẫn đi kèm mỗi máy.

• Thiết lập cùng một giá trị cho phím mã hóa dữ liệu bảo mật và chế độ IP cho từng 
máy của bạn và máy từ xa.

38 2699 2099 1499 1139 128,8 85,9 64,4 42,9 137,9 91,9 69 46

39 2809 2213 1579 1219 131,8 87,9 65,9 43,9 141 94 70,5 47

40 2953 2331 1663 1273 134,9 89,9 67,4 45 144 96 72 48

Mẫu số
Số lượng dữ liệu (Byte) Vùng mã M (mm) Vùng in M (mm)

L M Q H 200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi

200
dpi

300
dpi

400
dpi

600
dpi



8  Những chú ý và hạn chế

108

• Khi bạn sử dụng máy mà trên đó Ethernet thứ cấp (tùy chọn) có thể được cài 
đặt, hãy thiết lập địa chỉ IP của mạng chính vào máy hoặc máy từ xa để sử dụng 
tính năng này. 

• Tính năng này không thể sử dụng cho In bảo mật.
• Từ thiết bị của bạn hoặc máy từ xa, nến bạn tự mình gỡ cài đặt Server-less On-

Demand Print, cài đặt sẽ được yêu cầu lại với chức năng dọn dẹp. Để biết thêm 
thông tin chi tiết, vui lòng tham khảo ‘Hướng dẫn sử dụng Công cụ Thiết lập in 
theo yêu cầu không có máy chủ’.

• Nếu bạn sử dụng In xác thực cá nhân (mạng) khi Đăng nhập vào các tài khoản 
từ xa và sử dụng các ký tự khác với ASCII cho ID người dùng, có thể sẽ không lấy 
được chính xác danh sách công việc.

Những chú ý và hạn chế khi sử dụng tính năng in
• Đối với Server-less On-Demand Print, từng công việc sẽ được gửi độc lập ngay 

cả khi bạn gửi nhiều yêu cầu in trong một lệnh. Do đó, có thể sẽ mất thời gian để 
in hơn bình thường.
Nếu máy nhận được một công việc fax trong khi đang in nhiều công việc in, công 
việc fax sẽ được in ra khi đang thực hiện các công việc in. Thay đổi các cài đặt 
nếu bạn muốn ngăn việc in không bị gián đoạn khi có công việc fax.

• In hoặc xóa công việc có thể bị ngưng lại do chức năng Auto Clear.
Trong trường hợp này, hãy đặt thời gian dài hơn thiết đặt hiện thời hoặc chọn 
[Tắt] cho mục [Xóa tự động] trong [Thiết đặt hệ thống] > [Đồng hồ / Bộ hẹn giờ 
của thiết bị] trên màn hình [Thiết bị].

• Cũng giống như các công việc in thông thường, bạn có thể xử lý công việc in trên 
tab [Công việc đang xử lý] của màn hình [Công việc] từ một máy từ xa. Hãy cẩn 
thận đừng xóa hoặc hủy bỏ các công việc này khỏi máy từ xa đó.

• Nếu bạn yêu cầu lệnh in từ các máy khác nhau cùng một lúc, có thể sẽ mất thời 
gian lâu hơn trước khi bắt đầu in.

• Nếu bạn yêu cầu lệnh in cho công việc đã lưu trên các máy khác nhau tại cùng 
một thời điểm, các công việc có thể không được in với cùng một thứ tự như 
chúng xuất hiện trên màn hình.

• Thao tác dừng không khả dụng cho Server-less On-Demand Print.
• Không thể in tờ banner của công việc đang được in bằng tính năng In xác thực 

cá nhân thông thường.
• Tuy nhiên, đối với Server-less On-Demand Print, tờ banner có thể in được nếu 

được thiết lập là bật. Công việc được in bằng Server-less On-Demand Print sẽ 
được thể hiện là "Web Application Print" trên Báo cáo lịch sử công việc.

• Trong In xác thực cá nhân (mạng), không thể sử dụng [Thiết đặt xóa sau khi in 
mặc định]. Để kiểm tra cài đặt xem có xóa hoàn toàn các tài liệu được in hoặc 
truyền gửi hay không, hãy tham khảo mục "In từ lịch sử" trong "Server-less On-
Demand Print In xác thực cá nhân (mạng) Chọn ID và in Hướng dẫn sử dụng".

• Trong trường hợp bạn có cả thiết bị A3 và thiết bị A4, nếu bạn muốn in công việc 
khác với khổ A4, lưu ý các mục sau đây.
- Nếu bạn in công việc được lưu trong máy A3 bằng máy A4, biểu tượng sẽ 

hiển thị và nhắc bạn rằng công việc sẽ được in theo khổ giấy A4. Nếu kích cỡ 
lớn hơn khổ giấy A4, công việc sẽ được thay đổi kích thước và in dưới dạng 
A4.
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- Nếu bạn in bản in lớn hơn khổ giấy A4 trên máy A4, mặc dù công việc sẽ giảm 
kích thước xuống và được in trên khổ giấy A4, biểu tượng sẽ không hiển 
thị.

- Nếu chỉ định kích thước giấy, công việc có thể sẽ bị hủy.
• Để giao tiếp với Server-less On-Demand Print Setup Tool, ứng dụng này sẽ sử 

dụng số cổng là 58552 cho giao tiếp SSL, hoặc số cổng là 58052 cho giao tiếp 
không có SSL.

• Khi bạn sử dụng cả In xác thực cá nhân và In xác thực cá nhân (mạng), vui lòng 
lưu ý những điều sau:
- Nếu bạn cố gắng thực hiện In cá nhân trên máy nhằm lưu trữ tác vụ và in 

bằng một máy từ xa cùng lúc, có thể mất thời gian để truyền tải tác vụ đó.
- Ngay cả khi tài liệu đang được yêu cầu xuất từ   In cá nhân, các hướng dẫn 

in có thể được yêu cầu cho cùng tài liệu đó từ In xác thực cá nhân (mạng) tại 
cùng thời điểm. Xin lưu ý rằng có thể xuất ra nhiều lần cùng một tài liệu bằng 
cách này.

• Nếu bạn có cả In xác thực và Chọn ID và in, nếu cố gắng thực hiện in riêng trên 
máy có lưu công việc và in trên máy điều khiển từ xa cùng một lúc, có thể sẽ mất 
thời gian để chuyển dữ liệu.

• Đối với một số model máy, hãy đánh dấu mục [Thuộc tính]> [Bảo mật]> [Thiết 
đặt SSL/TLS]> [IPP]> [Chỉ qua SSL/TLS] trong Internet Services, để chỉ sử dụng 
giao tiếp SSL khi dùng giao thức IPP.
Trong trường hợp đó, vui lòng bật thiết đặt SSL trên cả thiết bị từ xa lẫn máy của 
bạn.
Nếu thiết đặt không hợp lệ, sẽ xảy ra lỗi trên thiết bị từ xa khi in.

• Số lượng công việc in đã lưu trữ không được hiển thị trên biểu tượng [In xác thực 
cá nhân (mạng)], [In h.loạt x.thực c.nhân (mạng)] hoặc [Chọn ID và in] trên màn 
hình chính.

Lưu ý và hạn chế về việc Sử dụng Universal Print
• Các công việc được lưu trữ trên một máy có hỗ trợ xuất ra Universal Print từ 

Serverless On-Demand Print có thể được in từ một máy từ xa.
• Nếu máy từ xa không hỗ trợ xuất ra Universal Print từ lệnh in Serverless on-

Demand, kết quả đầu ra có thể không phải như kết quả dự định.
• Các cài đặt sau đây được yêu cầu để sử dụng Universal Print.

Trong trường hợp In xác thực cá nhân (mạng)
- Điều chỉnh cài đặt Loại đăng nhập cho máy của bạn và máy từ xa sang Azure 

Active Directory.
- Điều chỉnh người thuê dùng bạn thiết lập trong Azure Active Directory trên 

máy của bạn và máy từ xa.
- Vui lòng xem trang sản phẩm trên website chính thức của chúng tôi để biết 

các máy mục tiêu và các quy trình cài đặt của Azure Active Directory.

Trong trường hợp Chọn ID và in
- Để in công việc, hãy chọn [(Không có ID người dùng)] từ [Chọn ID và in].
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Số lượng công việc in có thể xem được
• Bạn có thể xem đến 9 công việc in cho một máy trong danh sách công việc trên 

từng màn hình [In xác thực cá nhân (mạng)], màn hình [Chọn ID và in], và màn 
hình [In từ lịch sử]. Nếu vượt quá giá trị là 99 ở bất kỳ máy nào, các công việc từ 
lần thứ 99 trở đi sẽ không được hiển thị cho máy đó.

Ghi chú
• Màn hình [In từ lịch sử] được hiển thị khi bạn thiết lập [In từ lịch sử] thành [Bật] 

trong màn hình Thiết đặt quản trị.

• Khi số công việc đã nhận đạt đến giá trị ngưỡng tối đa là 495, các công việc còn 
lại sẽ không được hiển thị.

Ghi chú
• Các công việc được hiển thị sẽ khác nhau tùy theo cài đặt của [Thứ tự hiển thị tệp].

Những chú ý và hạn chế khi Loại đăng nhập của máy bị thay đổi
Có hai loại Server-less On-Demand Print như sau.
• In xác thực cá nhân (mạng): nếu bạn sử dụng chế độ Đăng nhập vào các tài 

khoản cục bộ, Đăng nhập vào các tài khoản từ xa, hoặc Không cần đăng nhập và 
sử dụng Thẻ thông minh

• Chọn ID và in: nếu bạn sử dụng chế độ Không cần đăng nhập và không sử dụng 
Thẻ thông minh

Nếu bạn đã thay đổi Loại đăng nhập của thiết bị, cần phải thay đổi ứng dụng sử 
dụng.
Thực hiện các bước sau và sau đó thay đổi các nút dịch vụ trên màn hình và trình 
cắm để thực hiện.

Thay đổi các nút Dịch vụ
Phần này mô tả cách thay đổi hiển thị menu của [In xác thực cá nhân (mạng)] và 
[Chọn ID và in] theo chế độ xác thực của máy.

Ghi chú
• Khi bạn cài đặt In theo yêu cầu không cần máy chủ, cả hai biểu tượng [In xác thực cá 

nhân (mạng)] và [Chọn ID và in] sẽ được hiển thị trên Màn hình chính. 

Các bước
0 1 Vào chế độ quản trị hệ thống trên bảng điều khiển của thiết bị đa chức năng.

Ghi chú
• Để biết thêm chi tiết về cách đăng nhập, hãy tham khảo hướng dẫn đi kèm theo máy.

2 Nhấp và giữ vùng hiển thị của ứng dụng.
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Ẩn mục [In xác thực cá nhân (mạng)] và [Chọn ID và in]

3 Nhấn [x] của các nút dịch vụ để ẩn.

Hiển thị mục [In xác thực cá nhân (mạng)] và [Chọn ID và in]

3 Nhấn [+].

4 Chọn các nút dịch vụ để hiển thị.

5 Nhấp giữ biểu tượng và di chuyển đến vị trí bạn muốn.
Ghi chú

• Không thể di chuyển biểu tượng giữa các trang. Vui lòng nhấn vào [+] trên trang muốn 
đặt.

6 Tùy chỉnh xong, thì nhấp vào vùng phía ngoài biểu tượng.

Thay đổi Plug-in
Để thay đổi Plug-in sử dụng, thực hiện với Internet Services.

Các bước
0 1 Khởi động máy tính của bạn và sau đó khởi động trình duyệt web.

2 Nhập địa chỉ IP của thiết bị đa năng của bạn hoặc địa chỉ internet vào thanh địa 
chỉ của trình duyệt web.
Internet Services sẽ được bắt đầu.

3 Vào chế độ quản trị hệ thống.

4 Nhấp vào [Thiết đặt phần bổ sung] trong [Hệ thống] > [Thiết đặt hệ thống] để 
hiển thị danh sách các Phần bổ sung được cài đặt trên thiết bị của bạn.
Tên các Plug-in của từng ứng dụng như sau.

Ứng dụng Tên Plug-in

In xác thực cá nhân (mạng) ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin

Chọn ID và in ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth
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5 Thực hiện các bước sau.

Trong trường hợp In xác thực cá nhân (mạng)
(1) Chọn [ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin], và sau đó nhấp [Dừng].

Trong trường hợp Chọn ID và in
(1) Chọn [ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth], và sau đó nhấp 

[Dừng].

6 Khởi động lại máy.
Các thiết đặt sẽ được áp dụng.

7 Sau khi khởi động lại máy, hiển thị màn hình [Phần bổ sung đã nhúng] bằng các 
thao tác tương tự như Bước 4.

8 Thực hiện các bước sau.

Trong trường hợp In xác thực cá nhân (mạng)
(1) Chọn [ServerlessOnDemandPrintSettingPlugin], và sau đó nhấp [Bắt đầu].

Trong trường hợp Chọn ID và in
(1) Chọn [ServerlessOnDemandPrintSettingPluginNoAuth], và sau đó nhấp 

[Bắt đầu].

9 Khởi động lại máy.
Các thiết đặt sẽ được áp dụng.

Vui lòng tham khảo "Các cài đặt về môi trường" > "Cấu hình trên Server-less On-
Demand Print" và thêm thiết bị.

Phân phát Fax không giấy

Những chú ý và hạn chế
• Nếu ID người quản trị hệ thống hoặc mã khóa được thay đổi thông qua [Thiết bị] 

> [Xác thực/Chế độ quản lý người dùng] > [Thiết đặt xác thực/bảo mật] > [Thiết 
đặt Người quản trị] của thiết bị đa chức năng, hãy đảm bảo thay đổi thông tin 
người quản trị hệ thống được thiết lập trong Phân phát Fax không giấy. Nếu ID 
nhân viên quản trị hệ thống hoặc mã khóa đã đăng ký với Phân phát Fax không 
giấy khác với ID của thiết bị đa chức năng, thiết bị đa chức năng không thể 
chuyển đổi giữa ngoại lệ và trạng thái bình thường.
Để biết thêm thông tin về cách thức thay đổi ID người quản trị hệ thống hoặc 
mật mã trong Phân phát Fax không giấy, vui lòng tham khảo "Thay đổi ID người 
quản trị hệ thống/Mật mã (Mật khẩu)"(P.115).

• Nếu mật khẩu dành cho điểm đích chuyển tiếp (SMB, FTP, hoặc Working Folder) 
bị thay đổi, hãy chắc chắn rằng bạn đã thay đổi mật khẩu trong Phân phát Fax 
không giấy. Mặt khác, đã xảy ra lỗi chuyển.

• Hệ thống không xuất lịch sử chuyển đổi tiêu chuẩn/ngoại lệ của [Chuyển đổi 
Hoạt động Fax không giấy] cùng các thiết đặt khác.
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• Không chuyển tiếp fax đến vào Working Folder trong khi đang bảo trì máy chủ 
Working Folder. Điều này gây ra lỗi chuyển và các fax nhận được trong quá trình 
bảo trị sẽ được lưu vào thư mục đến. Để chuyển các fax lưu trong thư mục vào 
máy chủ, hãy thực hiện các bước mô tả trong "Chuyển tiếp bằng tay các bản fax 
đã nhận được lưu trong thư mục"(P.115)

• Nếu bạn lưu cài đặt cho mỗi mục trên màn hình Phân phát Fax không giấy, các 
bước sau đây sẽ được tự động cấu hình hoặc xử lý.
- Tạo một thư mục mới hoặc thay đổi thư mục đang tồn tại
- Tạo một bảng chuỗi công việc mới hoặc chỉnh sửa bảng chuỗi công việc đang 

tồn tại
- Cài đặt bộ chọn thư mục theo đường truyền
- Kích hoạt bộ chọn thư mục
- Cài đặt tính năng Báo cáo thư mục thành [Tắt]
- Thay đổi bố cục nút trên màn hình Ứng dụng

• Nếu mỗi thiết đặt được chỉ định trên màn hình Phân phát Fax không giấy, tính 
năng Báo cáo thư mục sẽ tự động bị tắt. Để tự động in Báo cáo thư mục, hãy 
chọn [Bật] cho mục [Báo cáo thư mục] dưới [Thiết bị] > [Thiết đặt hệ thống] > 
[Báo cáo].

• Hãy chắc chắn rằng bạn đã thay đổi cả hai đường dẫn giữa các đường truyền fax 
và các thư mục cũng như đường dẫn giữa các thư mục và các bảng chuỗi công 
việc đã được thiết lập với Phân phát Fax không giấy thông qua menu vận hành 
của thiết bị đa chức năng.

• Nếu thông tin đã đăng ký với Danh bạ của thiết bị đa chức năng bị thay đổi sau 
khi đích truyền được chỉ định từ Danh bạ trên màn hình Phân phát Fax không 
giấy, thông tin về đích đã chỉ định sẽ không được cập nhật tự động với Phân phát 
Fax không giấy. Trong trường hợp này, bạn phải thiết lập lại đích truyền.
Bảng chuỗi công việc được tạo bằng Phân phát Fax không giấy không bị khóa với 
Danh bạ của thiết bị đa chức năng.

• Bảng chuỗi công việc đã tạo với Phân phát Fax không giấy không thể chỉnh sửa 
được bằng Internet Services hoặc Device Setup.

• Trong các trường hợp sau, văn bản sẽ bị xóa mà không phụ thuộc vào thiết đặt 
tại [Xóa tệp sau khi truy xuất] trên màn hình thiết đặt phân phát fax không giấy.
- Khi lựa chọn [Bắt buộc xóa] trong [Thiết bị] > [Thiết đặt ứng dụng] > [Thiết 

đặt gửi từ thư mục] > [Tệp do máy khách truy xuất]:
Các cài đặt cho mỗi thư mục sẽ được bỏ qua, và các bản fax đã nhận được 
lưu trong thư mục sẽ bị xóa cưỡng chế khi chúng được lấy ra bởi máy trạm.

- Khi ngày hết hạn được chỉ định trong mục [Thiết bị] > [Thiết đặt ứng dụng] 
> [Thiết đặt gửi từ thư mục] > [Giai đoạn giữ lại tệp] và [Có] được chọn trong 
[Gửi từ thư mục] > [Thiết đặt thư mục] > [Xóa tệp hết hạn]:
Các tập tin đã hết hạn trong thư mục sẽ bị xóa vào thời điểm chỉ định.
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• Khi lỗi xảy ra do sự cố trên máy chủ nơi chuyển tiếp hoặc rớt mạng trong khi 
chuyển tiếp các bản fax đã nhận, các bản fax này sẽ được lưu trong một thư mục. 
Tại thời điểm này, thư mục đã tạo tại đích truyền được giữ lại không bị xóa. Tuy 
nhiên, chúng sẽ không được chuyển tiếp đến nơi được chỉ định một lần nữa ngay 
cả khi lỗi được giải quyết.
Để chuyển tiếp các bản fax đã nhận được lưu trong thư mục, thực hiện thao tác 
được trình bày trong "Chuyển tiếp bằng tay các bản fax đã nhận được lưu trong 
thư mục"(P.115). Các bản fax được chuyển tiếp lại đến thư mục đã tạo tại đích 
truyền.
Ngoài ra, khi dừng tạm thời tính năng Bắt đầu tự động chuyển thì các bản fax 
được lưu trữ trong hộp sẽ không được chuyển tiếp tự động, ngay cả khi bật lại 
tính năng Bắt đầu tự động chuyển.
Để chuyển tiếp các bản fax đã nhận được lưu trong thư mục, thực hiện thao tác 
được trình bày trong "Chuyển tiếp bằng tay các bản fax đã nhận được lưu trong 
thư mục"(P.115).

• Khuyến cáo bạn nên đặt các biểu tượng thư mục ở nơi có thể dễ dàng tìm thấy 
trên màn hình Ứng dụng, những biểu tượng này sẽ giúp bạn nhận ra rằng một số 
bản fax vẫn còn trong thư mục đến.
Thêm vào đó, chúng tôi khuyên bạn nên cấu hình cài đặt in tự động "Báo cáo 
truyền tin - Công việc chưa được giao" để có thể xác nhận thông tin lỗi chi tiết 
(Cài đặt này được bật theo mặc định.).
Để biết thêm chi tiết, hãy tham khảo "Cài đặt trợ giúp cho Xử lý sự cố" ở mục 
"Phân phát Fax không giấy Hướng dẫn sử dụng".

• Nếu bạn đặt độ dài đường dẫn đủ của tệp là 256 byte* hoặc hơn, lỗi xảy ra và 
không chuyển được tệp.
*: Tính cả đuôi mở rộng. Độ dài đường dẫn mà người dùng có thể quy định là 241 
byte.

Ghi chú
• “Byte” trong bảng có nghĩa là số byte theo mã ký tự UTF-8.

“Số byte của văn bản” và số ký tự mà byte biểu diễn phụ thuộc vào ký tự. Ví dụ, 
hệ thống mô tả các ký tự đủ độ rộng bằng hai đến bốn byte.

• Số tệp và thư mục tối đa có thể được lưu trữ trong một thư mục của đích truyền 
là 10000.

• Tùy thuộc vào thiết bị đa chức năng của bạn, mức độ ưu tiên xử lý cho văn bản 
có thể tìm kiếm (OCR) sẽ khác nhau, do đó có thể bao gồm chuỗi ký tự không 
mong muốn trong tài liệu được truyền gửi. Để biết thêm thông tin, hãy liên hệ 
với Trung tâm Hỗ trợ khách hàng của chúng tôi.
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Chuyển tiếp bằng tay các bản fax đã nhận được lưu trong thư mục
Các bản fax được lưu trữ trong hộp khi xảy ra lỗi chuyển tiếp hoặc trong khi dừng 
tạm thời chuyển tiếp, thì có thể chuyển tiếp các bản fax này theo trình tự như dưới 
đây.

Các bước
0 1 Chọn thư mục nơi các bản fax đã nhận được lưu theo các bước phụ sau đây.

Khi các thư mục cho dịch vụ Fax không giấy được gán cho các nút trên màn hình 
Ứng dụng

(1) Hiển thị màn hình Ứng dụng và nhấn nút thư mục mong muốn.

Khi các thư mục cho dịch vụ Fax không giấy không được gán cho các nút trên 
màn hình Ứng dụng

(1) Hiển thị màn hình Ứng dụng và nhấn [Gửi từ thư mục].
(2) Trên màn hình [Gửi từ thư mục], chọn thư mục mong muốn.

2 Chọn các tập tin cần chuyển tiếp từ thư mục.

3 Nhấn [Bắt đầu bảng chuỗi công việc].

4 Nhấn [Chọn bảng chuỗi công việc], chọn một chuỗi công việc và nhấn [OK].

5 Trượt nút để bắt đầu.
Các bản fax đã nhận trong thư mục được chuyển tiếp đến nơi chỉ định.

Ghi chú
• Nếu bạn chuyển các bản fax đã nhận theo các bước trên vào thời gian đã lên lịch cho 

trường hợp ngoại lệ, các bản fax sẽ không được chuyển vào thư mục được chỉ định 
cho trạng thái bình thường mà được chuyển đến thư mục được chỉ định cho trường 
hợp ngoại lệ đó.

Thay đổi ID người quản trị hệ thống/Mật mã (Mật khẩu)
Nếu ID người quản trị hệ thống hoặc mật mã bị thay đổi với thiết bị đa chức năng 
thì cũng sẽ bị thay đổi với Phân phát Fax không giấy.
Có thể thay đổi ID người quản trị hệ thống hoặc mật mã (mật khẩu) theo các bước 
sau đây.

Các bước
0 1 Khởi động Phân phát Fax không giấy.

Ghi chú
• Các bước sau đây mô tả cách khởi động thông qua bảng điều khiển dưới dạng ví dụ.

Tham khảo
• Để biết thêm chi tiết về việc khởi động, vui lòng tham khảo các bước sau đây.

- Khi khởi động thông qua bảng điều khiển của thiết bị đa chức năng, hãy tham khảo 
mục "Thiết lập thông qua Bảng điều khiển của thiết bị đa chức năng" > "Hiển thị 
màn hình cài đặt" trong "Phân phát Fax không giấy Hướng dẫn sử dụng".

- Khi bắt đầu sử dụng Internet Services, hãy tham khảo mục "Thiết lập sử dụng 
Internet Services" > "Hiển thị màn hình cài đặt" trong "Phân phát Fax không giấy 
Hướng dẫn sử dụng".



8  Những chú ý và hạn chế

116

2 Khi thông tin người quản trị máy in đa chức năng bị thay đổi thì sẽ hiển thị màn 
hình [Đăng ký ID/Mật khẩu người quản trị hệ thống]. Nhập mã khóa và ID người 
quản trị hệ thống mới vào [ID người quản trị hệ thống] và trong [Mật khẩu 
Người quản trị hệ thống], rồi nhấn [Đăng ký].
Thông tin người quản trị hệ thống của Phân phát Fax không giấy đã được thay đổi.

3 Sau khi thay đổi, khi màn hình [Phân phát Fax không giấy] hiển thị, hãy cấu hình 
cài đặt nếu cần thiết, hoặc đóng màn hình mà không cần thêm bất kỳ cài đặt 
nào.

Settings cloning for Add-on Applications
• Bạn không thể nhập các cài đặt bằng cách xác định tính năng riêng biệt. Tất cả 

các ứng dụng trong tập tin thông tin thiết đặt đều được nhập cùng một lúc.
• Nếu phiên bản của ứng dụng mà bạn nhập cài đặt thấp hơn phiên bản của ứng 

dụng xuất, thì không thể thực hiện cập nhật file cài đặt.
• Không tắt nguồn thiết bị trong lúc đang nhập.

Nếu bạn tắt nguồn thiết bị trong lúc đang nhập, các cài đặt có thể không được 
cập nhật chính xác. Trong trường hợp này, cần phải nhập lại.

Tham khảo
• Để biết thêm thông tin về phần Ghi chú và Hạn chế của từng ứng dụng, vui lòng tham 

khảo các mô tả về xuất chuyển/chuyển nhập thông tin thiết đặt trong hướng dẫn đối 
với từng ứng dụng.

Updatings for Add-on Application
• Lịch biểu mà việc cập nhật tự động được thực thi sẽ khác nhau cho mỗi số sê-ri 

thiết bị đa chức năng. Nếu bạn muốn cập nhật các ứng dụng add-on của nhiều 
thiết bị đa chức năng cùng lúc, hãy thực hiện cập nhật một cách thủ công.

• Nếu bạn chọn [Updating for Add-on Apps] và các ứng dụng khác cùng nhau từ 
màn hình cập nhật thủ công, và cập nhật, thì các ứng dụng khác có thể không 
được cập nhật. Trong trường hợp này, vui lòng cập nhật một lần nữa.
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